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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夏の夜は濃こい藍あい色いろ。

　こうして小こ雨さめが降っている夜でも、暗くら闇やみが透すき通ってどこか明るい。墨すみを漉こしたような冬の夜空とは全然違ちがって、ほのかに明るさが残るようだ。

　ゆっくりと琵び琶わを爪つま弾びきながら、葉は桜ざくらはそっと様子を窺うかがった。

　御み簾すを巻き上げた座ざ敷しきの上座に客の青年と葉桜とが位置を占しめ、ふたりきり。

　いつもなら見習いの少女たちが下座に控ひかえているが、今は隣りん室しつに退さがっている。

　板張りの座敷の上に、いぐさを編んだ円座わろうだの良い香かおりが漂ただよう。

　夏もそろそろ終わりに差しかかろうかという季節の夜は、時折ひゅっと強い風が吹ふき抜ぬけて少し肌はだ寒ざむい。

　野の分わきが、近いうちにやってくるのかもしれなかった。

　夏の終わりには、いつも強い雨風を伴ともなう野分が訪おとずれて都中の暑気を払はらい、夏の名残なごりを吹き飛ばしてゆく。

「紅こう迅じんさま──主さま。遣やらずの雨あめが、やみましたわ」

　客を帰らせまいと、足止めするように降り続ける雨のことを、遣らずの雨と呼ぶ。

　琵琶を弾ひく手を止めて外を見やるが、彼女の膝ひざを枕まくらに、しどけなくうたた寝ねをしている紅迅からの返答はない。

　白しら拍びよう子しの咲さき染そめ御ご前ぜんとしての技量のありったけを尽つくして快く酔よわせた青年は、ほど良く酒が回ってきたのだろう。

　耳に届く寝ね息いきは、ゆっくりと深くて心地ここちよさそうだ。こうして眠ねむっていても、呆れるほどに端たん整せいな造作をしている。

　烏え帽ぼ子しを好まない質たちなのか脱ぬぎ捨てて、あまり髪かみ型がたにこだわっていないのか、後ろでひとつに緩ゆるく束ねている。もともとの風ふう貌ぼうが良いので、少し寝ね乱みだれているさまがかえって凄せい艶えんだった。

　目を閉じているせいで睫まつげの長さが際きわ立だち、鼻筋が通っていることなど、絵物語から抜け出してきたのかと思うような整い方だ。

　お互たがいに今日初めて出で逢あったが、性格は自信満々な俺様気き質しつらしく、なおかつ厭いやみなところがまったくない、さっぱりとした人ひと柄がらのようだった。

　──若いわりに、ずいぶん粋いきに遊ぶ人だったわね。

　金かね離ばなれが良く洒落しやれを飛ばしたりもして、客としては極ごく上じようの部類に入る青年だ。

　いつもならこんな上客には、泥でい酔すいするまで吞のませないのだけれど。

「でもまあ、風子私たちの敵ならろくな人間じゃないわね、きっと」

　ちら、と眼まな差ざしひとつで合図を送ると、ふ、と座敷の灯あかりが消えた。

　隣となりの控え部屋から足音を忍しのばせて出てきた妹分の少女たちが、蠟ろう燭そくの灯りをふーっと吹き消したのだ。

　暗がりの中で、青年の懐ふところから紙入れを奪うばい取るのが今夜の仕事だ。

　本来ならば、客の金子を直接狙ねらうようなむくつけな真似まねはしない。

　咲染御前を座敷に招よんだあとは紙入れがなくなっている──もし万が一にもそんな噂うわさを立てられでもしたら、白拍子としての生業なりわいが立ちゆかなくなってしまう。

　だが今回は、そうするようにと兄貴分の宵よい待まちから命令されてしまった。彼の命令なら仕方ない。

　葉桜は暗闇の中で、抱かかえていた琵琶を床ゆかにそっと下ろす。

　──宵待兄あに者じやがそうするようにと命じたっていうことは、それが最善の策だってことだもの。

　酔わせたあとでならいくらでも言い抜けができるし、その後始末は葉桜の仕事ではない。

　──宵待兄者の他ほかにもそういう担当もいっぱいいるから、そこの辺りは私が気にすることじゃないわ。

　迷っている暇ひまがあったら動く。

　それが彼女の信条だ。

　未いまだ酔すい夢むの中に漂っているらしい紅迅の着物の合わせ目に手を差し入れ、瀟しよう洒しやな細工の紙入れだけを抜き取ろうとする。

　金子や懐かい紙しなどを入れて持ち歩くために、大たい抵ていの人が紙入れを使用する。紅迅の紙入れは上質の革かわを薄うすくなめした、質の良さそうな品だった。

　──さすがお金持ち。革を使うなんて、相当な洒落者ね。

　すると。

「……っ!?」

　抜く手も見せずに、細い手首を摑つかまれる。

「何のつもりだ」

　暗闇の中で少女たちがはっと息を吞んだが、葉桜は顔色ひとつ変えない。

　葉桜たち風ふう子しの面々は、暗闇でも充じゆう分ぶんに夜目が利きく。

「お寝やすみになっていらしたみたいなので、合わせ目を緩めて差し上げようかと思いましたの」

　葉桜は鮮あざやかに紅を刷はいた唇くちびるを、白い水すい干かんの袂たもとで隠かくすようにして、おっとりと問いかけた。

　驚おどろきのあまり心臓を鷲わしづかみにされたことなど一いつ切さい悟さとらせない、何食わぬ顔で。

「どうかなさいまして？　立たち橘ばな、おいで。灯りをつけてちょうだいな」

　妹分の立橘が、慌あわてた様子で紙し燭そくに火を灯す。

　咲染御前は、今都でもっとも男たちの関心を集めている白拍子だ。

　しっとりとした絹糸のような烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの黒くろ髪かみを背中に豊かに梳とき流し、華きや奢しやな身体からだに水干烏帽子の男装しよう束ぞくをまとっている。

　男性の着る装束をわざと身に着けるのは、白拍子の特とく徴ちようだ。

　小さく愛くるしい顔立ちには白粉おしろいを叩たたき、高価な紅をたっぷりと、惜おしげもなく差す。白拍子は、紅を惜しんではいけない。

　化け粧しようで特に葉桜が気をつけているのは、眉まゆだ。

　眉の引き方ひとつで、印象はかなり変わる。

　化粧と装束とで、素すの自分とは別人になること。

　それが、彼女にとってはもっとも重要な秘密のひとつだ。

　白拍子は夢を売る女。

　艶あでやかな姿に扮ふんし、粋な浮うかれ女め、遊び女めであることがこの身の務めだ。

「あ？　ああ……勘かん違ちがいだったか…………」

　紅迅の低い声は、わずかに不ふ明めい瞭りようだ。低くかすれて、色っぽい。

　かなりの量を吞ませたので、まだ意識ははっきりと覚かく醒せいしていないだろう。

　──恐おそろしいくらいに勘かんが良いわね……！

　すりとる技術にはかなりの自信がある。

　気づかれたのは初めてだ。

「まだお酔いですの？　お加減はいかが？　お水を参らせましょうか」

「いや……要いらぬ」

　紅迅が無造作に手を伸のばし、葉桜の腰こしに片かた腕うでを回す。

　抗あらがわないで座っていると、緋ひ色いろの袴はかまの膝を枕に、紅迅が再び目を瞑つむる。

「しばし休む。こうしていろ」

「ええ。主さまのお望みのままに。いつまでも、こうして居て差し上げますわ」

　恋こい人びとのように甘く蕩とろける笑えみを浮かべて、葉桜は客の望みを叶かなえてやる。不ふ埒らちな真似をしてくるならいざ知らず、膝ひざ枕まくら程度で良いのならお安い御ご用ようだ。

　紅迅の規則正しい寝息が聞こえてくるまで、葉桜は右手でずっと彼の髪かみを撫なでていた。

　少し硬い髪を、甘やかすように──深い眠りへと誘いざなうように。

　そして、背後に回された左ひだり腕うでには、一いつ瞬しゆんの早はや業わざで抜き取っていた紙入れがしっかりと摑まれていた。

　葉桜ははらはらしながらなりゆきを見守っていた少女たちに見えるように、背後でひらひらと紙入れを揺ゆらしてみせた。

　──任務完かん了りよう。

　妹分の少女たちが、ほっとしたような笑みを浮かべながら音を立てないように拍はく手しゆした。

「葉桜姉さま、お見事」







　都では近ちか頃ごろ、咲染御前と名乗る白拍子が人気だ。

　彼女は、その美び貌ぼうと才気で甘い夢を紡つむぐ。

　都には近頃、風子と呼ばれる義ぎ賊ぞくが出しゆつ没ぼつする。

　彼らは強ごう欲よくな輩やからから金子を鮮やかな手しゆ腕わんで奪い、あとには必ず一輪の花を残してゆく。

　都に吹ふく、一いち陣じんの風の子供たち。




　咲染御前──葉桜とその妹分の少女たちもまた、風子の一員である。
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「もうじき、夏も終わるのかしらね」

　有あり平ひら楼ろう閣かくの高こう欄らんを吹き抜ぬける涼すずやかな雨風に、葉桜はふとそんなことを呟つぶやく。

　すっきりと清らかな白い水干に、目の覚めるような緋色の袴。

　小さな頭には、蜻蛉かげろうの羽よりも薄いのではないかと思うほど薄く透すける漉すき紙で仕立てた立たて烏え帽ぼ子しを、形ばかりちょこんと載のせている。

　きりりとした男装の凜りんとした白しら拍びよう子しと、花の蕾つぼみのように可愛かわいらしい拵こしらえの見習いの少女たちが一列になって夜の遊ゆう郭かくの回かい廊ろうをしずしずと進んでゆくさまは、まるで美しい化け生しようの者の一行か、それとも異形の世界の道中かと、その場に居合わせた人々の目を奪うほどに浮うき世よ離ばなれした光景だった。

　こんな夜には、音もなく降り続けるしっとりとした小こ糠ぬか雨あめがふさわしい。

　暑苦しい蟬せみの声も、今は聞こえない。

　すべてを曖あい昧まいにぼやけさせて、美しい者たちだけが闇やみの中で静かに煌きらめきを放ち始める、そんな夜だ。

　化生のものは夏の夜を好むもの。

　目にも艶やかな盛装に身を包み、赤しやつ狐こ堂どうお抱かかえの白拍子・葉桜は綺き麗れいに化粧を施ほどこした口もとをわずかに笑ませる。

　酒席に侍はべる仕事なので白粉は心持ち濃こいめに叩き、用いる紅は金一匁もんめよりも高価な艶つや紅べに、紅花から作った口紅の中でも最高の品質と名高い京紅だ。

　京紅を使えるようでなくては、高位の男たちのそばに侍る白拍子など務まらない。

　髪は椿つばき油で梳いてつやつやと、夜の中でこそ照り映はえる凝こごった美しさ。

　妙みよう齢れいの乙女おとめが水干という男装束を身に着けると、何故なぜこうも不思議なほどの匂におやかさと、凜りん然ぜんとした妖よう艶えんさが醸かもし出されるのだろう。

　男装をすることで、彼女たちは逆に自分たちは女性であることを十二分に強調しているのだ。

　それが、白拍子を生業なりわいとする女たちである。

　白拍子は、さながら都の夜を華か麗れいに彩いろどる月の雫しずくだと謳うたわれる。

　しっとりとした華はなやぎを添そえながら、月の雫と異名を取る真しん珠じゆのように、清らかな美しさで男たちを惑まどわせる。

　葉桜は、薄うす闇やみの中にぽっかりと浮かび上がったかのような楼閣の細い渡わた殿どのを歩きながら、小さな声で呟いた。

「少し、急ぎましょう。お客さまがお待ちかねだわ、きっと」

　後ろからついてくる立橘たちに、ちらりと視線を走らせる。

　一人前の白拍子は葉桜だけで、あとは見習いの少女たちが数人、葉桜に付き従っている。

　出がけに雨が降り出したせいで、雨あま除よけの支し度たくだ笠かさの用意だと、出立に少し手間取ってしまった。

「わかりました、姉さま」

　遠くから、さざめくような嬌きよう声せいが聞こえる。

　ここは帝みかどの御ご座ざ所しよである宮中を頂点に戴いただく、花の都。

　都の花街にある有平楼閣は、地位の高い男性が気き兼がねなく酒と遊びを楽しむための秘密の楼閣だ。

　都にほど近いけれども目立たないひっそりとした緑深い場所にある高こう楼ろうで、座ざ敷しきがそれぞれ離はなれた場所にあり、お忍しのびで訪おとずれる客同士が無ぶ粋すいに顔を突つき合わせたり、夢の世界から引き剝はがされたりしないようにと、細心の注意を払はらって造られている。

　きめ細やかな心こころ遣づかいが売りの、貴人たちに愛されている遊郭だ。

　葉桜たち白拍子がよく招かれることからもわかる通り、風ふう雅がな趣おもむきのある佇まいで、夜の闇の中で見るとまるで夢の城のようだ。

　夜の闇に浮き立つように鮮あざやかな瓦かわらの屋根に、魔ま除よけの意味合いも兼かねて朱しゆ塗ぬりの柱。

　遠く、木立の向こうに、向かいの座敷の様子が小さく見える。

　夜のまだ浅い時間とはいえ、座敷の中は惜おしげもなく灯あかりを灯し、昼間よりも明るい。

　光と闇の対比を考こう慮りよして室内に置かれている金の飾かざり物は上品に映えるように計算し尽つくされているはずだが、葉桜の目には少し大おお袈げ裟さすぎて毒々しかった。

　障子の桟さんの枠わく組ぐみに切り取られ、宵よい闇やみの中に煌こう々こうと浮うかび上がる光景は、まるで絵画をそのまま嵌はめ込んだかのようだ。

　羽虫が明るい光に惹ひかれて集まるように、人も明るい場所に集つどうものなのかもしれない。

　それならば、その明るさに彩りを添えるための葉桜はさしずめ蝶ちようといったところだろうか。

　先頭を歩く葉桜の後ろにいた立橘が、花模様の袂たもとの陰かげでこっそりと耳打ちする。

　額で切り揃そろえた童どう形ぎようの前まえ髪がみがよく似合う、愛くるしい少女だ。

　見習いの少女たちの中では最年長で、葉桜と一番仲が良い。

「葉桜姉ねえ」

　葉桜は、小さい面おもてにすっと険しい表情を刻んだ。

「咲染御前、よ」

　白拍子のやわらかな口調とはがらりと変わって、喋しやべり方も素っ気ない。

　きっと、こちらの喋り方のほうが地なのだろう。

　少し早口で、花街の言葉遣づかいとは趣が違ちがっていた。

「間ま違ちがっても人前でその名前を呼ばないで」

「ごめんなさい。ついうっかり……兄者から伝言があるの」

　妹分の少女が声を低め、葉桜にだけ聞こえるように囁ささやく。

　それは符ふ牒ちようだ。

　自分たちの兄貴分の宵待から頼たのまれることといったら、ひとつしか心当たりはない。

「仕事？　こんなときに？」

「ええ。頼みたいって。他ほかの場所ではなかなか手出しができないそうだから」

「……わかった」

　葉桜は、わずかに躊躇ためらうような間を置いて、小さく頷うなずいた。

　今までも、こういうことがないではなかった。

　──白拍子の仕事に、風子の仕事を持ち込みたくないんだけど……仕方ないわね。

　もともと葉桜は、都の貴族や商人たちの情報を集めるために白拍子になった。

　酒席で相手を楽しませて寛くつろがせるのが務めと自負しているので、なるべく風子の厄やつ介かいごとを持ち込みたくないのだが、宵待に頼まれた以上は仕方がない。

　葉桜のもてなす座敷は、常に警備を怠おこたらず、他人など寄せつけない用心深い男たちが、羽目を外す唯ゆい一いつの場所でもあるのだから。
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　座敷に到とう着ちやくした葉桜は、接客用の笑え顔がおを貼はりつけて、鏡と見まごうばかりに磨みがき上げられた床ゆかに膝ひざをつき、にこやかに襖ふすまを開けた。

「咲染でございます。お召めしにより、参上致いたしました」

「待っていたぞ。入れ」

「失礼致します」

　有平楼閣の女将おかみの酌しやくを受けてすでに酒を口にしている客人はまだ年若い青年のようで、鬼灯ほおずきの実のような渋しぶ赤あか色に染められた、豪ごう奢しやな狩かり衣ぎぬを着ていた。

　狩衣は、身分の高い男性の砕くだけた普ふ段だん着ぎである。

　少し粋いきに着き崩くずしているのも、季節を少しばかり先取った色使いも、なにもかもが遊び慣れた雰ふん囲い気きだった。

　──この人が、今夜の標的。

　葉桜と、見習いの少女たちの瞳ひとみが、きらりと光った。










　爽さわやかに色いろ香かのある装いの咲染御前の舞まい扇おうぎが、ひらりひらりと翻ひるがえる。

　風にあおられる桜の花びらのように儚はかなく、男を誑たぶらかす魔ま性しようの女の袖そでのように思わせぶりに。

　咲染御前の舞まいは絶品だ。

　一人前の白しら拍びよう子しとなってまだ日が浅いが、謡うたい、踊おどり、なんでもござれで芸達者だ。

　大きく澄すんだ瞳と、きめ細やかな白い肌はだで織りなす美び貌ぼうはもちろんのこと、他の白拍子たちとはちょっと変わった振ふる舞まいをすることでも有名だ。

　一部の客からは、『なよ竹の白拍子』と渾あだ名なされている。

　美しい今様舞を前にして、今こ宵よいの客人──紅迅が満足そうに陶器かわらけの盃さかずきを干す。

　荒あら削けずりながら目鼻立ちがはっとするほど整った貌かお立だちをしていて、夜遊びにふさわしく打ち解けて寛いでいる。

　烏え帽ぼ子しを取り払った髪かみ型がたも狩衣の着こなし方も酒の席にふさわしく、風流だった。

　まだ若いながらも、かなり遊び慣れている様子だ。

　酒の席というだけでもそれなりに独特の雰囲気になるので経験がないとぎこちなくなったり酒の回りが早くなったりするものなのに、この青年はおどおどするどころか逆に堂々と構え、少女たちがきゃあきゃあと持て囃はやしても顔色ひとつ変えない。

「さあ、もう一いつ献こんどうぞ。一気に干してくださいませな」

　すぐに、盃に新たな酒が注つぎ足される。

　可愛かわいらしい装いに身を凝らした妹分たちは、にこにことしながら紅迅を取り囲んだ。

　客の盃が空になったままなのは、酒席に侍る者の恥はじだ。葉桜たちの属する赤狐堂も、その辺りの教育は徹てつ底ていしている。
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「主さま。私にも、どうぞお酌をさせてくださいませ」

「私の盃を、どうぞお受けくださいまし」

「ああ。そなたたちも遠えん慮りよせず、好きなだけ吞のめ」

「まあ、主さまの剛ごう気きなこと！」

「主さま、かっこいいですわ～！」

　咲染御前の舞を堪たん能のうしながら、紅迅は酒の味も存分に楽しんでいるらしい。

　葉桜は舞いながら、冷静に今夜の客を見分していた。

　──まだ若いのに、びっくりするくらい質の良い絹を着てる……それに、ほのかに衣きぬに焚たきしめている衣い香こうの香かおり……これは、ただの香じゃないわ。

　商しよう売ばい柄がら身分の高い客人を相手にすることが多いので、目は肥えている。

　座敷にあらかじめ焚かれていたらしい空そら薫だき物ものの香りに混じって、葉桜の鼻先に、今まで嗅かいだこともないような良い香りがさりげなく漂ただよってくる。

　すっと胸がすくような清せい涼りよう感かんがあり、なおかつ深く胸に残る香りだ。

　──けど……惜しいわね。

　一いつ般ぱん的には名めい香こうと評されてもおかしくない衣香だが、ぴりりとした癖くせが少しばかり強すぎて、葉桜の好みとは相あい容いれない。

　──刺し激げき的を通り越こして、ちょっと攻こう撃げき的な感じがする。

　とはいえ、妹分の少女たちにはうっとりとするような芳かぐわしさしか感じ取れていないのかもしれない。

　葉桜の嗅きゆう覚かくは、人より鋭するどい。

　ちょっとした異変は嗅覚でまずわかるので、この敏びん感かんさは重宝している。

　一差し舞を舞い終えると、紅迅から盃を差し出された。

「見事な舞だったぞ。まずは褒ほう美びに一献参ろう」

　少女たちに導かれるまま、紅迅のすぐ隣となりに腰こしを下ろした葉桜は、にっこりと微笑ほほえんで恭うやうやしく盃を受けた。

「かたじけのう存じます」

　小さな唇くちびるで、盃をくい、と干す。

　葉桜のための酒は、妹分たちがいつも水で薄うすめたものを用意しておいてくれている。

　決して吞めない口ではないのだが、吞みすぎは失態の元だ。

「さすがは都で指折りの咲染御前。良い吞みっぷりだ。さあ、もう一献」

「まあ、嬉うれしいこと。では、わたくしからもお酌を」

「立橘のお酌もお受けくださいませな、主さま」

「順番にもらうから、そう揉もめるな」

　紅迅は、少女たちの酌を次から次へと公平に受け、くいくいと盃を重ねていく。

　──もっと吞ませて。

　立橘にそっと目顔でそう合図を送ると、立橘も、任せてというように瞬まばたきだけの合図を返してくる。

　葉桜は持参してきた琵び琶わを膝の上に置いた。

　撥ばちでかき鳴らすと、今夜の雨にぴったりと添そうような心こころ憎にくい音色が奏かなでられ始める。

　客が酒を楽しむ間、葉桜は決して客を退たい屈くつさせない。

　それが、咲染御前の人気の秘ひ訣けつでもある。

「琵琶が得手か。ふむ、なかなかの腕うで前まえだ」

　紅迅が満足そうに目を細める。

　管かん弦げんの遊びに、今様の舞。

　極ごく上じようの酒に美貌の白拍子。

　葉桜は、琵琶の撥ばち捌さばきに一層力を込めた。

　──まだまだ、これからよ。

　咲染御前の手練手管は、ここから始まる。










　それから数刻経たって、葉桜は貼りつけた笑顔を引き攣つらせていた。

　──なんで平気なの!?

　酒と舞と音楽とでどれほど蕩とろかせても吞ませても、紅迅はけろっとしている。

　さすがにほろ酔よい加減には見えるが、それ以上酔い乱れることがない。

　──普ふ通つうの人間なら、とっくの昔に酔い潰つぶれているくらいの量を吞んだでしょうに……！

　酔って見苦しい様子を見せるどころか、今もまだ平然と盃を重ねている。

「そなたも、遠慮せずもっと吞んだらどうだ？」

「え、ええ……ありがとうございます」

　勧すすめられるままに、盃に唇をつける。

　迷いのない潔いさぎよい飲みっぷりに、さすがの紅迅も破顔した。

「これはこれは。まだまだいけそうだな。さすればさあ、もう一献」

　なりゆきとはいえ適量を超こえた量の酒を吞むことになり、葉桜は少々困こん惑わくした。

　──一応兄者たちからザルって言われるくらいには吞めるけど、あんまり吞むとあとがきついのよねえ……。

　葉桜は幼少時に飢うえてつらい目に遭あったことがあるせいか、食べ物を勧められると断ることができない性しよう分ぶんだ。

　差し出されたものは無条件で受け取ってしまう習性、とでもいうのだろうか。

　多少無理をしてでも食べきれる量なら食べきるし、お腹なかに余よ裕ゆうがないときは工く夫ふうして日持ちするようにしたりと、食べ物を絶対に無む駄だにしない。

　そんな葉桜を養父の轟とどろ木きがおもしろがって、酒しゆ豪ごうの域に達するまで酒の手ほどきをしてしまったのである。

　──でも私の場合、吞めるけど酔うのは早いし酔っ払ぱらっちゃうと失敗することが多いし、問題のある酔い方なのよね。

「おもしろいな」

「……？　何がですの？」

「俺に付き合ってここまで酒を吞む女は初めてだ。並の男でもなかなかこうはいかぬ」

　紅迅がそう言って、葉桜にじっと視線を当てたまま、やけに男臭くさい笑えみを浮うかべた。

　荒あら々あらしく切れ上がった目め尻じりの辺りはほんのりと赤く染まっていて、見ている葉桜の背筋をぞくりとざわめかせるような色香が滲にじむ。

　若獅じ子しのように荒々しく、気高い。

　そして、生身の青年の放つ艶なまめいた眼まな差ざしは、鎖くさりのように葉桜にまとわりつく。

　絡からみついて、引きずり込む。

　紅迅が夢物語に出てくるような貴公子ではなく、きちんとした熱を持つ男性だということを、葉桜は改めて意識しないわけにはいかなかった。

　夜も更ふけて、見習いの少女たちは襖ふすま一枚隔へだてた控ひかえの間に退さがっている。

　広すぎるほどの座ざ敷しきには、葉桜と紅迅とふたりきりだ。

　しとしとと降り続いていた雨に空気が洗われると、座敷の中の空気も次し第だいに色めいてゆくのは当然のことだろう。

「白しら拍びよう子しが嗜たしなみ程度には吞めないと、主さまも興きよう醒ざめでございましょう？」

「確かにな。ほとんどの女たちは、やれ吞めないだの酔いやすいだのと逃にげ口こう上じようばかりでつまらぬ」

　葉桜は、ちょっとむっとする。

　酒の相手も白拍子の務めだが、客より先に酔い潰れないようにすることは、身を守るために大切な事こと柄がらだ。

　──女の気持ちなんて、考えたことないんでしょうね。

　白拍子を酔い潰し、よからぬことを企たくらむ不届き者はいやになるほど多い。

　言われるままに酒を吞まないのは、身を守るための防ぼう御ぎよ策でもあるのだ。

「このまま帰すのは、惜おしくなったな」

　戯たわむれるようにして誘さそいをかけてくる紅迅の口ぶりは水が滴したたり落ちるようで、葉桜が呆あきれるほどに壮そう絶ぜつだった。

　本人が意図していなくても、不思議としぐさや口ぶりが色っぽくなってしまう人は少なからず居る。紅迅はきっと、その中のひとりだ。

　無意識か、計算尽くなのか。

　滲み出る色いろ香かで、良くも悪くも人心を掌しよう握あくせずにはいられない因果な性さがの持ち主だ。

　だが、たとえ紅迅にただびとがたちまちのうちにひれ伏ふしてしまうような魅み力りよくがあったとしても、葉桜は簡単にひれ伏すつもりはない。

　葉桜──咲染御前にだって、白拍子としての並々ならぬ誇ほこりと意地がある。

「でしたら、明日の夜も是ぜ非ひまたお召めしくださいまし。そうしたら、明日もまたお目にかかれますわ。夜が明ける前に、白拍子はそっと姿を消すものですわ……朝あさ陽ひを浴びることのできない夜よ鷹たかのように」

　媚こびる言葉を、心をこめずに冷れい淡たんに。

　わざと素っ気なくそう言い返すと、紅迅がちょっと驚おどろいたように軽く眉まゆ尻じりを上げた。

　彼が誘いをかけて、女性が乗ってこなかったのは初めてだったのかもしれない。

　百ひやく獣じゆうの王は、簡単に仕留められる獲え物ものよりも逃げる獲物を追うほうがはるかに楽しめるのだということを、葉桜は失念していた。

　一いつ瞬しゆんのうちにして、紅迅の瞳ひとみの中にこの白拍子に対しての興味が増してゆく。

「夜鷹か。またずいぶんと可愛かわいらしい鷹もいたものだ」

　にやりと笑んだ紅迅は、葉桜の腕うでを摑つかんで引き寄せた。

「そなたを、俺の色に染めてみたくなった」

　普通の少女だったら、こんな事態には怯おびえて硬かたくなってしまうだろう。

　だが葉桜は白拍子だ。

　見習いのころから酒席に侍はべってきたので、こういう場合の躱かわし方は熟知している。『なよ竹の白拍子』の本領発揮だ。

　都で評判になっている通り葉桜はちょっと変わった白拍子で、身体からだを売らない。

　そう、あからさまに明言しているわけではないけれど。

　引っ張られて紅迅の胸に倒たおれこむ寸前のところで、葉桜はするりと身を躱してしまう。

　触ふれるか触れないかという、ぎりぎりの危あやうい距きよ離りを取るのも計算のうちだ。

　あまり離はなれすぎると興醒めになってしまうことも、よく知っている。

　だから、この曖あい昧まいな距きよ離り感かんがちょうどいい。

「わたくしを？」

「ああ」

「主さま」

　葉桜が不意ににっこりと、甘えるような微笑ほほえみを浮かべて小首を傾かしげる。

「主さまがわたくしの欲しいものをくださったら、わたくしも主さまのお望みをなんでも叶かなえて差し上げますわ」

　紅迅が興味を惹ひかれて軽く身を乗り出す。

「ほう。で、そなたの欲しいものとはなんだ？」

「ふふふ」

　ほのかに笑って、葉桜は一いつ拍ぱくの間を置いてから答える。

「──この世を丸ごと、すべて。空も月も星も……星のかけらのひとつに至るまで、すべて欲しゅうございますわ。この身の飾かざりに」

　やわらかく曖昧に見つめられ、紅迅は、婉えん曲きよくに拒きよ否ひされていることを悟さとる。

「……それが、そなたの手管か？　『なよ竹の白拍子』」

『咲染御前の条件』は、都の高位の男たちなら皆みな噂うわさで聞いて知っている。

　咲染御前を手に入れたいと願うなら、彼女の言う条件を満たさなくてはならない。

　その条件は相手によってさまざまだが、

『微そよ風かぜが奏かなでるような絶世の音色をひとりでに響ひびかせる、不思議な琴ことがほしい』だの、

『雨の雫しずくを凝こごらせたような、摑むことのできない珍めずらかな宝玉がほしい』だの、

『空と同じ色をした、裁たち切ることのできない絹がほしい』だの。

　身体を望まれると、葉桜は決して首を横には振ふらない。

　ただし、歌うように楽しげに、無む謀ぼうな願いを口にする。

　美しい面おもてににこやかな微笑みを乗せて言われると、何故なぜか皆みな怒おこることができない。

　到とう底てい叶かなうはずもないことを要求することで、彼女は拒否を示しているのだ。

　言葉ではっきりと断ると角が立って客も興醒めしてしまうが、葉桜自身肌はだを売るつもりはないので編み出した苦肉の策である。

　この突とつ拍ぴよう子しもない条件がかえって目新しかったらしく、都の男たちの間では今、誰だれが一番初めに咲染御前を手に入れることができるのか、秘ひ密みつ裏りに賭かけが行われているほどだ。

　媚びを売るどころか、逆に高こう慢まんでさえある乙女おとめ。

　それで『なよ竹の白しら拍びよう子し』などという渾あだ名ながつくことになったのだが、不快だと咎とがめられたことはほとんどない。

　言葉遊びの粋いきを理解しないような無風流な男は、到とう底てい白拍子遊びなどしない。

「肌を許さない白拍子か。誰かに操みさお立だてでもしているのか？」

「そんなつもりはございません。ただ、わたくしのささやかなお願いを叶えてくださる殿との方がたがいらっしゃらないだけですわ」

　一瞬の沈ちん黙もくが座敷に満ちる。

　ふと背中が寒くなるような感覚に、葉桜は小さく顔をしかめた。

　──やり過ぎたかもしれないわ。

　葉桜ごときが条件を突つきつけるなど無礼だと、憤いきどおっているのかもしれない。

　自分の要求が通らないとひどく立腹する人間がいることは、葉桜は痛いほどよく知っているつもりだ。

　けれど。

　紅迅の反応は、葉桜の予想とはちょっと違ちがっていた。

　怒るでもなく、紅迅は。

「……ふん」

　にやりと唇くちびるを笑えませたのだ。傲ごう慢まんに、憎にくたらしいほど自信満々に。

「ならば俺は、そなたが自ら身を投げ出して来るようにしてやろう。条件だのなんだのということが頭から吹ふき飛ぶくらい、俺に焦こがれればよい」

「なっ……」

　ぞくり。

　声を上うわ擦ずらせることなく冷静に返事をするのには、かなりの忍にん耐たい力が必要だった。

　ごくり、と唾つばを飲み下す。

「……そんな時が、来るとお思いですの？」

「ああ、もちろんだ。さほど時間はかからぬ」

　座敷に満ちる、酒の匂においにめまいがする。

　紅迅の男臭くささに、葉桜の中の乙女が警けい鐘しようを鳴らす。これ以上ここに居るのは危険だと思った。

　葉桜は非常用に隠かくし持っていた酩めい酊てい度の高い酒を、紅迅の盃さかずきになみなみと満たした。










　翌朝、紅迅は、自分の邸やしきで転がっているところを使用人たちに発見された。

　有平楼ろう閣かくで、白しら拍びよう子しと別れたあとの記き憶おくがない。

　懐ふところの紙入れは姿を消し、代わりに花が一枝残されていた。

　風子は自分たちの仕し業わざだと知らしめるために、花を現場に残してゆく。

　秋を知らせる七草のひとつ、萩はぎの紅あか紫むらさきの花が一枝、紅迅の懐を飾るようにして残されていたことは言うまでもない。
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　同じ日の、まだ陽ひが高いころ。

「間ま違ちがいって、どういうこと!?　宵待兄者！　あの客、前さきの太だ宰ざいの大だい弐にの長男じゃなかったの!?　よりにもよって帝みかどの皇子みこってどういうことよ！」

　養父の家である薬商家・赤狐堂の離れの一室で、葉桜は兄代わりの人物に詰つめ寄っていた。

　一人前の白拍子である葉桜は、支し度たく部屋として少し狭せまい部屋を個室として与あたえられている。

　夜は妹たちと一いつ緒しよの大部屋で雑魚ざこ寝ねすることが多いので、ここでひとりで眠ねむることは滅めつ多たにない。

　水すい干かんをかけた衣い桁こうや屛びよう風ぶ、化け粧しよう用の小さな鏡台などでいっぱいになってしまうような広さだ。ふたりきりで密談をするには少々狭せま苦くるしいのだが、他ほかに場所はない。

　だん！

　憤りのあまり、目の前の床ゆかに両手を勢いよく叩たたきつける。

「だから、間違いって言ったら間違いだ。人ひと違ちがいだったんだよ」

　葉桜と向かい合う位置にどっかりと腰こしを下ろした宵待は、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたという表現の見本のような顔で腕を組んでいる。

　誰もが見上げるほどの大おお柄がらな体たい軀くをしていて、顔つきも客商売をしているにしては少々無骨で厳いかつい。

　けれど遊び人めいたところはなく実直で誠実な人ひと柄がらをしており、誠実すぎて、女性たちにもてすぎるのが玉に瑕きずだ。宵待を取り合って、女性たちが刃にん傷じよう沙ざ汰たを引き起こしたことも一度や二度ではない。

「大体、紙入れの中身だって、金子じゃなかったじゃないの！」

　そうなのだ。

　革かわ製の唐から渡わたりらしい洒落しやれた紙入れの中身は、葉桜が想像していたような金子ではなかった。

「他人ひとさまの護ご符ふを獲とるなんてつもり、全然なかったのに」

　咲染御前として猫ねこを被かぶっているときはそこそこしとやかな振る舞まいもして見せるのだが、普ふ段だんの取り繕つくろわない葉桜は、特に身内の前では言こと葉ば遣づかいからして幼く、はきはきとした物言いになる。

「だからな」

　毛を逆立てた仔こ猫ねこのように、きしゃーっと怒りまくる葉桜の相手に疲つかれたのか、宵待がふーっとため息をつきながら眉み間けんの皺しわを指先で揉もみ解ほぐした。

　背せ丈たけが大きく顔つきも厳ついので小さい子供にはよく怯おびえて泣かれるが、養父がかわいそうだからと拾ってくる孤こ児じたちにとっては頼たよりになる兄貴分だ。

　生来の兄貴肌というか、ざっくばらんながらも面めん倒どう見みが良いので葉桜の弟妹たちも宵待を慕したう者が多い。

　年がら年中旅に出てばかりの養父、轟木が初めて保護して成人させた子供だということもあり、表向きは長男を名乗っている。

　長所は頭が切れて面倒見が良いこと、欠点は女性運が徹てつ底てい的に良くないことと、弟分妹分に泣かれると途と端たんに弱くなってしまうこと。

「有平楼閣の女将おかみには、前太宰の大弐の長男の座ざ敷しきへお前たちを派は遣けんしてくれと頼たのんでおいたんだが……どうやら、その直前に贔屓ひいきの客が飛び入りで来たらしい。で、そっちのほうが金回りも良いし大事な客だからって、お前たちを急きょそっちの相手に回したんだろう。そこまでは、まああんまり褒ほめられたものでもないが、客商売としてわからないでもない。お前もわかるだろう？」

「わかるわよ……確かに、有平楼閣の女将としては、当たり前の采さい配はいかもしれないわよ」

　うつむいてぶつぶつと不満そうにつぶやく葉桜の勢いは、すっかり削そがれたかのように見えた。

　宵待は少しばかり安心して、話を進めようとする。

　だが次の瞬しゆん間かん、それまで耐たえに耐えていた葉桜の怒りが爆ばく発はつした。

　これまでたいして長くもない導火線を宥なだめすかして我が慢まんしていたのは、この兄貴分が悪いわけではないとわかっていたからだ。

　それでも、我慢できないこともある。

「でもね、私たちはあの客が大弐の長男坊ぼうだと思いこんで、しっかり紙入れ奪うばって来ちゃったのよ！」

「情報不足はいつものことだろう。父てて者じややお前たちが暴走しないかと、俺はいつも冷や冷やしている」

　常に泰たい然ぜんと岩のように落ち着き払はらっている宵待にそう言われても、あまり実感が湧わかない。

「こんな屈くつ辱じよくってないわ！　見ず知らずの、悪人でもない人から護符を獲ってきちゃったなんて……！」

　そこが大問題なのだ。

「そんじょそこらの盗とう賊ぞくと同じ真似まねをしちゃったことになるのよ……!?　こんな後味の悪い真似、冗じよう談だんじゃないったら！」

『風子は義ぎ賊ぞくとして、人の道にもとるようなことをしてはならない』。

　それは、葉桜にとっても恩人である轟木が日ごろ口くち癖ぐせのように言っている言葉だ。

　風子はただの盗賊ではない。民たみ草ぐさが理り不ふ尽じんに貴族層に搾さく取しゆされたものを、奪い取って還かん元げんしているだけ。

　轟木はもちろん、宵待も葉桜も、風子の面々が私利私し欲よくのために盗とう賊ぞく行こう為いを行ったことは一度もない。

　普段は赤狐堂は薬商あきないをしてしっかりと生計を立てている。あちこちを旅するのが好きな轟木が諸国から珍めずらしい薬や高価な薬なども買い付けてくるので、品しな揃ぞろえが良いのが自じ慢まんだ。

　白拍子の保護と管理は、そのついでのようなものだ。

　町内でもよろずごとを頼まれることが多く、堅けん実じつで礼れい儀ぎ正ただしい宵待が取り仕切っていることもあって、信しん頼らいは厚い。

　志のためとはいえ、盗賊行為自体が決して褒められたものではないと知っている分──今のところ尻尾しつぽは摑つかまれていないが、自分たちの首に賞金がかけられていることも知っている──葉桜は己おのれの仕事に誇ほこりを持っているつもりだった。

　葉桜自身、幼いころに両親を亡なくして危あやうく野垂れ死にするところだった。

　世の中はいつだって理不尽で、強い者がいつでも勝つ。

　金を持っている者、身分の高い者ばかりが優ゆう遇ぐうされる世の中で、弱い者たちはいつも泣かされて惨みじめな思いを味わいながら死んでいく。

　──だったら、少しくらい意い趣しゆ返がえしをしてもいいじゃない。

　貴族層に睨にらまれたら処しよ刑けいされることはわかった上で。

　これは、轟木を始めとする世の中の弱者たちが叩きつける、ささやかな『意趣返し』なのだ。

　葉桜が、はっとしたように勢いよく立ち上がる。

「返してこなきゃ！」

　妹分の性格をとことん読み尽つくしていたのか、宵待が葉桜の着物の袂たもとをがっと摑んだ。

　いや、彼としてはそれなりに加減したつもりだったのかもしれないが、人より華きや奢しやな体つきの葉桜にとっては相当な負ふ荷かだ。

「きゃっ！」

　袖そでを宵待に引っ張られた拍ひよう子しに床の上を素す足あしが滑すべり、頭からまともに床にぶつかる──寸前のところで、宵待の長い腕うでがひょいと伸のばされる。

「おっと」

　勢い、宵待の膝ひざの上に軽く抱だき留とめられるが、勢いがよすぎて宵待の胸むな板いたに軽く鼻をぶつけてしまった。

「うぷ」

「悪い。大だい丈じよう夫ぶか？」

「宵待兄者は昔っから、力加減が雑すぎる……」

　膝の上にちょこんと乗ったまま、葉桜は宵待を見上げる。

「で、なんで止めるのよ。人違いだったんだから、紙入れごと返してくる」

「俺が手を打つ。お前はおとなしく部屋に居ろ」

「どうして!?　昨日は私が責任者だったはずよ！　宵待兄者が動く必要はないでしょう？」

「父者のお達しだ」

『赤狐堂』の主人としてだけではなく、あまたの養子を抱かかえる人徳者としても名高い轟木は仕事の他ほかにも、常に町内の世話役などをひっきりなしに頼まれて忙いそがしい。

『赤狐堂』の跡あと継つぎであり実質切り盛りしている宵待は、店のことだけではなく年を経るごとに増えていく弟妹たちの面めん倒どうを見なくてはならず、自由になる時間が少ない。

　裏の顔が風子であるということを隠かくし通すためにも、轟木たちは人並み以上に世間に溶とけ込んでおく必要がある。

　だがその轟木も宵待も、裏の顔が裏の顔であるだけに、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　ぎくっとした葉桜が、先を促うながす。

「て、父者が何て言ったのよ」

　宵待は、節の目立つ長い指をびしっと葉桜の鼻先に突つきつけた。

「『人ひと違ちがいをして我々の標的でもない人物から大切な品を奪ってしまったと知ったら、きっと葉桜は真っ正直に返しに行こうとするだろう。だが、相手も昨日の今日で警けい戒かいしていないわけがない。そこにわざわざ飛びこんで、可愛かわいい娘むすめに危ない橋を渡わたらせるわけにはいかない。そうだろう？　ということで宵待、あとの処理は任せたよ』。今朝父者が言っていたことは、以上だ。なにか文句があるか？　異論があるなら聞いてやる。それと、立橘」

　宵待が、襖ふすま一枚隔へだてた廊ろう下かへと声をかける。

「そこで聞き耳を立てていることはわかっている。出てこい」

　宵待がさらりと言うと、廊下に潜ひそんでいたらしい立橘が、きまり悪そうにぴょこっと顔を覗のぞかせた。

　長い髪かみがふわりと踊おどるように揺ゆれる。

「ごめんね、宵待兄者。盗ぬすみ聞きしているのを気づかれるなんて、まだまだ修しゆ行ぎようが足りないわあ」

　稼か業ぎようが稼業なので、この家の養子たちは揃そろいも揃って、足音を忍しのばせて歩くことや気配を殺すことなど朝飯前だ。

　だが、宵待にだけはどうやっても敵かなわない──皆みながそう口を揃える。

　それも当然だ。

　赤狐堂の子供たちに体術をいちから手取り足取り教えたのは、この宵待なのだから。

「ということだ。わかったな。わかったらおとなしくしていろ」

　そう言うなり、宵待はさっさと葉桜の部屋を出て行く。彼は店の切り盛りから弟妹の世話まで、仕事が山積みで忙しいのだ。

　宵待の後ろ姿を口をはくはくさせて見送っていた葉桜は、すーっと息を吸うなり思いっきり叫さけんだ。

「人の行動を読み過ぎる上に過保護な保護者なんて、大だいっ嫌きらいーっ！」

　そののち葉桜のもとに、くれぐれもひとりで出歩かないようにと宵待からの指示書が届いた。

　無論、離はなれで寝ね起おきしている弟妹たちが監かん視し人となり、この日一日葉桜は、幼い弟妹たちの子こ守もりに追われた。










　ばふっ。

　埃ほこりが立ちそうな勢いで、枕まくらを掛かけ布ぶ団とんの中に突っ込む。

　動きやすさ重視で仕立てた白と黒の忍び装しよう束ぞくに身を包み、普ふ段だんは鏡台の仕込み底に隠してある、狐きつねの面を手に取る。

　風子として動くときには、闇やみに溶け込む装束をまとい、素す顔がおを隠す面を着けるのが鉄則だ。

「こういうときだけは、個室をもらっているのが役に立つのかもね！」

　敷しき布団の中に枕を突っ込んで被かぶせ、さも葉桜がふて寝ねしているように見せかける。

　眠ねむるにしてはまだ早い刻限だが、「今日は白しら拍びよう子しの仕事が入っていないし、外出もできないから早はや寝ねをする」と皆に告げてある。

　見え見えの小細工だが、様子を見に来るのが幼い弟妹たちなら、しばらくの間は時間が稼かせげる。目め端はしの利きく年ねん齢れいの子供たちは皆、離れではなく母おも屋やで手伝いに精を出している頃ころ合あいだ。

「おとなしくしていろって言われても、こんな状じよう況きようで誰だれがおとなしくしていられるもんですか」

　絶対に出るなと言い含ふくめられていた部屋から、こっそりと抜ぬけ出す。

　当然のごとく出入り口は固められているが、葉桜だって風子の一員としてそれなりの訓練は一通り受けている。

「錠じよう前まえ破りとかの、特とく殊しゆな技術が必要な仕事はまだちょっと未熟だけど」

　身体からだの小さい葉桜は、彼女ならではの特技がある。

　身軽で逃にげ足がとにかく速いこともだが、明かり取りの小窓から抜け出すことができるのだ。これは、大おお柄がらな宵待には絶対にできない芸当であり、葉桜の強みでもある。

「まあ、宵待兄者の場合はこんなところから抜け出すより、力ちから尽ずくで突とつ破ぱしたほうが早いんだろうけどね」

　件くだんの紙入れは葉桜の手もとにあるままだ。宵待が後ほど返しに行くつもりで、置いていったのだ。日中うっかりどこかに置き忘れたり取り紛まぎれたりしてしまっても困るので、保管場所が他に思いつかなかったのだろう。

　数刻後。

　葉桜の部屋は見事にもぬけの殻からとなり、少しして様子を見にやってきた宵待は、あまりの怒いかりに頭痛を覚えることとなる。

「あの、跳はねっ返りのじゃじゃ馬娘め……！」
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「身体が小さいっていうのは、こういうとき便利なのかもね……」

　狐の顔を模した面を着けていると、声がくぐもる。

　葉桜は足音を消して歩きながら、とにもかくにも気になって仕方のない様子で辺りを見回した。

　本当は、こんなところに長居は無用なのだけれど。

「──あの人、太だ宰ざいの長男坊ぼうじゃなくて帝みかどの皇子みこのひとりなんでしょ？　お邸やしきは綺き麗れいで手入れも行き届いているみたいだけど、どうしてこんなに人の気配がないの？　これじゃあ、泥どろ棒ぼうにどうぞ入ってくださいって言っているようなものじゃない」

　六ろく条じようにある紅迅の邸は、敷しき地ちも広いしこざっぱりと整っているのだけれど、どうにも人の気配がなくて寂さびれたような空気が漂ただよっていた。

　灯あかりが、ひとつも灯っていないせいかもしれない。

　広大な庭には太たい鼓こ橋ばしをかけた遣やり水があり築つき山やまもあり、主しゆ殿でんである寝しん殿でんのほかにもいくつもの対の屋を造り、それぞれに渡わた殿どのをかけて行き来できるようにしてある。

　葉桜からしたら、めまいがするほどの豪ごう勢せいな拵こしらえだった。

「このお邸だったら、父者が百人孤こ児じを拾ってきても余よ裕ゆうで住めるわねー……ぎゅうぎゅう詰づめにならずに寝られそう」

　そこそこ裕ゆう福ふくな貴族や商人の邸に忍び込むのはお手の物だが、ここまで広い邸は初めてだ。

「格式が違ちがうっていうのかしらねー。でも、皇子さまっていったら宮中に住まうものじゃないのかしら。雲上人の考えていることなんてわからないけど。掃そう除じ用の雑ぞう色しきだけでも、何人雇やとえばいいのよ。生半可な広さじゃないから大変だろうなあ……」

　ぶつぶつと呟つぶやく葉桜の声は反はん響きようせず、目の前の暗くら闇やみに片かたっ端ぱしから吸いこまれて消えていく感じだ。

　真夜中に行動することも暗闇の中出歩くことも慣れているはずなのに、それでも背筋がざわざわとして落ち着かない。

　この邸は、どこか変だ。

「ここ、本当に人が住んでいるのよね……？」

　がらんとして、人の声どころか虫の声も、風の音さえ聞こえない。

　都の中にある邸にしては、あまりにもひっそりとして静かすぎる。忍び込むのも簡単すぎて、罠わなでも仕し掛かけられてるのかと警戒しているのだが、その様子もない。

　月も星も雲に覆おおわれている夜で、ひそとも空気が動かない。

「貴族の邸なら、せめて門には門番、邸の中には宿直とのいする衛え士じと女によう房ぼうくらい揃えておきなさいよね。それに、貴重な品物は隠しておきなさいよ」

　ものがない邸ではない。

　やや少ないが必要な品は揃っているようだし、先ほどまで使われていたのであろう大おお殿油となぶらの匂においもかすかにする。

　ただ、ものの見事に住人の気配がない。

　きちんと掃除などが行き届いて磨みがき立てられているだけに、打ち捨てられたばかりの住まいのような妙みような気配がして、葉桜は思わずぞっと背筋を震ふるわせた。

　住人のいない、曰いわく付きの住まいは、あまり忍び込みたい場所ではない。

　たまに、とんでもないものを発見してしまうこともある。

「狐こ狸り妖よう怪かいの館やかたのほうが、まだ可愛かわいげがあるかも……っ!?」

　ひゅ、と背後から空気を切り裂さく音を聞き取った葉桜が瞠どう目もくする。

　──刃は物もの……っ!?

　反射的に床ゆかに手をついて足を蹴けり上げ、くるりと前転して避よける。

　──何者……っ!?

　不ふ審しんに思ったが、訝いぶかしんでいる暇ひまはない。相手がこの邸に慣れているのか夜目が利くのかはわからないが、少なくともこの邸の構造に詳くわしくない葉桜には不利だ。

　最低限の逃げ道は確保するようにしているが、それを押さえられたらどうしようもない。

　──ひとまず退散！

　す、と足音を殺して綺麗に着地した葉桜は、脱だつ兎との如ごとく逃げ出す。

　その瞬しゆん間かん。

「……っ!?」

　ぐ、と襲しゆう撃げき者の腕うでが背後から葉桜の首に回される。

　首を絞しめ上げられるのを避さけるために、その腕を両手でがっと摑つかんだが、相手はびくともしない。

　──抜かった……！

　無言で抵てい抗こうしながら、葉桜は内心歯は嚙がみする。

　──今まで、人の気配なんてなかったのに……！

　油断していた覚えはない。それなのにやすやすと背後を取られてしまったことが悔くやしい。

　首に、抜き身の刃やいばを突つきつけられる。

　身体は、もう片方の腕一本で簡単に拘こう束そくされてしまった。

　敵も素人しろうとではないわ、と葉桜は思う。

　──一いつ般ぱん人は、暗闇でも見えているみたいに襲撃できたりしないし、気配を殺せたりもしないっ！　第一、拘束する手つきが絶対に玄人くろうとだ！

「どこの手合いの者だ。正直に答えれば……まあ、嬲なぶり殺すのだけは我が慢まんしてやる」

　──どっちみち殺す気じゃないの！

　声を大にしてそう喚わめきたかったが、少しでも余計な動きをすると、あっというまに首を搔かききられそうだった。薄うす皮かわ一枚のところで突きつけられている刃は、いやになるくらい鋭するどそうだ。

　目め障ざわりな相手は、排はい除じよすることに何の躊躇ためらいも覚えない──それくらい、相手からは殺意めいた敵意が伝わってくる。

　──聞き覚えのある声、みたいな気がするんだけど……。

　ごくりと唾つばを飲みこみ、とりあえず葉桜に害意がないことを示すために両手を掲かかげてみる。

　──いざとなったら強ごう引いんな手段を使ってでも逃げるけど、今はまだ話し合いの余地がある、と、思いたいなあ。まあ、本当に殺すつもりなら一いつ瞬しゆんで仕留めてるだろうけど。

　平和な生活など送ってきたことはないので、葉桜の反応もちょっとばかり、世間とは、ずれている。

　無む駄だな抵抗をいっさい止やめて身体の力を抜いたことが意外だったのか、相手から[image: 迸]ほとばしる殺気も少し和やわらぐ。

　耳もとに、脅おどすように低く問いかけられる。

「誰だれに命令されてここに来た。雇い主は誰だ」

　──この衣い香こう……！

　葉桜ははっと息を吞のんだ。衣ころもに焚たきしめたこの香には覚えがある。

　件くだんの紙入れの持ち主で、この邸の主あるじだ。

　葉桜は心の中で盛大に舌打ちした。

　──何てこと。張本人じゃないの……！

　葉桜は覚かく悟ごを決めて、小さく息を吐はいた。

　できることなら声を聞かせたくはなかったのだけれど、こうなっては仕方がない。

「……誰だれの命令でもない。私の意志で来た」

「女だとはわかっていたが……予想以上に幼い声だな。まだ子供ではないか」

「失礼ね」

　子供扱あつかいされるのは嫌きらいだ。

　お互たがいの声量を落とした声が、暗闇の中に反響していく。

　狐きつねの面のおかげで、顔を見られないことだけが唯ゆい一いつの救いだ。




　風が吹ふいて、雲が流れる。

　さっと辺りを淡あわく照らした月明かりの下もと、紅迅の腕の中で、闇やみの精せい霊れいのような少女の姿がくっきりと浮うかび上がった。

　黒狐の面を着け、髪かみが肩かたに届かないほどに短い。

　長い髪が女性の美しさの条件とされている中で、これほど髪が短い女性は他ほかに見たことがない。一瞬少年なのかとも思ったが、体つきや声の調子からして、まごうことなき少女だった。

　装しよう束ぞくも、異装としかいいようのない、今まで見たことがないようなものを着ている。

　闇に紛まぎれて溶とけ込む白と黒の忍しのび装束はあちこちに切れ目が入っていて、長く引いた袖そでが華はなやかだった。

　裾すそは短く大だい胆たんな長さで切り、すんなりとした伸のびやかな脚あしが太ももから露あらわになっていたが、不思議と下品さは感じなかった。

　潔いさぎよいほどに機能を重視しているからかもしれない。

　腰こしに幅はば広びろの帯を結び、左足の太ももにだけ、飾かざりのように目にも鮮あざやかな紅くれないの絹を巻きつけてあるのが印象深い。

「貴男あなたを殺すつもりはない。危害を加えるつもりもない。信じてもらえないかもしれないけど、それが真実だから」

　紅迅が、まったく信じていない素そ振ぶりをみせながらも腕の拘束を解く。

　少女が、ゆっくりとしたしぐさで、懐ふところから紙入れを取り出す。

　丁てい重ちように懐かい紙しにくるんであったのは、見覚えのある男物の紙入れだ。

「これを、返しに来た」

「……何だ？　ああ、これか。要いらぬ。一度盗ぬすまれたものなど必要ない」

　紅迅は、差し出された紙入れを受け取るつもりはなかった。

「中身がなくてさぞや落らく胆たんしたかもしれぬが、現金など持ち歩く習慣がないのでな」

「そうじゃないの。……貴男から奪うばうつもりはなかった」

「何を言いたいのか知らぬが、そんなものはくれてやる。去れ」

　紅迅は、目の前の少女から興味を失いつつあった。

　この少女が、異母兄あにたちの命を受けて紅迅を殺しに来たのでないというのならそれでいいのだ。もともと物には執しゆう着ちやくしない性質なので、紙入れごとき、いくら奪われても惜おしくはない。

「忍び込んできた盗とう賊ぞくが、紙入れを返しに来ただと？　そんな言い抜ぬけが信用できるものか。言い逃のがれるつもりなら、もっとましなことを言え」

　再び斬きりかかると、少女が空気の助けでも借りているかのように身軽く、ひょいと避けた。

「ただの紙入れならわざわざ危険を冒おかしてまでして返しに来ない！　でも、中に入っていたから」

「何がだ」

「……護ご符ふが。誰かの手製のもの。貴男のためを思って書かれた、まだ幼い手しゆ蹟せきの」

　紅迅が、はっとしたように眉まゆを吊つり上げる。

　字が書けるようになってすぐに弟である藍あい清きよから贈おくられた護符は、紅迅にとっては唯一肉親のぬくもりを感じられるものだ。いつも肌はだ身み離はなさず身に着けているのだが、昨日は生憎あいにく雨あめ湿じめりしていたから、濡ぬれたら困るなと思って紙入れの中に挟はさんでおいたことを思い出す。

　だが、今いま更さら返してほしいとは言えない。

　強ごう情じようと傲ごう慢まんが、紅迅の性格の基本なのである。

「一度俺から離はなれた以上、俺には必要ないものだということだろう。煮にるなり焼くなり、好きにするがいい」

　ぱし、と、頰ほおに鋭い痛みが走って紅迅は目を丸くした。

　あまりに驚おどろきすぎて、目の前の少女に平手打ちされたのだと気づくまで、数瞬しゆんかかったほどだ。




　遠えん慮りよのない力で紅迅の頰を引っぱたいた葉桜は、きっ、と眼まな差ざしを強めて言い放つ。

　──どうしてこうも疑い深いのよ、この人は！　噂うわさじゃ放ほう蕩とう三ざん昧まいのうつけ者だって聞いてたけど、全然違ちがうじゃない！

「世せ間けん体ていでも見み栄えでもなんでもいいけど、こういうときに意地張ったら自分があとで悲しむ羽目になるわよ！」

　紙入れの中の護符を見たとき。

　葉桜は、ちょっと羨うらやましかった。

　血を分けた両親の残り香がのある品を、葉桜はひとつも持っていない。

　記き憶おくすらさだかではなく、顔立ちも朧おぼろ気げにしか覚えていない。

　習いたての幼い文字で、一いつ所しよ懸けん命めいに無事を祈いのる護符を書いて贈ってくれた人がいる紅迅は幸せだ。

「私には、目に見える形の思い出なんてないのに」

　思わず本音がぽろりと口を衝ついて出てしまう。何気なく、何の気負いもなしに零こぼれ落ちた本音には、思いの丈たけが詰つまっているものだ。

　そして、紅迅はその響ひびきに気づかないほど鈍どん感かんではなかった。

「何だと？」

　屋根裏からこちらを窺うかがうかすかな気配に気づいた葉桜が、紙入れを紅迅の顔面に向かって勢いよく投げつける。

「ともかく、こういうものは大切にしなさいよ馬ば鹿か！　獲とっておいてなんだけど、獲られないようにしておきなさいよ馬鹿！　盗まれて捨てられたあとになって、ひとつも形見がないことに気づいて泣いたって遅おそいんだからね！」

　屋根裏からの音のない指示を読んでぴょんと飛び上がると、真上からざっと振ふり落ちてきた宵待が、葉桜の身体からだを片かた腕うでで搦からめ捕とるようにして外へと脱だつ出しゆつする。

　とことん身軽であることを求める葉桜と違い、体力のある宵待は身体中に鎖くさり帷子かたびらを巻きつけ、多少の攻こう撃げきは跳はね返すことのできる装いをしている。

　顔には、風子の証しるしの狐の面。

　葉桜を片腕に抱かかえたまま庭先へと走り出て、そのまま疾しつ風ぷうのように塀へいの外へ。

　そのまましばらく走って獣けものかなにかのように大きく跳ちよう躍やくし、見知らぬ邸やしきの屋根の上へ。

　そこまで無言で駆かけ通し、追っ手をかけられていないことを確かめてから、宵待は葉桜を抱えていた腕うでをぶんと回した。

　放ほうり投げられた葉桜が、猫ねこのようにくるりと身をひねって軽かろやかに着地する。

「寿じゆ命みようが縮むような真似まねをしやがって、この馬鹿！」

「だって！」

「だっても何もない！　おとなしくしていろと言ったはずだ！　何故なぜ言いつけを破った!?」

「……私のせいだもの」

　宵待が一いつ瞬しゆん怯ひるんだ隙すきを衝いて、面をむしり取った葉桜は言い募つのった。

「昨日の仕事は、咲染御前が依い頼らいされた仕事よ。責任者は私よ。だから、行き違いがあったというのならそれを処理するまでが私の仕事だわ。私だって、風子の一員なのよ。……いつまでも、兄者や父者たちに守られてばかりいるのは情けない」

　とことん過保護な轟木や宵待は、葉桜が危険な目に遭あわないように始終目を光らせている。

「だが、俺たちは」

「捕つかまったら晒さらし首は免まぬがれない。わかってる。それを承知の上で、風子になることを選んだのは私よ。足手まといにはなりたくない。役に立ちたいの」

「葉桜」

「父者も兄者も、いざとなったら自分たちだけで責任を取るつもりでしょ？　自分たちが死し刑けいになって、あとの皆みんなのことは命がけで逃にがそうと思っているでしょ……？」

　宵待が、不意を衝かれたようにうっと息を吞のむ。

　この場合、沈ちん黙もくは肯こう定ていの証あかしだ。

「……何故、わかった？」

　葉桜は、肩かたにも届かない短い髪かみを夜風に揺ゆらしながら、ふっと小さく微笑ほほえんだ。

　風子になると決めたときに、髪はばっさりと切った。

　切りのけた髪は鬘かもじにして白しら拍びよう子しの格好のときに使っているが、葉桜は短い髪のほうが好きだ。

　動きやすいし、第一軽い。

　面を着けていれば、ぱっと見には男性か女性かもわからないところも便利だ。

「そんなの、全員知ってる。赤狐堂を離れて独り立ちしていった兄さま姉さまたちも皆そうよ。兄者たちだけに責任を取らせるなんてこと、絶対にしない」

　それは、弟妹たちの約束だ。

「覚えておいてね、宵待兄者」

　葉桜が、可愛かわいらしい顔に並々ならぬ決意を滲にじませて言う。

　いつまでも、守ってもらうばかりの子供ではいられない。養い親や兄弟たちが大切だからこそ、守りたいと思うし、支えたいと願う。

　葉桜の小さな手でも、できることはたくさんあるはずだった。

「風子の面々は一いち蓮れん托たく生しよう。兄者たちだけを危険な目に遭わせるなんて、絶対にしないからね」










　飛びこんで来た大おお柄がらな男に目の前の獲え物ものを攫さらわれた紅迅は、後を追おうとはしなかった。

　ふっと、ほのかな笑えみを頰に刷はく。

　皮肉げにではあるが、確かに笑っている。

　手にしていた剣けんを、鞘さやに収める。

「……あれが、衛え門もん府ふで噂になってるという義ぎ賊ぞくか？　まあそうだとしても、俺が捕まえる筋合いはないな」

　半分ほどは血の繫つながっている異母兄たちの顔を思い出し、紅迅は仄ほの暗ぐらい色を双そう眸ぼうに浮うかべた。

　紅迅は兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやであり、京の治安を守る務めがある立場だ。

　けれどもその職務は、異母兄たちによって横暴な手段で取り上げられ、紅迅には一いつ切さいの手出しを許されていない。

　そのため紅迅は、今では宮中にろくに顔を出そうとしない。

　暇ひまなので夜ごと白拍子遊びを繰くり返し、有平楼ろう閣かくで咲染御前に出で逢あったのは、昨日のことだ。

　都が風子と名乗る義賊によって好き放題されていて、強ごう欲よくな貴族たちばかりが盗ぬすみを働かれているというのは、密ひそやかな噂になっているので知っている。

　公おおやけの事件として取り扱あつかわれていないのは、誇ほこり高い貴族たちが義賊風ふ情ぜいにまんまとしてやられたということを口にすることができずにいるせいだ。

　──その程度の中ちゆう途と半はん端ぱな矜きよう持じなら、いっそ捨ててしまったほうがまだましなものを。

　心の中で、そう吐はき捨てる。

　しっかりと世間を見み据すえるその険しい表情は、遊び人という噂とはまるで別人のように怜れい悧りだ。

「それにしても、女だったとはな」

　今朝方、紅迅は邸にいつのまにか戻もどっており、胸には萩はぎの花が一枝残されていた。

　そういえば風子は後に必ず花を残していくと、そんなふざけた話を聞いた覚えもある。

「……単独犯ではなさそうだ。少なくとも男手がひとり……いや、複数居ると見ていいか」

「ただいま、曲くせ者ものが飛び出していくのを遠目に見かけました。ご無事ですか、宮。何事か異変がございましたか」

　端はし近ぢかに佇たたずんでいた紅迅の真後ろに、気配もなくひとりの青年が姿を現した。

「星ほし影かげか。灯あかりをつけろ」

「はい。すぐに」

　星影と呼ばれた青年が手慣れた手つきで、室内の紙し燭そくを灯す。武官らしく動きやすい服装だが、抜ぬけ目のなさそうな鋭するどい表情さえ消せば、町方にも違い和わ感かんなく溶とけ込めそうだ。

「あの賊ぞくのことは放っておけ。まだしばらくの間は泳がせておけばよい」

　不心得顔をしながらも、星影は、紅迅の命令には逆らわない。

「……そのうち、役に立ってくれそうだからな」

　護衛たる彼は深々と頭こうべを垂れて、こう答えるのみだ。

「御ぎよ意い」
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　人が集まる街には、夜ごと酒を吞むために男たちが集つどう店というものが必ず存在する。

　ここもそういった系統の店のひとつで、場所は宮中からはかなり離はなれ、都の外れに近い。集まる客も身分の低い者ばかりで、売り物の酒も安価な濁にごり酒ざけだ。

　小さな煮に売うり屋で気楽に酒を酌くみ交かわし、男たちが賑にぎやかに酔よう──そんな店だったから、紅迅がひとりで姿を現したとき、店内は一いつ瞬しゆん水を打ったように静まり返った。

「盛せい況きようだな」

　開けっ放しになっている木の戸口を跨またいで入ってきた青年は、一目でわかるほど高貴な装いをしていた。

　否いな、それなりに質素な拵こしらえで身をやつしているつもりなのかもしれない。

　それでも、まとう雰ふん囲い気きや身のこなしから、生まれ持った気品が溢あふれ出るのだけはどうしようもない。

　こっそりと青年の素す性じようを探さぐる眼まな差ざしにはとんと無む頓とん着ちやくなようで、紅迅は奥の空いていた席に腰こしをおろすと、懐ふところから取り出したものを無造作に卓たくの上に置いた。

　赤鈍にぶく光る、銅の硬こう貨かがひとつかみ。

　銀や銅を使った貨か幣へいはそれなりに流通しているが、それでも、小こ銭ぜに一枚稼かせぐだけでも飲まず食わずで働いて一ヶ月はかかる。

「酒を。それと、肴さかなになるものを適当にな」

　注文を済ませると、やおら店内にいる男たちに屈くつ託たくなく声をかける。皆、青年が取り出した金子と青年自身とに興きよう味み津しん々しんだ。

　この青年はいったい何者だ。

　どうしてこんな、明らかに場ば違ちがいな場末の煮売り屋にやってきたのか。

「退たい屈くつしているんだ。なにかおもしろい話があったら聞かせてくれ。礼に、馳走させてもらおう」

　じゃら、と卓の上の硬貨の山が崩くずれる。

　あれだけの金子なら、一晩豪ごう遊ゆうしてもまだお釣つりが来る。

　ごくりと生なま唾つばを飲んだ男たちの中で、一番威い勢せいの良さそうな庭師の男が進み出る。

「おもしろい話って……なんでもいいのか？」

「ああ。変わったことや噂うわさ話ばなし、都で流行はやっていること、なんでもいい」

「それだけで、振ふる舞まってくれるっていうのか？」

　男が疑わしそうな顔をするのも無理はない。誰だれだって、うまい話には裏があるということくらい知っている。

「ああ。退屈しているものでな」

　だが紅迅が不意に浮かべた明るい微笑みには、誰も疑いなど持てない強きよう烈れつな魅み力りよくがあった。

　誰もが従わずにはいられないほどの吸引力だ。

「それであんたがいいなら、いくらでも話してやるさ。ちょうどいい塩あん梅ばいに、とっておきの話があるんだ」

　紅迅がしぐさで、向かい合う席を鷹おう揚ように勧すすめる。

　男は嬉うれしそうに粗そ末まつな腰こし掛かけに腰を下ろし、機き嫌げん良よく喋しやべり始めた。

　おもしろい話をするだけで、好きなだけ吞のめるというのなら断る法はない。貧びん乏ぼうな酒飲みにとって、酒代をどこからひねり出すかということは永遠の課題だ。

「これはここだけの話なんだが、俺の知り合いはさる貴族のお邸やしきに出入りしている庭大工なんだよ。えらい取り澄すました方々らしいが、夫ふう婦ふげんかだけは身分が高くてもたいして変わらねえらしいな。浮うわ気きした旦だん那なのほうが、奥さん……北の方だとかって呼ぶんだっけか？　奥方にとっちめられて、高価な絹織物をたんまり買わされたらしいぜ」

　とっておき、という言葉に正直期待して耳をそばだてていた店の常連たちが、いっせいに文句を言い始める。

「何だ。その程度の話でいいなら、俺だって知ってらあ」

「ねえ。あたしたちは、だめ？」

　不意に、あどけない少女の声がかかる。

　店の入り口から、貧しい身なりの子供たちが数人、こちらを覗のぞきこんでいた。

　店先にかかっている、縄なわのれんに背せ丈たけが届かないような子供たちばかりだ。

　中には、まだようやく歩けるようになったばかりらしい子供までいる。少し年かさの女の子の足にしがみつくようにして立っていて、お世辞にも栄養状態が良いとは言い難がたかった。

　皆みな、瘦やせ細ってがりがりだ。

　頼たよる親を持たない孤こ児じたちは、大人が全員味方ではないことを知っている。食べ物や着る物を恵めぐんでくれる優やさしい大人もいる反面、理由もなく怒ど鳴なりつけたり殴なぐりかかったりされて、ひどい目に遭あうことのほうが圧あつ倒とう的に多い。

　おどおどと怯おびえた眼差しで、それでも小さな子供を腕うでの中に庇かばうようにしている少女に向かって、ひょいと身体からだをひねった紅迅は尊大に頷うなずく。

「酒……はまだ早いな。代わりに好きなものをなんでも食え。腹を空すかせた仲間がいるなら、全員連れて来い」

　あまりの豪ごう快かいさに、最初は呆あつ気けに取られていた酔すい客きやくたちもどっと笑う。

「おもしろいな、あんた！」

「いったいどこの若様だよ、酔すい狂きようにもほどがあるだろう！　気に入った！　今度こそ、とっておきのとっておきを聞かせてやるぜ！」







　そんな派手な吞み方を数晩続けたから、見るからに高貴な身分の、凜りん然ぜんとした風ふう貌ぼうの美青年──しかもものすごい酒しゆ豪ごう──がなにか探っているらしいという噂うわさは葉桜の耳にもすぐ届いた。

　頭痛がして、頭を抱かかえこむ。

　いくら都広しといえども、そんな派手な人間が、紅迅以外にいるとは思えない。

「派手すぎる……！　もうちょっと人目につかない方法とかって、考えつかなかったの……!?」

　あの青年の辞書に、忍しのぶとか、目立たないという言葉はないのだろうか。

　そんな目立つ真似まねをすれば、いくら紅迅自身が隠おん密みつ行動のつもりでもすべてこちらに筒つつ抜ぬけだ。

「──いや、案外それが目的なのかもしれないぞ」

　赤狐堂の母おも屋やで一いつ緒しよに宵待の報告を聞いていた轟木が、物思わし気に眉まゆ根ねを寄せる。

　轟木は、毎年恒こう例れいの秋の旅行を見合わせている。

「轟木父者。どういうこと？」

「あの御ご仁じんは帝みかどの皇子みこだ。皇子が動いているとなると、当然宮中も動くことになる。我々に言外に通告しているつもりなのかもしれない」

「何て？」

「そうさなあ……わかりやすく言うなら、『これ以上やるなら容よう赦しやはしない』『さっさと手を退ひけ』といったところかな？」

「何よそれ！　回りくどい！　言いたいことがあるならはっきり言ったらいいじゃない！」

「なんでもかんでもはっきりと口では言えない種類の人間もいるんだよ、葉桜」

「どうしてよ」

「曖あい昧まいな態度を取ることは、保身を図はかることにもなるからね」

　大人として、商人として駆かけ引きにも慣れている轟木や宵待と違ちがって、葉桜の心はまだまっすぐだ。

　噓うそをつけない分純じゆん粋すいで、その分無む鉄てつ砲ぽうで危なっかしい。

　轟木と宵待は葉桜とは違い、紅迅からの予告をはっきりと正面から受け止めていた。

「これからしばらくは、風子の活動も少し控ひかえたほうがいいかもしれないね。衛え士じたちの締しめつけが厳しくなるかもしれないから」

「ああ。少しの間おとなしくしていれば、あの御仁の興味も薄うすれるかもしれない」

　葉桜はいらいらとした様子で、淡あわく染めた爪つめの先を嚙かむ。

「葉桜。悪い癖くせが出ているよ」

　轟木に窘たしなめられて、はっと気づく。

「ごめん、父者」

　爪を嚙む癖は爪が歪ゆがんだり傷いたんだりするし、爪つま紅べには剝はがれてしまうしで、良いことがひとつもない。

「そういえばお前は昔っから、いらいらすると爪を嚙む癖があるな」

「落ち込んでいるときは、必ず部屋の隅すみに行くんだよね」

「叱しかられると、どこかに隠かくれてこっちが捜さがし出すまで絶対に出てこない」

「そうそう。懐なつかしいねえ。うちに来て初めて怒おこられたときだったかな？　泣きながら縁えんの下に潜もぐりこんでいつのまにか寝ね入いっていて、あれは見つけ出すのに苦労したよねえ。起こしても起きないし」

「猫ねこみたいに、どこにでも潜もぐりこむからな」

「葉桜は軀からだが小さいからね。我々にはできない芸当だね」

「ちょっとふたりとも、いい加減にしてちょうだい……！」

　葉桜自身が自覚してもいないことを次々と挙げられ、真っ赤になって制止する。

「そんな昔のことを言っている場合じゃないでしょ」

「大変ーっ！」

　不意に店先の方から大きな声が上がる。

　葉桜がびっくりして外を見ると、渡わた殿どのを転がるようにして立橘が勢いよく走り込んできた。

　愛くるしい外見と違い、意外と冷静な質たちの立橘にしては珍めずらしい事態である。

　部屋に飛びこみ、障子の桟さんに蹴けつまずいて転びかけ、轟木の腕に抱だき留とめられた。

「大変大変、葉桜姉！　咲染御前の呼び出しが来たーっ！」

「咲染に？　それで、なにをそんなに慌あわててるの？」

「だから、呼び出しが来たんだってば！　咲染御前の！」

「まだ昼過ぎじゃない。お座ざ敷しきの予定なら、あとで支し度たくをするわ。今夜の予定はもういっぱい詰つまってたはずだけど、調整すればひとりくらい増えても大だい丈じよう夫ぶよ」

「だ、か、ら！　今！　すぐに！　来いって言われてるの！　他ほかの客人どころじゃないわ！」

「まさか、咲染のお座敷に横入りしようとでもいうの？　誰だれよそれ」

「あの人よ！　有平楼ろう閣かくで会ったお客さま！　お使いの人が来て、すぐに咲染御前を連れて来いって命令されたんだって！　お迎むかえの牛ぎつ車しやももう待ってるわ！」

「え……？」

　葉桜は、保護者たちと顔を見合わせる。

　思うことは、皆みな一いつ緒しよだ。

　──なんだって一体、あの皇子さまが。

「私に何の用があるっていうのよ……？」

「……咲染御前が、気に入られちゃったか、な？」

「えーっ！」

　思いっきり不満そうに口を尖とがらせた葉桜が、頰ほおまでぷーっと膨ふくらませる。

「冗じよう談だんじゃないわよ。なんで私があの皇子さまに気に入られなくちゃならないのよ」

　白しら拍びよう子しとしてはまあ上客かもしれないが、風子にとってはあまり親しく付き合いたい相手ではない。

　──ただでさえ、妙みように勘かんが鋭するどいし物ぶつ騒そうだし。

「どうする？　お使いの人が待ってるんだけど」

「ついてきて」

　葉桜が勢いよく立ち上がり、立橘を連れて自分の部屋へと向かう。
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　その様子を見送りながら、轟木が顎あごを撫なでた。

「お相手が普ふ通つうの貴族ならともかく、皇族だからなあ……あんまりすげなくあしらってしまうとご機き嫌げんを損そこねそうな気もするが……あの子は、おとなしく呼び出しに従う気かな？」

「そんなわけがないだろう、父者。あいつにそんなしおらしい真似ができるくらいなら、俺たちもこんなに苦労はしていない」

　宵待があっさりとそう言う。

　轟木も、その点に異存はなかった。

「言ってみただけだよ。良い言葉は良い言こと霊だまを運んでくるっていうし」

「迷めい信しんだ。それと、父者。これは別件だが……少し、気になる知らせが入っている」

　宵待が声をひそめ、それを受ける轟木の表情も瞬しゆん時じに険しく引き締しまった。

「なんだい？」

「二に条じようの貴族の邸やしきで、なんだか騒さわぎがあったらしい。さる高貴な落としだねが毒を盛られたとか刺し客かくを放たれたとかで、あやうく落命しかけたらしい」

「二条の落としだね？　確か、まだ元服前の子供じゃなかったかい？」

「ああ。表立っての騒ぎにはなっていないが」

　同じく轟木の養子分で早耳の女がいて、こういう話を耳にするとすぐさま通達してくるのだ。この情報も、風子の活動に大いに役立っている。

　轟木が顔をしかめる。

「穏おだやかな話じゃないね」

　いつだって、彼は弱い子供の味方だ。

　過去に何かあったのか。轟木自身の過去は謎なぞに包まれていて、誰だれも知らない。

　ただ、轟木自身も身寄りがない子供だったということだけは知っている。

「少し探さぐってみてもいいか、父者。誰も助けてやれるような相手がいないのなら、風子の出番だ」

　轟木は、頷うなずきひとつで了りよう解かいの意を示した。




「『今は秋。葵あおい祭まつりはもう過ぎましてよ』と、こう仰おおせでございました」

　邸で待ち受けていた紅迅のもとへは、使者がそっけない伝言のみを持って戻もどって来た。

　庭に面した座敷から朱しゆ塗ぬりの高こう欄らん近くの端はし近ぢかまで出ると、階きざはしの下で使者が膝ひざをついてかしこまる。

「それだけか。文ふみのひとつもないのか？」

「はい。私わたくしめが至らず、申し訳ございません」

　使者は命が果たせなかったことに恐きよう縮しゆくし、項うな垂だれている。

　咲染御前が文を返さなかったのは、いきなり横入りしようとした無礼を言外に咎とがめる意が含ふくまれているらしかった。

「葵祭か」

　まだ春浅いころに都を挙げて執とり行われる葵祭──葵の語源は『逢あう日』という。

　つまり、逢おう瀬せの時はもう過ぎた──今こ宵よいは座敷に侍はべるつもりがないと言いたいのだろう。

　紅迅は、おもしろそうに口もとを笑えませる。

「そちらが来ぬのなら、こちらから迎えに行ってやるべきであろうな」
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　座敷にはすでに溢あふれんばかりの料理がずらりと並べられ、室内の他に庭先にも大きな篝かがり火びを焚たいて風流な趣おもむきに明るくしてある。

　各地の荘しよう園えんから献けん上じようされているのか、山海の美味な品々があまた取り揃そろえられ、皿に美しく盛られている。

　座を盛り上げ、潤うるおすべき白拍子はつんとそっぽを向いたまま、紅迅の方を見ようともしない。

　──ああもう、怒っているのに、黙だまっていてもお酌しやくだけはしちゃう自分の習性が心底憎にくい……！

　怒って当然だろう。

　葉桜が他の座敷に居たところに乗り込んできた紅迅が身分と金子とに物を言わせて、無む理り矢や理り咲染御前を略りやく奪だつして連れて来たのだ。

「咲染を、猫か何かみたいに扱あつかって……！」

　客の前に金子をばらまいて黙らせた上に、ひょいと襟えり首くびを摑つかんで強ごう引いんに連れて来られた身としては、未いまだにぶつぶつぶつぶつと、口の中で文句が納まらない。

　その無礼な白拍子の態度を咎めるどころか、おもしろがるのだから本当に紅迅という青年の頭の中は読めない。

　──調子が狂くるうったらないわ。

「おい」

　紅迅が一言短く命じると、召めし使っているらしい使用人たちが静かにやってきて、座敷の傍かたわらで静かに木箱を傾かたむけた。

　この邸の使用人たちは働き者揃ぞろいだが、それ以上に気き遣づかいの達人のようだ。

　主あるじである紅迅の好みや趣しゆ味みを知り尽つくし、主の居い心地ごこちが良いように、煩わずらわしくないようにと、常に邸てい内ないを調ととのえてある。

　木箱は、大の男がちょうど胸に抱かかえられるほどの大きさだ。

　紅迅の横にしっとりと寄り添そうように座って酌をしていた葉桜は、小首を傾かしげた。

　ようやく暑さの盛りが過ぎたので、白い水すい干かんも初秋らしく、すすきの模様を同じく白の糸で風流に織りだしてあるものを着ている。

　こういう、目立たないところでさりげなく季節を取り入れた装しよう束ぞくは最高に贅ぜい沢たくだ。

「……何が始まるんですの？」

「まあ、見ていよ」

　空に、ようやく夕ゆう陽ひの朱あかい色が混じり始めた。

　──兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやって、暇ひまなのかしら。多分、衛え士じを取りまとめる立場よね？

「撒まけ」

　紅迅の合図に合わせて、小波さざなみのように白い色しき彩さいが板張りの床ゆかを染める。

　しゃらりさらさら、しゃらしゃらり。

　よく磨みがいた床ゆか板いたの上に大量の真しん珠じゆを転がすと、こんな音がするとは知らなかった。

　──もっとごろごろとした耳みみ障ざわりな音がすると思ってたのに……床板に細工でもしてあるのかしら。

　目の前を、真珠の粒つぶが埋うめ尽くしていく。

　白拍子の拵こしらえをした葉桜は徳とつく利りを手にしたまま、その光景を艶えん然ぜんと眺ながめていた。

　咲染御前を思い通りにしようとして金子を目の前に積み上げられたことはあるが、真珠をばら撒かれたのはさすがに初めてだ。

　──さすが皇族……ただの成金とは格が違ちがうわ……！

「どうだ？　咲染」

　目の前の豪ごう勢せいな光景を、できる限り表情をなくし、眉まゆひとつ動かさずに見つめる。

　動どう揺ようしている振ふりなど見せない。

　咲染御前は氷の美び姫きのように冷れい淡たんなほど落ち着き払はらって、大たい抵ていの男をてのひらで軽く転がすようにあしらう女だ。

　氷のように美しく冷たく、それでいて炎ほのおのような気き性しようで男を惑まどわす魔ま性しようの女。

　葉桜は白拍子のなりをしているときは、いつもそのような女性を心がけている。演じるなら、自分とはかけ離はなれている人物のほうがやりやすい。

「……初めて見ましたわ。まるで、真珠でできた海のよう……」

　咲染御前に従う赤狐堂の少女たちは、騒がしいからとすげなく追い返されてしまった。

　侍はべっているのは葉桜ひとり。

　ふたりの足もとにゆっくりと広がっていく大おお粒つぶの真珠の群れは、浅あさ瀬せの波なみ打うち際ぎわのようだった。

「咲さき染める花に似つかわしい園そのを用意してやろうと思ってな。我が国では質の良い真珠が採れる。月の雫しずくとも呼ばれて、海の果ての異国でも珍ちん重ちようされているそうだ」

　くらくらしそうだった。

　酒の香かおり、空そら薫だき物ものの唐から渡わたりの香こうの香り。

　そして、紅迅から漂ただよう男の香り。

　狭せまくはない座ざ敷しきの床板が、流れる真珠で埋め尽くされていく。

　真っ白な、宝玉の敷しき物ものだ。

　何粒もの真珠が、座っている葉桜の足もとや袂たもとにまで押し寄せて絡からみつく。

　身の飾かざりに用いるため、一ひと粒つぶでも高価な真珠だが、こうも大量にあると価値がわからなくなってくる。

「どうだ。気に入ったか？」

「美しい光景ですけれど……」

　葉桜は、流れるような所作で真珠をてのひらにすくい取った。

　わざと、つまらなそうな表情を作る。

　てのひらから溢れた小さな真珠の粒が、あっさりと放ほうり出されてころころと転がり落ちた。

「音を奏かなでもしないし、謡うたうわけでもないんですのね……ありふれた真珠をただばら撒くだけなんて、つまらないこと。粋いきで遊び方を心得ていると都で評判の主さまでしたら、もっとおもしろい趣しゆ向こうを凝こらしてくださるかと楽しみにしておりましたのに」

　わざと相手の男を怒おこらせるような物言いをするのは、挑ちよう発はつしている証しるしだ。

　次し第だいに刻々と夕ゆう闇やみの迫せまる座敷で、紅迅がにやりと笑う。

　この青年は烏え帽ぼ子しがあまり好きではないらしく、公おおやけの場以外ではほとんど烏帽子を着けない。

　だから黒くろ髪かみが少しの風にも乱れて流れ、そのさまがかえって高貴で、しかも背筋が寒くなるくらいに魅み力りよく的だった。

「真珠ごときではそなたの心はそよがぬか」

　く、と口もとを歪ゆがめたかと思うと、さも爽そう快かいそうに笑い出す。

「それでこそ、咲染御前よ。白しら拍びよう子したちは、宝玉や絹で思い通りになる女たちだとばかり思っていたのだが」

　相手を強く惹ひきつけ、魅み了りようすること──それが白拍子の務めだ。

　紅迅の反応は、狙ねらい通りといえば狙い通りなのだけれど。

　──私に飽あきるように、おとなしくしておいた方が良かったのかしら……？

　でも、それにはひとつ、大きな問題がある。

　──だって私、おとなしくする方法なんて知らないんだもの！

「それでしたら、わたくしではなく、金子で思い通りになる女たちをお呼び遊ばせ」

　演技ではなく心からそう吐はき捨てて、つん、と席を立とうとした。

　白拍子が金次第で簡単になびく浮うかれ女めと思われているのは我が慢まんできない。

　──世の中の白拍子の何人が、自ら進んで身を売っていると思っているんだろう。

　食くい扶ぶ持ちのため、生きていくため。

　身を売ることを余よ儀ぎなくされた女たちを、葉桜はたくさん知っている。

　そういう悲しい境きよう遇ぐうの女性たちがせめて相応の保護を受けられるように、赤狐堂は白拍子たちを庇ひ護ごしている。

　貧しいなりに、強く生きてゆく術すべを得るために。

「わたくしは失礼させていただきます」

　使用人たちはいつの間にか退さがり、ふたりきりだ。

　ところが、紅迅の腕うでがさっさと立ち上がろうとした葉桜の腰こしを摑んで離さない。

　その力は思いがけないほどに強く、真しん摯しだった。

「言葉のあやだ。そなたを、その辺に溢れているような浮かれ女どもと一いつ緒しよにしたことはない」

　紅迅なりに、これは謝罪しているらしい。

　それでもまだ不ふ愉ゆ快かいだったので、紅迅の隣となりに戻もどった葉桜は一言も口をきかなかった。

　紅染めの唇くちびるをきゅっと真一文字に結んで、黙だんまりを決め込む。

　しばしの沈ちん黙もくののちに、葉桜をじっと凝ぎよう視ししていた紅迅が意外なほど柔やわらかく微び苦く笑しようした。

「美しい女は、怒っている表情もまた凜りんとした魅力があって良い風ふ情ぜいだな」

　やや強引に腕を引かれて、抱だき寄せられる。

　けれどもしっかりとした胸むな板いたで思いの外そっと受け止められ、大きな手で背を撫なで下ろされると、怒いかりがしゅるしゅると萎しぼんでしまった。

　──痛い思いをしていれば、さっさと退散できるんだけど……。

　さすがに、相手が気に入らないという理由で客をむげにすることは、葉桜にはできない。

　ただでさえ紅迅には、風子の葉桜としても一度対たい峙じしてしまっている。

　白拍子の咲染御前として、ひとつも間ま違ちがえることなく完かん璧ぺきに対応しなくてはならない。

　万が一にも、素すの葉桜が見え隠かくれするような真似まねはできないのだ。

「機き嫌げんを直せ」

　あやすような物言いは、明らかに女性の扱あつかいに慣れている声こわ音ねだった。

　特有の勘かんの良さで、ぴんと来る。

　──天然の女ったらしだ、この人……！

　身分の上下を問わず、女性という女性たちの心を鷲わしづかみにしているに違いない。

　しかも、無意識のうちに。

　声や眼まな差ざし、しぐさや肌はだの香りのひとつひとつが、紅迅の中に煌きらめく男くさい魅力を引き立たせる武器だ。

　それも、かなり破は壊かい力が高い。

　──傍はた迷めい惑わくが服着て歩いてるような人だわ！

　紅迅の長い指が、緋ひ色いろの袴はかまの裾すその上から葉桜の足首に何気ない様子ですっと触ふれる。

　愛あい撫ぶのようであり、足あし枷かせを嵌はめられたような気分でもあった。

　足首を摑つかまれてしまえば、強ごう引いんに逃にげることはできなくなる。

　葉桜はその手を払いのけ、冷たい口調を作った。

　自分の許しなく、あちこち勝手に触れられたくはない。

「二度とわたくしを、その辺の女と一緒になどなさらないでくださいませ。二度目はありませんわ」

　高貴な貴族に愛される毛並みの美しい唐から猫ねこのように、高こう慢まんに告げる。

「気が強いことだ」

　黙だまったまま、ぷい、とそっぽを向く。

　紅迅の指が葉桜の顎あごを摑んで、すぐさま、くい、と引き戻された。

　葉桜は口を噤つぐんだまま、じっと紅迅を睨にらみつける。

　気に入らないのなら、金子次第で肌を売る、媚こびた女を相手にしていればいい。彼女たちは彼女たちで、夜を売る玄人くろうとだ。紅迅も存分に楽しめることだろう。

「そこが気に入っている。上っ面つらばかりの世辞など聞き飽きている。そなたのような女のほうが、手て応ごたえがあっておもしろい」

　──おもしろがられても困るのよ！　さっさと飽きてちょうだい！

「それに、そなたの気き概がいには噓うそがないからな」

　葉桜の顎をひょいと指先で摑んだまま、唇と唇とが今にも触れ合ってしまいそうな、そんなぎりぎりの瀬せ戸と際ぎわで見つめられる。

「……主さま？」

　そっと唇を動かして、声を発してみる。

　唇が触れ合わないようにと極力気をつけたせいか、声はひどく頼たよりなく、今にも消え入りそうなくらいに細くなった。

　聞きようによっては、男を誘さそう秘ひめやかな響ひびきでもある。

　白拍子の声音とはそういうものだ。

「何だ？」

　紅迅が返事をしたときに、気づいた。

　唇が触れなくても、声を発すると互たがいの吐と息いきが吹ふきかかるのだ。

　触れられてもいない唇が紅迅の吐息でふっと温かくなるのを感じ取って、葉桜の頭の中は羞しゆう恥ちで沸ふつ騰とうしそうになった。

　──強引に接せつ吻ぷんしてくるより淫みだらなんじゃないの、これ!?

　葉桜は誰だれとも肌を合わせたことがないし、口づけもしたことがない。

　咲染御前は、恋こいは売らない。

　貞てい操そうは、少なくとも金子で切り売りするものではないと思っている。他ほかの白拍子がどうとかは関係ない。

　葉桜がいやだと思うからそうしないだけだ。

「どうした、咲染」

　往おう生じよう際ぎわ悪く抗あらがう葉桜を見下ろす漆しつ黒こくの瞳ひとみが、うっすらと笑えみを含ふくんでいる。

　逃げようにも、背中にしっかりと腕が回されていて逃げ場がない。

　せめて唇だけでも離はなそうと、無理に首を横に向けた。

　すると、ぐい、と項うなじに手があてがわれて、紅迅の首もとに鼻先を埋うずめるような格好になってしまった。

　男の素す肌はだから発せられるむせ返るように濃のう厚こうな色いろ香かに、頭の芯しんがくらりと痺しびれる。一いつ瞬しゆん目が回ってしまって、葉桜の身体からだからくったりと力が抜ぬけた。

「この程度で、しおらしくなるような女ではあるまい？」

　紅迅は、この甘い責め苦のような状じよう況きようすら楽しんでいるかのようだ。

　紅迅が腕をほどかない以上、葉桜もどうしようもない。

　酸すいも甘いも嚙かみ分けた白しら拍びよう子しとしては、身体が密着しているくらいでは下手に騒さわげないのだ。

　紅迅がなにをしてほしいのか、どういうつもりなのか、葉桜には全然わからない。

　だから困こん惑わくする。

　──今までの客は、大たい抵てい顔を見れば、なにをしたいかすぐに読めたのに。

　もっとも不ふ埒らちな願いを抱いだいて脂やに下さがっている客ばかりだったから、そういう場合はすぐさま逃げた。あるいは酒を勧すすめて勧めて勧めまくって、客を酔よい潰つぶしてきた。

　──私がほしいにしては力ちから尽ずくでこれ以上のことをしようとしないし……でも、関心がないのであれば、ここまで密着する必要もないはずだし。

　心が読めない客ほど、扱いづらいものはない。

「主さま。紅が、主さまの襟えり元もとについてしまいますわ。そろそろお離しくださいませ」

「つけろ。ほんのりと唇の形の紅に染まった衣きぬというのも、悪くない」

「お戯たわむれが過ぎますわ」

「この世はすべて戯れだ。なにを過ぎることがある？」




　紅迅は紅迅で、少しばかり戸と惑まどっていた。

　生まれついての色香とでもいうようなものが備わっているせいか、今まで女性に不自由したことはない。夢を売る白拍子であっても恋を知らない深窓の姫ひめであっても、紅迅がその気になればすぐに彼の手に落ちてきた。

　女性を口説くのに苦労したことなど一度もない。

　それなのに、この白拍子は。

　彼がここまで誘いをかけているのに、陥かん落らくしないどころか心が揺ゆれてもいない女性は珍めずらしい。

　──美しい、氷の花のような女だな。

　改めて、つくづくと紅迅は腕うでの中にすっぽりと収まっている白拍子を見下ろした。

　おとなびた態度を見せるが、軀からだつきはまだ少女といっても差し支つかえない。

「そなたは、不思議な女だな」

　つやつやと見事な黒くろ髪かみと、やわらかそうな白はく桃とう色の頰ほおの対比が美しい。

　紅迅は葉桜の黒髪を一筋手に取る。冷たくてしっとりとした、極ごく上じようの感かん触しよくだ。

　柘植つげの櫛くしで丁てい寧ねいに手入れをして一筋の乱れもない髪はさらさらとして、癖くせがない。

　つ、と唇を動かして、その黒髪を唇で撫でるように触れる。

　細い肩かたが、ぴくりと震ふるえた。

　──まったく無関心というわけでもなさそうだが……。

　自信を失うのではなく、むしろ興味を搔かきたてられる。そういう人物が紅迅は好みだ。

　とにかく、退たい屈くつさせられるのが一番性しように合わない。

　酒の相手でも、日常の世話をする使用人たちでも。

　紅迅は、興味を持った人間しかそばに置かない。

「金子でも宝玉でも、そなたの心は買えぬのか……これはこれは。難問だな」

　荒あら削けずりな紅迅の風ふう貌ぼうは、こういう曖あい昧まいな表情をすると滴したたり落ちそうなほどに壮そう絶ぜつな色香を伴ともなう。

　おもしろそうな、皮肉げな。

「では、この頑かたくなな白拍子の心は、いったいどうすれば買えるのだ？　教えてくれぬか」

「望みは、以前申し上げたはずですわ」

　あくまでさりげなく、髪の乱れを直すしぐさで、紅迅の胸から心持ち距きよ離りを取る。

　──あんまり触さわられると、鬘かもじだってわかっちゃいそう……！

　それは、大変喜ばしくない事態だ。

「この世を丸ごと、か？」

　紅迅が、器用に片方の眉まゆだけを吊つり上げた。

「本当に、そなたはそんなものが欲しいのか？」

「それ以外でしたら、そうですわね……」

　ゆっくりと、おっとりと。

　葉桜は、真しん紅くに染まった唇くちびるで次なる言葉を紡つむぐ。

「もし主さまがわたくしだったら、どうなさいます？」

「俺が、そなただったら……？」

　その質問はさすがの紅迅も予測していなかったようで、軽く目を瞠みはる。

　そういう表情をすると少し親しみを感じて、葉桜はふっと微笑ほほえんだ。

　色香に満ちた皇子みこより、年相応の顔をする青年のほうが彼女にとっては好ましい。

「そうですわ。もし主さまがわたくしの立場だったら、どうすれば望みが叶かなうとお思いになりますの？」

「他の男にも、同じことを言っているのか？」

「いいえ。他のお客さまには、ただお願いごとをしているだけですわ。百夜の間決して灯あかりが消えない蠟ろう燭そくが欲しいとか、千年に一度だけ咲さく竹の花を見たいとか……」

『この珍しい品を贈おくってくださったら、お望みを叶えて差し上げましてよ』

　紅迅にそういった条件を出さず、いきなり途と方ほうもないものを要求した理由はただひとつ。

　──だってこの人、どんな無理難題突つきつけても何とかしちゃいそうなんだもの……！

　だから、咄とつ嗟さに答えを変えたのだ。品物なら、この人は叶えてしまう気がして。

　──大体、他の人と同じ対応をしているなんてばれたら、不興を買いそうだし。

　そこまで考えて、はっとする。

　──あれ？　私、この人に気に入られるんじゃなくて、飽あきられたほうが良かったんじゃない？

　そうすれば咲染御前と紅迅の関係は消え失うせ、葉桜は何の憂うれいもなく暴れ回ることができる。

　しまった、と頭を抱かかえたいが、もう遅おそい。

　なんとかして紅迅の誘さそいを断るべく必死で、葉桜も、多少どころではなく混乱していた。

「俺には、ありきたりの条件は出さぬか。よくぞそこまで、俺の好みを読んだものだ」

　紅迅が、薄うすく笑う。

「見事な手しゆ腕わんだ。褒ほう美びに、何でも欲しいものを誂あつらえてやろう。好きなものを申せ」

「欲しいものなどありませんわ。叶えてほしい願いは、すでに申し上げましたでしょう？」

「そうか。だったら……」

　考えを巡めぐらせることすら、興が深いことのように紅迅が瞼まぶたを半分だけ伏ふせる。

　紅迅の声が、少し低くなった。

「……そなたに、おもしろいものを見せてやろう」

「おもしろいもの？」

　葉桜はちょっとの間考え込む。

　紅迅にとってのおもしろいものとは何だろう。

　──私にとっての、おもしろいものっていったら……。

　葉桜はゆっくりと首を傾かしげる。

　小さな肩の上を、黒髪が一筋滑すべり落ちていく。

「絵草紙や、絵画の類たぐいでしょうか？　わたくし、絵物語は大好きですわ。とうに古びているお伽とぎ噺ばなしの絵物語などを、幼いころ、何度も何度も繰くり返し眺ながめておりました。数すう奇きな運命の姫ひめ君ぎみの話や、不思議なこの世のものとは思えないようなお話に、わくわく致いたしました」

　つい、ぽろっと本音が漏もれてしまう。

　轟木が好きだから赤狐堂には昔からたくさんの絵物語があって、退屈な雨の日などは皆みんなで群がるようにしてそれを眺めていたものだ。

　絵物語自体が高価で珍しいものだから、装そう丁ていがぼろぼろになっているものが多い。新品同様の絵物語など一冊もなくて、大抵は陸奥みちのく紙が厚ぼったく黄ばんでいるくらい古くて、虫食いの痕あとも多かった。

　それでも、葉桜は昔から絵物語が大好きだった。

　字が読めないころ、轟木や宵待がお伽噺を読み聞かせてくれるのを聞くのも大好きだった。落ち着いた低い声でゆっくりと読み聞かせてもらっている間は、わくわくするのと同時にとても安心できた。

「ほう、絵草紙が好きか。存外に可愛かわいらしいことを言う……次の機会にでも、いくつか用意してやろう。新しいものも現代的で良いが、古くからのものは素す晴ばらしいものが多いからな。だがそれならちょうどいい。絵物語さながらに、おもしろいものを仕立ててやろう」

「絵物語さながらに仕立てる？　なにをですの？」

「都を騒さわがせる盗とう賊ぞくの一味がいるのを知っているか？　義ぎ賊ぞくを気取っているようだが、内心はどうだかな」

　不意打ちに心臓が飛び出しそうになったため、紅迅に緩ゆるく抱だき取られているままの身体からだが一いつ瞬しゆんびくっと戦慄おののいてしまった。

　──気づかれなかったかしら？　それにしても、盗賊って……義賊って、もしかして……。

　紅迅は己おのれの思いつきが気に入ったのか、機き嫌げん良よく続ける。

「名を、風子という」

　──やっぱり～！　てかまあ、当然か。都で義賊って名乗ってるの、私たちだけだし。

「やつらを捕とらえて処しよ刑けい場に送ってやる。罪人の処刑されるさまを見たことがあるか？」

「──いいえ」

　紅迅に顔を覗のぞきこまれるようにして訊たずねられ、葉桜はたまらずに目を伏せた。

「だいそれた罪を犯おかした人間は、見み世せ物もののように河原に引っ立てられて首を刎はねられることになっている」

　紅迅は今まで、風子に興味を持ちつつも捕らえるつもりはなかった。

　あの忍しのび装しよう束ぞくの少女には、それなりに興味を抱いだいてはいても。

「今日、異母兄たちからやつらを捕らえるようにとの命が下ってな。おおよそ、噂うわさを聞いて震え上がったものの、自分たちがわざわざ表に出るつもりもないのだろう。こういうことは兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやの務めだと、都合の良いときばかり厄やつ介かいごとを押しつけようとする」

　内心を言えば、異母兄たちのつまらない保身の企たくらみに乗せられるのは業ごう腹はらだ。

　──大方そんなことだろうと思ってはいたが……探さぐられると痛い腹をお持ちか。

　できることなら関かかわり合いになりたくなかった異母兄たちだが、そろそろ放ほう蕩とう三ざん昧まいにも飽きた。

　──それに。

　異母兄たちは紅迅が許容しきれないことを、すでにしでかしている。

　──二条に手出しした報むくいを、受けてもらわねばな。

　紅迅は、口の中だけでひっそりと冷れい酷こくに呟つぶやいた。

「風子を捕らえれば、異母兄たちにとってもちょうどよい牽けん制せいとなるだろう」

　そのためにも、風子を処しよ罰ばつしなければならない。

「一味丸ごと引っ捕らえて、処刑場に送ってやる。そなたはそれを見物するがよい。地じ獄ごく草紙さながらの、この世の修しゆ羅らだ。滅めつ多たに見られるものではないぞ」




　風子が処刑されるとき。

　それは、葉桜の命が潰ついえるときだ。

　葉桜と風子は運命共同体。一心同体で、決して袂たもとを分かつつもりはない。

　──この人が、私を殺すのか──。

　葉桜はにっこりと華はなやかな笑えみを浮うかべ、赤い唇を官能的に動かした。

「……それは、楽しみですこと」
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　季節が秋に移り変わったことを知らしめるような、天まで突つき抜ぬけるように爽さわやかな、雲ひとつない青空が広がった日。

『三の宮秘蔵の宝、下か賜し節せつ刀とうをいただきに近いうち参上する』

　真っ白な薄うす紙がみに一行さらりと書かれて藤ふじ袴ばかまの花に結びつけられた文ふみが一通、紅迅の邸やしきに投げ入れられていたことから、事件は始まった。
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　時の帝みかどの皇子みこである紅迅に義賊風子からの犯行予告状が届いたことで、都中はその噂でもちきりとなった。

　都の市場の一角にある煮に売うり屋でも、当然その話題が飛び交かう。

　市場に店を持つ商人や町人たち、都に上がってきたばかりの田舎いなか者や、全国を回る商人など。さまざまな人種が集まる分、市場の煮売り屋は情報が早い。

「聞いたか？　主上うえさまの皇子の宝ほう剣けんを、風子っていう義賊が近いうちに頂きに参るってな予告状が届いたらしいぞ！」

「宝剣じゃないよ、下賜節刀っていうらしいよ」

「何だ、それ？」

　都の商人たちにも、情報に敏びん感かんな人間もいれば疎うとい人間もいる。

　それでも、普ふ段だん噂うわさ話ばなしなど気にもかけない人々ですら思わず興味を持たずにはいられないほど、その知らせは関心を煽あおり立てるものだった。

　自分に被ひ害がいがないのなら、この手の話は娯ご楽らくのひとつだ。

　店内に入ってきたばかりの、深く被かぶった市いち女め笠がさで顔を隠かくした女ですら、驚おどろいたように一瞬動きを止める。

「その風子だかなんだかっていう賊ぞくは、主上さまの皇子に刃は向むかおうっていうのか？　またえらく大だい胆たん不ふ敵てきな輩やからもいたもんだなあ」

「なんだ、お前、知らないの？　風子っていったら、今都で評判の義賊だぜ？　やつらは、賄わい賂ろで肥え太ってる豪ごう族ぞくや貴族からしか盗ぬすまないんだ」

　午後からの労働の英気を養うために、鹿しか肉の焼き物にかじりついていた若い商人風の男が、隣りん席せきにいた年老いた客に尋たずねる。

「それで、御ご長老。ちょっとお訊ねしたいが、その節刀っていうのは何なんです？　ただの刀とは違ちがうんですかね？」

　訊ねられた白しら髪がの男は、市場でも古参の商人だ。

　おもむろに腕うでを組み、訳知り顔に頷うなずいてみせる。長生きをしている上に商あきなっている品が骨こつ董とう品の類たぐいなので、そういう話には詳くわしい。

　それに、こういう場面で、己の知識を披ひ露ろうする機会に恵めぐまれるのは嬉うれしいらしかった。

「節刀というのは昔、遠方や蛮ばん国こくへ戦いに行く武将に、主上さまが直々にお与あたえになったものじゃよ。今の主上さまは、確か、皇子さまの元服の際にお与えになったはずじゃ。どのような刀なのかは、さすがに儂わしも見たことがないがの」

　一同は、骨董品屋の言葉に感心したように耳を傾かたむけている。

「とにかく、盗まれたりしたら困る、由ゆい緒しよのある品ってことでいいのかしらねえ？」

　厨ちゆう房ぼうで耳をすませていたらしい煮売り屋の女将おかみが、さばさばと笑いながら料理の皿を運んできた。三み十そ路じをいくつか超こえたような年ねん齢れいのわりに、こざっぱりとした身なりの威い勢せいの良い女だ。

　化け粧しようは商しよう売ばい柄がらほとんどしていないが、顔立ちが派手でぱっと人目を惹ひく。

「それを、盗むって挑ちよう戦せん状叩たたきつけたんでしょ？　果たしてうまくいくかしらね～？」

　店内の客が、どっと笑う。

「命知らずな真似まねをするものさ。どうやったって、主上さまの皇子になんて太刀たち打うちできるはずがないじゃないか」

「だが、相手が風子だろう？　案外やってくれるかもしれないぞ。今までもちょこちょこ風子の噂は聞いたが、毎度、胸がすくような見事な手て際ぎわだって言うぜ」

　肉感的な体つきの女将は、目立たない隅すみの席に腰こし掛かけている若い市女笠の女に、少しはすっぱな視線を流した。

「どっちが勝つことになるかねえ。ま、下々のあたしたちには関係ないことだけどね～」










　葉桜は遠い目をして、今朝方の記き憶おくを頭の中で引っ繰くり返す。

　──うわー……お酒がまだ残っているのかしら。いつ西の対にある私用の部屋へ退さがったのか、あんまりよく覚えてないのよね。

　昨夜は紅迅の座ざ敷しきで吞のまされすぎて、明けの鳥が啼なくころまでなんとかこらえていたのだけはかろうじて覚えている。

『風子を一味丸ごと引っ捕とらえて、処しよ刑けい場に送ってやる』

　紅迅の声が脳のう裏りにこびりついて何度も繰り返す。

　あんなことを言われて、よく耐たえたものだ、と葉桜は自画自賛したいくらいだ。何食わぬ顔で笑みをたたえ、白しら拍びよう子しとして完かん璧ぺきに勤め上げたのだから。

「とはいえ、勢いに任せて吞みまくっちゃった……お互たがいに、よくあれだけの量を吞んだわよねえ」

　葉桜は赤狐堂でうわばみと呼ばれるくらい酒が吞める口だが、紅迅の酒しゆ豪ごうぶりもなかなかだ。

　葉桜は酒を吞むとすぐに顔や態度に出るが、紅迅はそれがない。ほぼ素面しらふのように平然と、気がつくと凄すさまじい量を吞んでいたりする。

「人間、お酒が入るとそれなりに気が大きくなったり、おおらかになったりするものね。まさか、お邸中の人間を集めて吞み明かすことになるとは思わなかったわー……」

　昼近くになって、ようやく葉桜が目を覚ますと紅迅の姿が消えていた。

　どこかへ出かけたらしいが、それ以上のことはわからなかった。邸の使用人たちが、揃そろいも揃って撃げき沈ちんしていたからだ。

　紅迅はもともと、出先を告げずにふらっと出かけるのもよくあることらしい。使用人たちは、さして驚いた様子もなかった。

　使用人たちの撃沈は継けい続ぞく中だ。

　あの様子では、今日だけでは酔よいが抜けないかもしれない。

「素人しろうとさんに、調子に乗って吞ませすぎちゃったかな……？」

　紅迅の邸に逗とう留りゆうするようにと言われていたのだが、いきなりそんなことを言われても承服できない。

　紅迅は、葉桜のことがどうやら本気で気に入ってしまったらしい。

　──冗じよう談だんじゃないわ。私は私の好きなようにするわよ。

　葉桜が紅迅の邸やしきに逗留すれば、不都合なことも山ほどある。

　──大体、酔すい狂きようにもほどがあるのよ。私が言うのもなんだけど、白拍子に入れ込んで良いような身分でもないでしょうに。

　紅迅が留守なのを良いことに、葉桜は邸の人間の反対を押し切って錦にしきの通りを訪おとずれていた。

　紅迅の邸の小こ者ものがこっそりとあとを尾つけてきていることは、百も承知している。

　宮中武官でもない、ごく普ふ通つうの服装をした男だ。

「……下手な尾け方」

　すぐに撒まいて騒さわぎになってもいやなので、適当に気づいていない振ふりをする。

　錦通りは大おお辻つじの両りよう端はしにずらりと店が並び、都の台だい盤ばん所どころとも呼ばれている。

　活気に溢あふれて賑にぎやかな雰ふん囲い気きが好きで、葉桜は暇ひまさえあればちょくちょく訪れる。ちょっとした買い食いをしたり、珍めずらしい品物を見たりするのは大好きだ。

　商人たちが生せい鮮せん食品からこまごまとした身の回りの品、舶はく来らいの珍しい品々から楽器、衣きぬなど、ありとあらゆるものを商いにしている。

　それに、こうも人が多いと、紛まぎれて他ほかのことをするにも都合がいい。

　──ずっと邸に逗留なんて、冗談じゃないわよ。体ていの良い監かん禁きんじゃないの。

　市場へと向かう道すがら、葉桜は思わずぶつぶつ呟つぶやく。

　白拍子の装しよう束ぞくでは目立ちすぎるので、紅迅の邸で借りた薄うす桃もも色いろの着物を着て、鬘かもじはずっと外さない。

　髪かみを思い切りよく短くしている女性はとても少なくて、はっきり言って異装の類に入るから、普段でも人前に出るときには鬘が必ひつ須すだ。

　その上に市女笠を目ま深ぶかに被って顔を隠す。

「ずっとあの邸に居るなんて絶対にいや。風子として動けなくなっちゃうじゃないのよ」

　宵待と轟木に頼たのんで、なんとかして赤狐堂に戻もどれるよう働きかけてもらうつもりだ。

　──早く頼んでおいたほうがいいわよね。

　そこへ、寝ね耳みみに水のこの騒ぎだ。

　菜の煮に付つけや肉の焼き物、汁しる物ものなどを店内で簡単に食べさせる煮に売うり屋の中で、葉桜は注文していた甘あま葛ずらの汁を水で薄うすめた飲み物を、危あやうく引っ繰り返しそうになった。

　慌あわてて、盃さかずきをお手玉でもするようにはっしと摑つかんで回かい避ひする。おっちょこちょいなので、その辺りのことには慣れている。

　市女笠から垂れている薄うす様ようの布を、葉桜はぎゅっときつく握にぎり締しめた。

「犯行予告状？　風子から……？　何、その節刀って。聞いてないわよ、そんな話……！」

「お。奇き遇ぐうだな」

　さも偶ぐう然ぜん、という風を装って、煮売り屋に入ってきた宵待が葉桜に声をかけてくる。

　先ほど秘ひ密みつ裏りに連れん絡らくを送って、この店で待ち合わせをしていたのだ。

「よ……っ！」

　宵待兄者！　と場所もわきまえずに叫さけびそうになって、腰こしを浮うかせかけた葉桜は慌ててその先の言葉を吞み込んだ。

「あれはなんだ。どうした？」

　あれ、と宵待が、視線だけを、くい、と動かして、尾び行こうしてきた男を示す。

　邸から尾けてきている男は、煮売り屋の前でうろうろしている。どうやら、中に入っていいものかどうか、迷っているらしい。

「尾行にも慣れていないくらいだから心配ないでしょ」

「まあな」

　向かいの席を勧すすめると、宵待が女将に料理を注文しながら腰を下ろす。葉桜がまだ食事を摂とる気になれなくて飲み物で済ませているだけで、世間一いつ般ぱん的にはちょうど昼飯時だ。

「いきなりでごめん、兄者」

「いや……お前をしばらく借り切るって連絡は、今朝のうちに届いていたからな。呼び出しは来るだろうと思っていた」

「借り切るって、品物みたいに言わないでよ。私、そんなのいや！」

「そうだろうな」

　店内は賑やかで話を聞かれる心配はなさそうだったが、それでも一応、わざとらしくならない程度に声をひそめる。

　宵待の注文した肉の串くし焼やきが来るのを待ってから、葉桜は本題を切り出した。

「それで。一体どういうことよ、あれ……！」

　あれ、の正体には、すぐに気づいたらしい。

　串焼きにかぶりついた宵待が、眉まゆをひそめる。

「あれ、か。お前も耳にしたのか」

「耳にしたのか、じゃないわよ！　大体、事前に一言教えてくれたっていいじゃない！　こんな大きな仕事なら、私だってあの人相手にそれなりのことをしなくちゃならないんだから！」

　そう。

　葉桜が怒おこっているのはそこなのだ。

　恐おそるべき速さで串焼きを平たいらげた宵待に顔を近づけ、葉桜は小さな小さな声で喚わめいた。

「節刀を盗ぬすむだなんて話は今まで聞いたことがないし、第一予告状を出すなんて話も聞いたことがないわ！　何を考えてるのよ、兄者と父者は！」

　間かん髪はつを容いれずに身み振ぶりだけで串焼きのお代わりを注文した宵待が、葉桜の目をまっすぐに覗のぞきこむ。

　市いち女め笠がさの布で隔へだてられているとはいえ、その眼まな差ざしは強く温かく、葉桜は口を噤つぐまざるを得なかった。

「そうだよな。これほど大きな仕事をするのなら、俺だってお前に一言くらい言ってしかるべきだ」

「でしょう!?」

　嚙かみつくような勢いでそう返して、葉桜はふと違い和わ感かんを感じて瞬まばたきを数回繰くり返した。

　──なんか今、言い回しがおかしかったような……？

　もしかして。

　思い当たったひとつの可能性に、葉桜は思いっきりいやそうに顔を歪ゆがめた。

「……ねえ、兄者。私、ものすごく嫌なこと、考えついちゃったんだけど……」

　二本目の串焼きもあっというまに平らげて、宵待が立ち上がった。

　葉桜に向かって、くい、と顎あごをしゃくる。

「話の続きは帰ってからだ。行くぞ」

「え。私、尾行されているんだけど」

「撒けばいい」




「してやられたって、一体どういうことなの父者！　予告状を勝手に出されたってどういうこと！」

　宵待に呼び出しがかかったときから予測はしていたので、轟木は赤狐堂の奥座ざ敷しきで、のんびりと茶を啜すすりながら義娘むすめの到とう着ちやくを待っていたのだが。

　想像していた通り、鬼おにの形相のような顔をして飛びこんで来た葉桜の姿に、つい、軽く吹ふき出してしまう。

　その背後には、頼もしい長男の姿もあった。

「お帰り、葉桜。我が家の猪いのしし娘むすめ」

「その呼び方はしないでってば！　第一、そんな悠ゆう長ちようなこと言っている場合じゃないでしょう！　風子を騙かたられた上に勝手に予告状を出されたって、相手は誰だれなの相手は！」

　葉桜のあまりの剣けん幕まくに、小さな弟妹たちが数人、何事かと顔を覗かせてくる。

　轟木のためにお茶のお代わりを淹いれていた立橘が、慌てて葉桜と宵待の分も用意するために急きゆう須すを手に取った。

「あらかたの噂うわさは聞いたようだね。それならもう、犯人が誰かもわかっているんじゃないのかい？」

　いつもと変わらずのほほんとした轟木の様子に毒気を抜ぬかれたのか、葉桜はすとんと腰を下ろし、ものすごくいやそうに唇くちびるをへの字に曲げた。

「……すごーくいやな相手だけは、想像がついてるけど」

「だろう？　俺も同じことを考えていたところだよ」

「っていうことはやっぱり、あの人の仕し業わざなのね？」

「まあね」

　話題の節刀の持ち主。

　葉桜を囲おうとしている紅迅が、予告状を出した張本人だ。

「一体何を考えているのよ、あの人は…………！」

　葉桜は盛大に喚いた。

　雲ひとつない青空を、雀すずめが横切っていった。




[image: ]




　ちょうどそのころ、時を同じくして。違ちがう場所からも、秋の空を見上げている人物がいた。

「静かだなあ、宮中は」

　高く澄すみ渡わたった空に、小鳥が飛んでゆく小さな影かげが横切る。

　ちちちと可愛かわいらしい鳴き声に、木々のざわめき。

　宮中の中でも出入りを厳しく制限されている、宮きゆう城じよう十二門の奥の奥。

　舎人とねりはおろか、昇しよう殿でん拝はい謁えつを許された殿てん上じよう人びとたちでさえみだりに立ち入ることのできない後宮七しち殿でん五ご舎しやは、皇族や妃きさきたちの個人的な住まいとして使われている。

[image: ]

　その一角にある部屋の中から、まだあどけなさの多分に残る少年は、青く澄み渡った空を見上げていた。

　手には、蹴け鞠まりに用いる鞠を抱かかえている。

　ここは雷かん鳴なりの壺つぼとも呼ばれる襲しゆう芳ほう舎しやだ。

　帝みかどの御ご座ざ所しよである清せい涼りよう殿でんから女によう御ご御ご所しよの藤ふじ壺つぼ、更さらに梅うめ壺つぼを隔てた更に奥にある御ご殿てんで、少年は訳あって数日前からこの御殿に仮住まいをしている。

　それまでは生まれ育った里邸さとに居たのだが、あそこは危険過ぎて、しばらくの間は戻もどれないだろう。

「先日までの騒そう々ぞうしさが、噓うそみたいだな」

　二条の里邸で刺し客かくに襲おそわれ、危あやうく殺されかかった修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けた少年の眼めは、七つに満たない年ねん齢れいよりははるかにおとなびて賢さかしげだ。

　襲芳舎の主あるじは同じ父親を持つ異母兄だが、彼はここでは暮らしていない。

「──兄上は、いかがお過ごしだろうか。僕は、いつまでここに留とどまっていればよいのだろう？」

　命の危機に晒さらされたもののたいした怪け我がはなく、少年は退たい屈くつしている。

　秋の初めの風は心地ここちよい。

　気候が良いので大好きな蹴鞠の鍛たん練れんをしたいところだが、まだしばらくは外に出られない。

　安全が保証されている襲芳舎の外に出たら、どこにどう罠わながひそんでいるかわからない。

　だから、蹴鞠用の鞠を手すさびに転がしながら、室内でおとなしくしている他ほかないのだ。

「もうしばらくの辛しん抱ぼうだ。兄上が、きっとなんとかしてくださるはずだから」

　兄は、ちょこちょこと様子を見に来てくれる。

　兄によく言い含ふくめられているのか、襲芳舎に仕える人々も慎しん重ちようで、見知らぬ者は蟻あり一匹ぴきたりとも通さない厳げん戒かい態勢である。

　もうじき、すべての決着がつく。そうなったら、すぐに外に飛び出して、外気を思う存分この身に浴びると決めている。

　今はまだ、この隠かくれ家から恨うらめしそうに空を見上げることしかできない。

　けれど。

　じきに、紅くれない色に染まった野の分わきがやってくることを、少年は信じている。

「そうでしょう？　紅迅兄上」
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「……やはりここに居たな」

　尾び行こうしてきていた小こ者ものから知らせを受けたのだろう。

　堅かた苦くるしいのはごめんだと、紅迅はいつも身分にそぐわず、随身も先さき駆がけの供もつけずに歩く。

　その彼がいきなり赤狐堂の前に現れたりしたものだから、葉桜は度ど肝ぎもを抜かれて目を瞠みはった。

「主さま!?　どうしてここに」

　──お化け粧しよう済ませておいて良かった……！　本当に、良かった……！

　紅迅の邸やしきに戻るにしても戻らないにしても、とりあえず見た目を整えておいたほうがいいと言ったのは宵待だ。

　──さすが、宵待兄者！

「来い」

　紅迅は、驚きよう愕がくしている轟木や宵待たちには目もくれなかった。

　葉桜の手を摑つかみ、通りに止めていた牛ぎつ車しやの中に放り込む。

「主さま……!?」

「出せ」

　紅迅が牛飼い童わらわに一言命じると、牛車がすぐさま動き出す。

　葉桜には、履はき物を履く暇ひまも与あたえられなかった。

「何をなさいますの！」

　牛車の中に転がってしまった葉桜がなんとか姿勢を立て直して抗こう議ぎすると、正面にどっかりとあぐらをかいた紅迅が、冴さえ冴ざえと凍いてつくような眼差しで睨にらみつける。

「俺はそなたに、邸に逗とう留りゆうしろと言わなかったか？」

　じっと見み据すえられ、その眼まな差ざしの鋭するどさと深さにたじろぐ。

「…………わたくし、は」

　一度言葉を切り、ゆっくりと続ける。

　ここで退ひくわけにはいかない。

　咲染御前は客の男と対等に渡り合う大人の女だ。

　気け圧おされたり、怯おびえてしまうなど──あっていいわけがない。

　ぎしぎしと、牛車が揺ゆれる。

　誰が乗っているのかわからないように紋もんのついていない網あ代じろ車ぐるまをわざと使っているが、設しつらえは豪ごう勢せいだった。袖そでや立て板には漆うるし細工で絵を描かき、前後に垂らした簾すだれも丁てい寧ねいな仕立ての、質の良いものを使っている。

　葉桜は、高こう慢まんに顎あごを上げた。

「わたくしに命令できるのは、わたくしだけですわ」

「強気なのはよいが、時と場合による」

　凄すさまじい怒いかりを押し殺しているのか、紅迅の口調は平へい淡たんだった。いつもの洒しや脱だつな軽けい妙みようさが消え失うせている。

　あまりに冷たい言い放ち方で、思わず葉桜の背筋が寒くなる。

「聞き分けのない仔こ猫ねこには、躾しつけをしてやらねばなるまい」

　その次の瞬しゆん間かん、牛車の車箱の中に聞き慣れない音が走った。

　布の、勢いよく裂さける音だ。

　──何で、そんな音がするの？

　一いつ瞬しゆんの出来事で、状じよう況きようを把は握あくするまでにしばらくかかった。

　空気が素す肌はだにひやりと触ふれて、ようやく葉桜は、自分の装しよう束ぞくが引き裂かれたのだということを悟さとった。

「主さま!?」

「身体からだを検あらためる。外に出たとあれば、どこで誰だれと接せつ触しよくしていたのかもわからぬ」

「どういうことでございますっ!?」

　紅迅は、葉桜の悲鳴じみた叫さけびなど意にも介かいしていないようだ。

「あの異母兄たちのことだ。どうせ、俺がそなたを贔屓ひいきにしていることくらいはすでに承知のはず」

　紅迅がなにを言っているのかわからない。

　装束を胸むなもとから引き裂かれ、眩まぶしいほどまろやかな肌はだが露あらわになる。水すい干かんの下に下着代わりの肌はだ小こ袖そでと単衣ひとえを重ねてはいたが、それすら破られ、乱暴に取りのけられる。

　緋ひ色いろの袴はかまはかろうじて無事だが、頼たよりないほど小さな肩かたから胸にかけてが剝むき出しになった。

　網代車の中なので、もし簾が風に吹ふき上げられたりしたら、葉桜のあられもない姿が町中に丸見えになってしまう。

「何をなさいますの！」

「暴れるな」

　腰こしに結ゆわいた袴の紐ひもまで躊ちゆう躇ちよなく解ほどかれそうになり、片手で胸を咄とつ嗟さに覆おおい隠した葉桜は、もう片方の手で、青年の頰ほおを張り飛ばした。袴を解かれてしまえば、一糸まとわぬ姿になってしまう。

　──もう我が慢まんできないわ！

　当然、手加減などしない。する必要性も感じない。

　葉桜程度の力では紅迅を弾はじき飛ばすどころかよろめかせることもできなかったが、それでも一瞬動きを止めさせる程度の威い力りよくはあったらしい。

　葉桜は怒りに頰を紅潮させて叫んだ。

「不ぶ躾しつけにも、ほどがあります！　まずはその訳をお話しくださいませ！　理由如何いかんによっては、金輪際、もう二度とお目にかかりませんっ！」

「抗あらがうな！　そなたに毒が仕込まれていないか確かめるだけだ！　万が一毒に触れるようなことがあれば、あとで苦しむことになるぞ！　先日の藍清のこともある。油断はできぬ」

「藍清、さま……どなたのことですの？」

「弟だ。先日刺し客かくに襲おそわれて、危あやうく命を落とすところだった。そなたにも刺客が差し向けられているはずだ。どこであろうと油断はできぬ。何を仕し掛かけてくるかわからぬ輩やからだ。調べるに越こしたことはない」

　思いがけないことを言われて、葉桜は一いつ瞬しゆん抵てい抗こうを止やめた。

　──もしかして、私に、毒を仕込まれていないかどうか心配しているのかしら。

　そのたびに装束を破かれたのではたまらないが。

　──弟宮さまに手出しされて、頭に血が上っているんだわ。

　だとしたら、葉桜のするべきことはただひとつ。

　すっと深く息を吸いこみ、腹の底から声を出す。

「しっかりなさいませ！　なにか事情があるのでしたらご説明をなさいませ！　納なつ得とくしたら、一いつ切さい抵抗は致いたしませんわ！　毒よりも何よりも、今の主さまのお振ふる舞まいのほうが恐ろしゅうございましてよ！」
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　葉桜が一いつ喝かつすると、紅迅がはっとしたように息を吞のんだ。

　狭せまい牛車の中では、白い肩を剝き出しにされた白しら拍びよう子しが、きっ、と紅迅を睨み上げていた。

「お気の済むまでお検めくださいませ。説明はその後で結構ですわ」

　華きや奢しやな軀からだのあちこちに手を這はわせ、毒を塗ぬった針を仕込まれがちな袖の袂たもとや襟えりぐり、裾すそまで念入りに確かめる。

　少々荒あらっぽい手つきになったのは仕方ないが、白拍子はそれに対して文句を言わなかった。ただ、紅迅が安あん堵どのため息をついて手を下ろすまで、じっとしていた。

　もしこの眩まばゆいほどに白い肌にひとつでも傷がついていたらと思うと身が燃え盛るほどの怒りに駆かられたが、紅迅が見る限り、どこにも異変はなかった。

「……大事ないようだ」

　紅迅が落ち着いた様子なのを見計らって、葉桜ははだけられていた着物を肩まで引き上げた。破れてしまっているが、まあ、肌を隠かくせないこともない。

「代わりの衣きぬは邸で用意させる」

　紅迅の態度がいつものように戻もどったので、言いようもないほどほっとした。紅迅に暴走されたら、逃にげ切る自信がない。

「外にいるとき、誰ぞそなたに話しかけてはこなかったか。答えよ。これは重要な問題だ」

「知り合いにしか会いませんでしたわ。わたくし、赤狐堂さとに戻っていただけですもの」

「邸から出るなと言った。何故なぜ出た」

　紅迅の追及は執しつ拗ようだった。

　──まるで、小さな子供にまとわりつかれているみたいだわ。

　葉桜を姉か母のように慕したってくる弟妹たちは多い。幼い子供ほどいつも一いつ緒しよにいたがり、離はなれようとすると全身で引き留めてくる。

　今の、紅迅のように。

　とりあえず乱された装束を引き上げて素肌を隠すと、背後から紅迅が覆い被かぶさるようにして腕うでを回してきた。

　──答えない限り、解放してくれそうにないわね……。

　それでも、本当の理由は言えない。

　す、と人差し指を伸のばして、紅迅の唇くちびるにそっと触れる。

「紅」

「何だ？」

「紅が、切れてしまって」

「紅だと…………？」

「どうしても、欲しかったんですもの」

　紅がなかったのは本当だ。噓うそをつくのは下手だから、葉桜はあらかじめ外出する理由を作っておいた。

　にっこりと微笑ほほえむ。

　咲染御前の微笑みは、あまたの男たちの心を甘く蕩とろかす。

　自分というものをしっかりと持って芯しんが決してぶれないから、咲染御前は男性に媚こびを売らない。誇ほこり高く、そして時に無む邪じや気きでさえある。

「咲染をご贔屓にしてくださる主さまのために、綺き麗れいに身み繕づくろいしたかったんですもの。新しい紅をたっぷりと差して、ほら……こんなふうに」

　ふっくらとした小さな唇を、爪つま紅べにで染めた指先で指し示す。

　可愛かわいらしい造作をしている少女が艶なまめかしいしぐさをすると、秋を司つかさどる竜たつ田た姫ひめのように芳ほう潤じゆんな、抗いがたい魅み力りよくがあった。

「竜田姫の染める紅くれないよりも鮮あざやかな紅で唇を染めて、主さまとお喋しやべりしとうございましたの」

　貝かい殻がらに詰つめて売られている京紅は紅の中でも最高級品でなかなか容易に手が出せる代しろ物ものではないのだが、葉桜たち白拍子は紅は京紅しかつけない。

　やはり他ほかの品とは質が違ちがうようで、錦にしき市場で売られている紅は色が良いのだ。

　真新しい紅を塗った葉桜の唇をじっと凝視みつめた紅迅が、ふ、と険しい表情を解く。

「紅くらい、使用人に一言言えば済む。今後、俺の許可なく外出することは許さぬ。わかったな」

「……ええ」

　すなおに頷うなずくと、紅迅はようやく満足そうな表情になり、葉桜の肩かた先さきに顔を埋うずめるようにして小さく小さく呟つぶやいた。

「すまぬ。……取り乱した」

　──あんな派手な予告状を出したくせに、どうして私のことを心配するのかしら。

　先に人ひと払ばらいしてあったのか、他に誰だれもいないことがせめてもの救いだった。

　紅迅のこんな気弱な調子の声など、耳にしたことがある者は少ないだろう。

　誇り高い、自尊心の高い青年だ。

「そなたは今後、拉ら致ちされて脅おどしつけられたり、謂いわれもない罪を着せられて罰ばつせられるやもしれぬ。そなただけではなく、身内や知り合いもだ。俺が気に入ったということは、そういうことでもある。だから邸やしきから出るなと告げた」

「……わたくしは竹の中に閉じこめられて、囚とらわれ人になってしまいましたのね？」

「案じることはない。俺が、そなたを守り抜ぬく」

　着き替がえはそのあとすぐに調ととのえられたが、翌朝になって葉桜のもとに、数年かかっても使い切れないような極ごく上じようの紅が文字通り山のように届いて、葉桜は思わず笑ってしまった。

「……あの人がどこか憎にくめないのは、こういうところがあるせいかしら」
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　紅迅の邸に葉桜が逗とう留りゆうして、数日が経たった。

「これが節刀だ。美しい太刀たちであろう？」

　紅迅がそう言って座ったまま、鯉こい口ぐちを切って刀を抜く。

　溢あふれるように零こぼれ出た白刃の煌きらめきが、葉桜の目を射た。

　まるで、鏡で太陽の光を映したときのようだ。

　かすかに目を眇すがめて、高く掲かかげられた刀身を見上げる。

　毅き然ぜんと真一文字を描えがく線の美しい、水すい晶しようの柱のような刀だ。

　紙し燭そくの灯あかりが刀身に映って、ゆらゆらと揺ゆれる。

「これが、節刀というものですの……？　本当に、綺麗ですのね」

　じっくりとその太刀を見つめ、葉桜はぽそっとため息をつくように囁ささやいた。

　節刀の美しさに圧あつ倒とうされているのだろう。

　さもあらん、と紅迅は思う。

　この刀を眼めにしたとき、初めて感じ取るのは鋭するどさよりも美しさだ。芸術品のような美の集大成で、見る者を圧倒する刀である。

　節刀というものが何であるか、紅迅はことこまかに葉桜に教える。

　第一に、武力を示す象しよう徴ちようとしての刀であるため、実際には斬きれないよう刃はを潰つぶしてあること。

　元服の際に父ちち帝みかどから賜たまわったもので、大切に扱あつかっていること。

　節刀はこの国に一ひと振ふりしか存在しないこと。

「思い描いていたものとは、少し違いますわ」

「何が違う？」

「一点の曇くもりもなく透すき通るようで……人を斬る道具には見えませんわ」

「実際、斬るための刀ではないからな」

「そのようですわね」

「父帝からこの刀を賜ったときのことはよく覚えている。一言だけだが、お言葉があった。武芸に励はげむように、とな」

　女によう御ご腹の異母兄である第一皇おう子じ、澄すみ良よし親王の元服の際には、代々長男に受け継つがれている高価な瑠る璃り壺つぼの一揃そろえを賜ったという。唐から渡わたりの瑠璃壺は入手する方法が限られているため、よほどの身分と財産がないと所有することができない。

　澄良親王は成人したのちは帝の補ほ佐さ役としてこまごまとした政務を手伝うことが多いが、政務よりは狩かりのほうを好む。

　同じく異腹の、中ちゆう宮ぐう腹の第二皇子、覚さめ明あき親王が賜ったのは秘伝の書物だ。この皇子は頭脳明めい晰せきで実務に優すぐれており、刑けい部ぶの長おさとして采さい配はいを振っている。

　澄良親王には長男としての自覚を深めよ、覚明親王には次男として教養を深めて長男を支えよ、との意味合いがこめられているのは明白だ。

　そして、第三皇子に与あたえられた品は節刀だった。

　この刀はただの代物ではなく、この国のすべての武力を象徴する品である。

　そして紅迅は、元服すると同時に兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやに任命された。兄たちは名目上の地位を賜ってはおらず、これはいささかの問題となった。

　紅迅はもともと武芸全ぜん般ぱんを得意としている上に、兄たちより母親の身分が低い。

　東とう宮ぐうとなり将来帝てい位いを継ぐ可能性が低いことを考こう慮りよして、兄たちとひけをとらないようにという親心から与えられたのかもしれない。

　だが、節刀を賜ったということは、この国の武力を掌しよう握あくしたも同然だ。

　このことが、自尊心の高い兄たちの矜きよう持じをひどく傷つけたらしかった。

　紅迅が節刀を賜った後、それまで行き来もなかった兄たちは露ろ骨こつに嫌いやがらせを始めた。

　いずれ帝の地位を継ぐ東宮の御み位くらいは、今は空になっている。去年に帝の弟であった前東宮が病で亡なくなり、その喪もが明けても、父帝は新たな東宮を指名しようとしない。

　そのことで兄たちが焦しよう燥そうを募つのらせているらしいが──紅迅は、高みの見物を決め込んでいる。

「血筋は少々劣おとるものの長男である第一皇子か、一年遅おそく生まれてきた正室腹の第二皇子か──」

　東宮争いは、それぞれの母方の一族を含ふくめてそれこそ死し闘とうが繰くり広げられる。東宮として、将来帝位に就つくことができるかどうかで一族の繁はん栄えいが決まってくるのだから、ある意味当然の流れだ。

　血が流れる代わりに、政、駆かけ引きの能力が最大限に試ためされる。

　そんなものに加わるつもりのない第三皇子のことなど放っておいてほしいのだが、節刀を賜ったことで、帝てい位い継けい承しようの争いの渦うずに知らず知らずのうちに引きずり込まれてしまった。

「もともと反りが合わず、顔を合わせることさえ避さけていたのだが……」

　紅迅の声が低く小さく聞こえたが、葉桜はあえて聞こえていない振ふりをした。

　じっと息をひそめ、ただ黙だまって静かにそばにいて、空気を壊こわさない。

　こうやって、紅迅が考えごとをしているときに葉桜は決して邪じや魔まをしない。

　この細やかな気き遣づかいと、高こう慢まんな物言いの差が絶ぜつ妙みようだ。

　抜き身のままの節刀に、再度視線を移す。

　手入れを欠かさないので、鏡のように磨みがき上げられた刀身に細く彼の顔が映る。隣となりには、涼すずやかな美び貌ぼうの白しら拍びよう子しが心配そうに彼の顔を見つめている。

「斬れぬ刀など意味がない。だが、これは別格だ」

　軽かろやかな音を立てて、刀身を鞘に収める。

　鞘や柄つかには大きな宝玉を埋うめ込み、凝こった彫ちよう刻こくを施ほどこして飾かざり立ててあるが、やはり一番美しいのは白く輝かがやく刀身だ、と葉桜は思った。

　多分、葉桜と紅迅は考え方がよく似ている。

　斬れない刀に意味はない。宝石のように美しい刀になど用はない。

　切れ味の鋭さにこそ、刀の真価があるのだから。

「主上うえさまからの賜り物、だからですの？」

　そういう、権力めいたことに執しゆう着ちやくする性質には見受けられないのだけれど。

「父帝とはろくに言葉を交かわしたことがない。物心ついて以来、拝はい謁えつするときには父はいつも御み簾すの彼方かなただ。声もろくろく聞いたことがない」

　皇子皇女たちは、宮中で育てられることはない。

　大たい抵ていが母方の里邸さとに引き取られて大切に世話をされる。宮中で育つのは、かなり特とく殊しゆな例外を除いては、東宮に定められた場合のみだ。

　だから紅迅も、母の一族に世話をされて町中で育った。大臣の娘むすめではあるが、母は女御として入じゆ内だいできるほど身分が高くはなかった。

　女御として宮中に上がることができるのは、摂関家に連なる家いえ柄がらの姫ひめだけだ。

　紅迅にとって父親とは曖あい昧まいで、ろくろく声も確かめられない、霞かすみのような存在だった。紅迅が父親に向ける感情は親しみ深い愛情ではなく、さりとて憎にくしみでもないもっと複雑なものだ。

　その父親と彼とを繫つなぐものが、この節刀だ──たったひとつ、しっかりとした手て応ごたえのある品として。

「これだけは、奪うばわれるわけにはいかぬ。俺がただひとつ、この世で執着する品だ。だからこそ、節刀でなければ風子をおびき寄せることはできぬだろうな」

　ものに執着しない質たちであることは、風子の少女によってすでに知られている。

　だからこそ、内外ともに紅迅が執着せざるを得ない、秘蔵の品を持ち出すことに決めたのだ。

　邸やしきで一番格式の高い寝しん殿でんの、もっとも栄はえある場所に刀置き台を据すえてある。

　刀置きに使っているのは牡お鹿じかの大きな角で、そのまま刀置き用に加工してあり、勇ゆう壮そうながらも慈いつくしみの感じられる品だった。

「この俺が、これほどまでに大切に扱っている刀だ。風子もさぞやりにくかろうよ。まあ予告状を出すだけで怖おじ気づき、盗ぬすみ出すことができぬなら、それはそれで俺としては構わぬが……それでは、義ぎ賊ぞくの名が泣くというものであろうな」

「そうですわね」

「予告状だけを出し、いざというときに雲くも隠がくれでは、さぞ都で笑いものにされることであろう。良い気味だ」

「……そうですわね」

「俺は逃にげも隠かくれもせぬ。節刀を盗みたいというのなら、やってみるがよい」










「やってみろというのならやってやるわよ。やってやろうじゃないのよ……！」

　自由に使うようにと与えられた西の対の部屋に戻もどり、葉桜はいつもの習慣で長い鬘かもじをむしり取ろうとした。仕事が終わったら、この長い黒くろ髪かみはいつもすぐ外すことにしている。

「あ。……うっかり、外しちゃうところだった」

　慌あわてて、鬘にあてがっていた指を放す。

　己おのれの無意識の迂う闊かつさに舌打ちする。

　いらいら、むかむかが収まらなくて、爪つめを嚙かみたくなるのを必死に我が慢まんする。

「だめだめ、いつ誰だれが部屋に入ってくるかわからないんだから」

　この邸の使用人たちは、こちらから呼ばない限りは絶対に部屋に入って来ないが、それでも警けい戒かいするに越こしたことはない。

　紅迅の邸に逗とう留りゆうする間、鬘は取らないし、普ふ段だんから咲染御前として注意深く振る舞まうつもりでいる。それに関しては、轟木や宵待からも、くれぐれもぼろが出ないようにと念を押された。

　絶対に、葉桜としての素すは出さない。

『おまえは思い込んだら一直線で、止とどまるということを知らない猪いのしし娘むすめだからね。一度立ち止まってよく考える癖くせをつけなさい。そうでないと父は心配で心配で、胃に穴が空きそうだよ』

　くどいほどに繰り返し言い聞かされた言葉を思い返す。心配を、二度繰り返された。

「……わかっているわよ、轟木父者」

　手慣れたしぐさで白拍子の装しよう束ぞくを解きながら、小さな唇くちびるは延々文句を言いっぱなしだ。

「あそこまで虚こ仮けにされて、黙っていられますかっての！　自分で盗めって言ったんでしょ、だったら盗んでやるわよ」

　風子は、紅迅の思う壺つぼにはならない。

　貴重な節刀を奪っても、金子目当てに売り払はらったりなんかしない。

「一度盗んで鼻をあかした上で、叩たたき返してやる……！」

　紅迅に、風子がただの盗とう賊ぞくではないことを見せつけてやるのだ。

　命をかけた信条と誇ほこりを貶おとしめられて、黙って引き下がるなんて絶対にごめんだ。葉桜だけではなく、轟木や宵待、立橘──葉桜にとって大事な人たちすべてが侮ぶ辱じよくされたのだから。

　化け粧しようも手早く拭ふき取って寝ね間ま着きの単衣ひとえ一枚になり、褥しとねの上にころんと転がる。

　透すかし彫ぼりの入った天てん井じようの梁はりを睨にらみ上げる。

　やはり、紅迅とはわかりあえない。理解することは不可能だ。

「見てなさいよ、あんちくしょう……！」
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　夜が更ふけて、人は皆みな寝ね静しずまっている気配だった。

　ため息をついて、寝ね返がえりを打つ。

「……ふう」

　更さらにため息をついて、寝返りをもう一度。

　寝ね床どこの上をころころ転がっていた葉桜は、苛いらついたように目を開けた。

「──全然眠ねむくならない。まったくもう……！」

　身体からだはちゃんと疲つかれていて、だからいつもならすぐに眠れるはずなのに。

　頭の奥底がどうにも冴さえて、休息する気になれないようだ。

　原因はわかっている。

　──ここは、赤狐堂じゃないから。

　初日は酔よいが回っていたせいですぐに泥どろのように眠れたが、元来知らない場所で眠るのは苦手だ。

　真新しく調ととのえられた寝ね床どこ畳だたみはやわらかくて良い匂においがしたし、沈じんの枕まくらなんて高価な品には慣れてはいないが、決して寝ね心地ごこちは悪くない。

　敷しき布ふは真っ新さらで清潔だし、よく眠れるようにと焚たかれた空そら薫だき物ものもほど良く香かおりが練れてやわらかく、部屋の中は暑くも寒くもない。なにからなにまで完かん璧ぺきだ。

　それでもなかなか寝ねつけないのは、心が緊きん張ちようしているせいだ。

　──皆みんなの声も、気配もしない。轟木父者の笑い声も、宵待兄者や立橘たちの賑にぎやかな声も聞こえない……。

　静かすぎて、暗くら闇やみが少し怖こわい。

　暗闇は苦手だが、他人の家いえ屋や敷しきで、夜中紙し燭そくを灯ともしているわけにはいかない。大おお殿油となぶらは貴重品だし、万が一火災にでもなったら大ごとだ。

　ちらっと格こう子し越ごしに外の様子を見やり、ばふっと掛かけ布ぶ団とんを足で蹴け飛とばす。

「……こういう時に限って、曇くもってるんだから……！」

　せめて雲が薄うすければ、月明かりや星明かりで多少ましだったものを。

　馴な染じみのない室内で過ごす、ひとりきりの夜ほど気き詰づまりなものはない。

　何度も何度も寝返りを打ち、連日寝不足の葉桜の意識はようやく、浅い眠りの中へと漂ただよっていった。










　思い返すのはいつも、あの夜だ。

　──また、あの夢だわ。

　夢を見ながら、どこか冷静に葉桜はそう理解する。

　これまでに、何度か同じ夢を見たことがあるからわかる。

　記き憶おくの中に刻み込まれた深い傷きず痕あとは普段は意識の奥底に沈しずんで眠っているが、葉桜がなにか刺し激げきを受けるたびに浮うき上がり、夢の形を取ってまざまざとその傷痕を見せつける。

　まるで、忘れることは許さない、という呪じゆ縛ばくのように。

　真っ暗な部屋だったことだけは今でも鮮せん明めいに覚えている。

　ふと目を覚ました幼い葉桜は、何故なぜ自分が見知らぬ場所でひとり眠っているのか、理解できなかった。

　数えで三つの齢としだったと思う。

　十三年前の冬の記憶だ。

「父さま……？　母さま……？」

　父母と死に別れたその直後の夜。

　幼さゆえか、葉桜は両親の死をいまひとつ理解できずにいた。

　もしくは、無意識のうちに現実を拒きよ否ひしていたのかもしれない。優やさしい両親を一いつ瞬しゆんで失ったことを、どうしても心が受け入れられなかったのかもしれない。

　轟木は両親の血を浴びて血だらけになっていた葉桜の顔をあたたかなお絞しぼりで優しく拭ぬぐい、両親の姿を捜さがして泣き続ける葉桜が眠るまでそばにいてくれた。

　でも今は、ひとり。

　なにも見えない真っ暗な闇やみの中で、ひとり。

「……っ、いやあーっ！」

　悲鳴が口を衝つく。

　すると、ばたばたという足音と共に、おとなびた顔つきの少年が姿を現した。

　手には紙燭を持っている。

「目を覚ましたか。少し待っていろ。灯りをつけてやるから」

　そこがどこだったのか、葉桜は覚えていない。生まれは都ではなかったことは覚えているから、その付近の旅籠はたごか何かだろうか。都よりももっと雪の深い土地だった。

　宵待がてきぱきと室内に灯りを灯し、少し困ったように葉桜のそばに腰こしを下ろす。葉桜は寝床の上に座りこみ、青い顔でがたがたと震ふるえていた。

「父さまは……？　母さまは、どこ……？　母さまぁ……!?」

　宵待は、なにかをこらえるようにぐっと唇を嚙かみ締しめる。

　親を亡なくした子供の叫さけびほど、悲痛なものが他ほかにあるだろうか。

　宵待自身も親を亡くした子供だ。今の葉桜の気持ちは痛いほどよくわかった。同時に、己の心の傷もしくしくと痛み出すのを抑おさえることができない。

「ああ宵待、すまないね。この子の身寄りがいないかと思って、ちょっと相談しに行っていたものだから」

　轟木も急いで戻もどって来て、涙なみだも流せずに怯おびえている幼い少女を見て、痛ましそうに顔をしかめる。

「おいで」

　苦しそうな顔をしている宵待の頭をくしゃっと撫なでると同時に、もう片方の手で葉桜をひょいと抱だき上げる。葉桜は引き攣つれるような変な呼吸を繰くり返して、ひくひくと身体が痙けい攣れんしていた。

　それを落ち着かせるように、轟木は懐ふところに幼子を抱き締めてぬくもりを伝える。

「大だい丈じよう夫ぶだ……大丈夫。ここは安全だ。もう大丈夫。怖がらなくていいんだよ」

　雪の深い夜だった。宵待がせっせと火ひ鉢ばちの火を起こす。

　轟木や葉桜が凍こごえないように。

　轟木は葉桜が眠りに落ちるまでずっと優しくあやし続け、葉桜は眠りに落ちても轟木にしっかりとしがみついて、絶対にその手を離はなさなかった。

　その夜から、葉桜は暗闇の中でひとりで眠るということができなくなった。

　取り残された感じがするから。

　あのときの絶望が、まざまざと蘇よみがえる気がするから。

　──赤狐堂で眠るときには大たい抵てい誰だれかの気配がするし、暗くても手て燭しよくとかを必ず近くに置いておくから安心できるんだけど……。

　夢はいつもここで途と切ぎれる。

　もう朧おぼろ気げにしか覚えていない両親の顔をなんとかして夢で見たいと願っても、それは叶かなわない。嚙み締めるのは哀かなしみだけ。

　この夢を見るのはいやだった。でも、この夢にしか両親の記憶がない。

　そのことが、葉桜の心をひどく傷つけていた。

　傷口は塞ふさがりきらないまま、誰にも言えずに、癒いやされることなく残っていた。










　雲がゆっくりと流れて、隠かくれていた月が次し第だいに姿を現していく。

　星も降るように瞬またたいて、灯あかりひとつなくてもうっすらと仄ほの明るい。

　もっとも、紅迅は暗闇でも夜目が利きくので、深しん淵えんのような闇でもたいして苦労はしないのだけれど。

　苦しそうに小さく呻うめいた葉桜が、なにかから逃のがれようとするかのように不意に身み動じろぎしたので、気配を忍しのばせていた紅迅は少し驚おどろいた。

　葉桜を置いている部屋は客人用の部屋だが、必要な調度類は調ととのえてある。

　衣い桁こうに女物の衣きぬではなく水すい干かんがかけられているのが、彼女らしかった。

　紅筆に柘植つげの櫛くし、小さな手鏡に桃もも色いろ染めに鈴すずを縫ぬいつけた、可愛かわいらしい懐かい紙し入れ。

　鏡台の前に、こまごまとした化け粧しよう道具が置いてあるのが紅迅にとっては物もの珍めずらしい。香こうよりも白粉おしろいの匂いのほうが勝まさっているのも、いかにも白しら拍びよう子しの部屋らしかった。

　ちょっと様子を覗のぞきに来てみただけなのだが、長い黒くろ髪かみを枕の上に散らすようにしてすでに寝ていた白拍子は、どう見ても健すこやかな眠ねむりにいるとは思えない様子だった。

　白い額に、軽く汗あせをかいている。

　それだけではない。

　化粧を落として、意外なほど幼い寝ね顔がおの目の端はし。

　長い睫まつげに絡からまるようにして涙が溜たまっているのが見えて、思わず紅迅は葉桜を揺ゆり起こしてしまった。

「……どうした」

　葉桜は、今まで本当に眠っていたのかと思うほどの早さでぱっちりと目を覚ました。ひどく疲つかれたように深く息を吐はき、それからすぐそばにいる紅迅に驚いて身を起こす。

「まあ、主さま…………？」

　警けい戒かいしているわけではなく、かといって褥しとねに迎むかえ入れるわけでもなく。

　本当に、どうしてここに紅迅がいるのかと、純じゆん粋すいに驚いているらしかった。

　無む垢くなあどけなさを感じ取って、紅迅は小さく笑いながらも苦しい言い抜ぬけをした。

　まさか、彼女のことを完全には信用していないから様子を探さぐりに来たのだとは言えない。

「たまたま通りがかったら、苦しそうな様子だったので起こした。具合が悪いなら薬湯を持たせる」

「いいえ。いやな夢を見ていただけですわ」

　葉桜は寝ね間ま着きの袂たもとを持ち上げ、さりげなく素す顔がおを隠そうとする。

　極きわめて鷹おう揚ようなしぐさで、紅迅に対する警けい戒かい心しんは感じられなかった。

「月が、出ていますのね」

　そう言ってやわらかに微笑ほほえむ葉桜の表情がひどく悲しげに見えて、今にも溶とけて消えてしまいそうに儚はかなくて。

　紅迅は思わずこう言っていた。

「寝ねつけなくて困っていたところだ。寝ね酒ざけを付き合え」

　葉桜をこのままひとりで寝かせる気には、どうしてもなれない紅迅が、手て振ぶりで盃さかずきを干すしぐさをしてみせた。




　紅迅が取り乱すほどに恐おそれていたことは、その翌日に起こった。
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「貝の羹あつものが参りましたわ」

　奥座ざ敷しきから続く障子がそっと開かれたのを見て、葉桜はすっと優ゆう雅がなしぐさで立ち上がった。

　この邸やしきの料理人は腕うでが良く、季節ごとに旬しゆんのものを多く取り入れて彩いろどり豊かで、なかなかに美味な料理を饗きようする。

　普ふ通つうの家のように予算に上限がない分、存分に腕を振るえるらしい。

　朝晩はもうかなり涼すずしくなってきたから、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡わたる羹には良い時季だ。それに貝の滋じ養ようは、酒飲みの身体からだにとても良い。

　膳ぜんを運んできていた使用人から食事の載のった膳を受け取り、目の辺りに高く掲かかげて紅迅の前まで運ぶ。

　そんな葉桜のしぐさのひとつひとつを、紅迅は観察するように眺ながめていた。

「お給きゆう仕じ仕つかまつります」

　いつものように給仕をしようとすると、紅迅が不思議そうに首を捻ひねる。

「そなたも一いつ緒しよにどうだ。そういえばそなたは、俺の前で食事を摂とろうとしないな」

　葉桜は、紅迅と一緒に食事は摂らない。酒は付き合うが、食事は大たい抵てい座敷に呼ばれる前に軽く済ませておくことにしている。

　親しい人や家族とならともかく、宿敵と認にん識しきしている相手と同じ釜かまの飯を分かち合う気にはなれない。

「まあ、ご存じありませんでしたの？　わたくしは実は、花はな露つゆの化け身しんですのよ。霞かすみを食べて生きておりますから、お食事は必要ありませんの」

　葉桜のお伽とぎ噺ばなしめいた戯たわむれに、紅迅も軽口で返す。

「霞？　そなたの主食は酒であろう？　さすればそなたは酒の精か。なるほど、強いのも頷うなずける」

「お酒はいつも咲染の唇くちびるに触ふれると、花の甘い蜜みつに変わっておりますのよ」

「ぬけぬけと……そなたを酔よい潰つぶそうとする男は命がけだな」

　次いで運ばれてきた三重の膳を広げ、紅迅の好みそうな惣そう菜ざいを少しずつ、取り皿に取り分ける。料理にはどれも毒見をした痕こん跡せきが残っていて、最初のころは葉桜も戸と惑まどったものだ。

　高貴な身分の人が口にするものには、必ず毒見をしなければならない決まりがあるらしい。

　不便なものね、と葉桜は思う。

　炊たきたてでほかほかとした白飯が好きなので、美しく盛りつけた白飯が少し冷めている感じなのが気の毒にすら思える。

「どうぞ。召めし上がれ」

　取り皿を紅迅に渡そうと持ち直したところで、葉桜は指先にかすかな痛みを感じた。

　──何……？

　葉桜の動きが一いつ瞬しゆん止まったので、紅迅も目ざとく異変に気づく。

「どうした」

　寛くつろいでいるように見えても、紅迅の反応は過か敏びんなくらいに早い。神経が野生の獣けもののように常に研とぎ澄すまされているのか、それともなにかに警戒しているのか。

「いえ、指がちょっと……」

　取り皿の糸底が欠けてでもいたのだろうか。そこにちょっと指が引っかかって、切れてしまったようだ。

　白い人差し指の腹に、筆で一刷はきしたかのように一条、赤い血が滲にじみ出る。

　軽く考えていた葉桜とは違ちがい、紅迅は葉桜の指にぷっくりと浮うかんだ血を目にするなり、惣菜が引っ繰くり返るのも気にせず乱暴なしぐさで取り皿を裏返した。

　糸底に仕込まれていた小さな刃は物ものを見つけ、目め尻じりを険しく吊つり上げる。

　毒仕込みの刃やいばだ。

「おのれ、またしても……！　もう容よう赦しやはせぬ……！」

　皿を床ゆかに叩たたきつけ、紅迅は葉桜の手を取った。

「主さま、何を……？　お放しくださいませ。そんなにきつく摑つかまれたら、痛い……！」

「動くな」

　そう言うなり、細く華きや奢しやな手首をきつく摑んで血の流れを止める。

「早く血を止めておかないと、毒が回る。最悪の場合は指を失うことになるぞ。俺はもう二度と、女によ性しようが毒にのたうちまわって苦しむさまは見たくない！」

「毒……!?」

　葉桜が驚いている隙すきに紅迅は己おのれの髪かみをまとめていた組み紐ひもを解き、葉桜の手首に手早く巻きつけてきつめに縛しばりながら声を上げる。

「あれほど徹てつ底ていしていたというのにまったく、きりのない……！　おい！　誰だれかいるか！」

　大きな声で呼ばわると、邸の使用人よりも先に星影が姿を現した。

　邸の中でも、紅迅の声に慌あわててやってくる女によう房ぼうたちの足音が聞こえる。

「どうかなさいましたか？」

「また羽虫だ」

　紅迅が短く告げて、顎あご先で葉桜を指し示す。

　止血した葉桜は、いまいち状じよう況きようが摑めない。周りの尋じん常じようではない緊きん迫ぱく感かんに押されて、戸惑ったように視線をさまよわせている。

　瞬しゆん時じにして顔を強こわ張ばらせた星影は、無む駄だ口ぐちを一いつ切さい叩かずに訊たずねた。

「御おん身みにお怪け我がは」

「ない。だが咲染が傷を負った」

「食事の膳を運んできたのは誰ですか。最近新しい人間を雇やとい入れるようなことは？」

「いや……この邸に仕える人間は皆みな身元の確かな者ばかりだ。大方、途と中ちゆうで細工をされたんだろう。まだ犯人がどこかに潜ひそんでいるかもしれぬ。行け」

「承知」

　筋金入りの武官が、ぱっと身を翻ひるがえす。

　そこまでの流れがあまりに的確で素す早ばやすぎて、葉桜は言葉を挟はさむ隙がまったくといっていいほどなかった。

　ただ指先がじんじんと痺しびれて痛い。熱くはなく、むしろ止血しているせいで血の気は引いている。

　どうやら毒を使われたというのはあながち大おお袈げ裟さなことではないらしい、とどこかぼんやりと考える。

　──それにしても、お邸の人間の身元が全員確かって……ものすごい厳げん戒かい態勢！　うっかり女房になって紛まぎれ込もうなんて考えたら、すぐさま捕つかまるところだったわ……！

　邸の雑用を取りまとめる家けい司しも飛んできて、事情を確認するなりすべての使用人たちに指示を飛ばす。

「皆を一いつ箇か所しよにまとめて、いつどこでどのように隙が生じたのか、ただちに調べさせます。わたくしどもの手落ちでございます。誠まことに申し訳ございません」

　さすがに皇子みこの邸ともなると使用人にも教育が行き届いている、と感心しかけたが、葉桜はすぐに気づいた。

　──毒を盛られることに、この邸の人間すべてが慣れているんだわ。だからこんなにも冷静に、騒さわぎ立てたりすることもなく、素早く動けるんだ。

　毒を盛られ慣れているとはまた、なんと凄すさまじい状況だろうか。

　平和とはいえない暮らしをしている赤狐堂でも、これほど物ぶつ騒そうな状況には滅めつ多たにならない。それだけは誓ちかってもいい。

　斬きり合い殴なぐり合いは日常茶さ飯はん事じだが、毒なんて陰いん湿しつなものを用いられたことは一度もない。

　──この人、いったい何なの？　一体どうやったら、こんな境きよう遇ぐうになるわけ!?

　またしても、紅迅のことがわからなくなる。本当につかみ所のない青年だ。

「血止めの塗ぬり薬をお持ち致いたしました」

「俺がやる。抜ぬかるな。必ず手合いの者を炙あぶり出せ。このようなふざけた真似まねをしたことを、末代まで後こう悔かいさせてやる……！」

　紅迅の怒おこりようは並なみ大たい抵ていではなかった。

　それが葉桜には、何故なぜか紅迅が泣いているようにも見えた。

　──さっきも、聞き捨てにはできないことを言っていたようだし。

　きっと、以前誰か親しい女性相手に毒を盛られたことがあるのだろう。

　──それなら、先日のあの怒りっぷりも納なつ得とくできるわ。

「かしこまりました」

　家司が持ってきた小さな薬やつ壺こを受け取り、紅迅は葉桜の手を取った。

　こういうふうに真しん剣けんそのものの眼まな差ざしをしていると、紅迅はいつもの退たい廃はい的な雰ふん囲い気きが綺き麗れいさっぱり消えてしまう。節刀よりも鋭するどい、抜き身の刃そのもののように俊しゆん敏びんな空気が張りつめる。

「毒を抜く。おとなしくしていろ」

「でも、一体どうやって」

　それ以上続きを言うことはできなかった。

　紅迅が葉桜の指に躊躇ためらうことなく舌を這はわせ、きつく吸い上げる。

　もっとも原始的な方法で毒抜きをしようとしていることに気づいて、葉桜は高く声を上げた。

「お止やめくださいませ、主さま！　このようなことを、わざわざ主さまがなさる必要はございませんでしょう？　わたくし、もう大だい丈じよう夫ぶですわ。もう血も止まりましたし、あとは自分で消毒しておきますから」

　皇子たる紅迅のすることとは思えない。こういうとき身分の高い人間は、誰かを呼びつけて処置をさせるものだ。

　──万が一にでも自分の体内に誤って毒が入り込んだりしたら、どうするつもりなの……！

　紅迅はあとずさって逃にげようとする葉桜の手をしっかりと摑んだまま、傷口から顔を上げ、傷口から絞しぼり取った血を広げた懐かい紙しの中に無造作に吐はき捨てた。

「動くな。たいして強い毒ではない。すぐに血の回りを止めたから、こうして毒を吸い出しておきさえすれば問題ない。だが処置が遅おそければ指が壊え死ししたり、最悪心の臓にまで回る。吸い出す際に少々痛むかもしれぬが、それは耐たえよ。しばしの辛しん抱ぼうだ」

　再び、熱い舌先が指の傷に這わされてゆく。血を絞り出される痛みは確かにあったが、それよりも羞しゆう恥ちの方が強かった。

　精せい悍かんな皇子の肉厚の舌が、葉桜の指先に這わされる。

　町中でちょっと擦すれ違う猫ねこたちが挨あい拶さつ代がわりに嘗なめてくるのとは全然違う。

　葉桜の指にきつく吸い付き、血管から毒を吸い出す。

　紅迅はそれを何度か繰り返した。

　そのたびに葉桜は紅迅の唇くちびるの感かん触しよくと息遣づかい、そして舌の熱さを知ることになり、耳まで赤くなってしまった。

　──毒抜きしてくれているだけなのに、どうしてこんなに恥はずかしいの!?

　紅迅の舌は、ひどく大切なものを慈いつくしむように触ふれる。

　あまりに恥ずかしい思いをすると、人間、言葉どころか声すら出なくなるものらしい。

　葉桜は解放されるまでの間、手た繰ぐり寄せた袂たもとに顔を埋うずめてじっとしていた。

　やがて、紅迅がほっとしたように小さく息を吐く。

「これでもう大事ない」

　傷口を使用人に運ばせた水すい盤ばんの水で洗い清めたあと最後の仕上げに血止めの薬を塗って、ようやく終しゆう了りようした様子だ。

　紅迅にずっと摑まれていたせいか、手は冷たいどころか逆にひどく熱い。

「ありがとう、存じます」

「否いな、そなたを巻きこんでしまった俺の責任だ」

「主さまが毒を仕込んだわけではございますまいに。それに、たいした傷ではありません」

　ひらりと手首を返してみせる。

　それまで険しく逆立っていた紅迅の神経を、解きほぐそうとするかのように。

「……お食事が、すっかり冷めてしまいましたわね。新しいものを運び参らせましょうか」

　三つの膳ぜんに並べられた豪ごう勢せいな料理は、結局手つかずのままだ。これでは料理人が浮うかばれない。

「良い。食しよく欲よくがなくなった」

　毒を吸い出したあとの口を水で清めた紅迅が、珍めずらしく静かに首を振ふる。

　それも仕方ない反応だろうな、と葉桜は少々同情する。

　──だって、毒を盛った相手が狙ねらっていたのは明らかに私じゃなくて、紅迅さまだもの。

　毒を使われたことで受ける、精神的な打だ撃げきは誰だれだって大きいはずだ。

　こういう、極きわめて陰いん険けんな策を用いる輩やからに、紅迅は心当たりがあるようだった。

　怒いかりを胸中に秘ひめているのか、口調はひどく平へい淡たんで、静けさがかえって不気味なほどだ。

「異母兄あにたちの手の者だ。確証はないがな」

「主さまの、兄上さま方……？」

　大たい抵ていのことではもう驚おどろかない、と決めていた葉桜も、さすがに驚いて目を瞠みはる。

　──うちみたいに血の繫つながりがないわけじゃない、半分とはいえ血の繫がっているれっきとした兄弟じゃないの！

　絶句している葉桜に、紅迅が薄うすく笑う。どこか寂さびしげに。

「珍しいことではない。日常茶飯事だ。それゆえ邸やしきの内部には気を配るよう命じてあったのだが……時折、こうして不意を衝つかれる」

「とんでもないことではありませんか……！　罪もない人にこのような仕打ちをなさるなど」

　このとき葉桜が感じたのは義ぎ憤ふんだ。

　このやり口は陰険すぎる。

「あまり声を立てるな。この程度、向こうにとっては軽い嫌いやがらせに過ぎぬ。いつも、紛れ込ませてくる毒は致ち死し量にはならぬ程度の量だ。警けい戒かいするのにも飽あきてな。それに、俺が毒に身体からだを慣らしたほうが色々と便利だし手っ取り早い」

　あっさりと告げるが、毒に身体を慣らすというのは苦痛を伴ともなう鍛たん練れんのはずだ。

　微び毒どくをわざと取り込み、その毒性に耐えて徐じよ々じよに服毒する量を増やしていくのだ。

　体力があって健康な人間であっても、きちんと服用する毒の種類と量とを管理して、苦く悶もんに耐たえ忍しのばなくてはならない。

　──毒に慣れているのね。

　だから躊ちゆう躇ちよすることなく葉桜の傷口から毒を吸い出したのか、と合が点てんが行く。どんなに健康体でも、毒を口に含ふくむというのは危険な行こう為いだ。微び量りようにでも口内から取り込まれてしまうから、毒に耐たい性せいでもないととてもそんな真似はできない。

　そこそこ物騒な育ちをしている葉桜でさえ、本物の毒と相あい見まみえたのは今日が初めてだ。

　──宮中って、そんなことまでしなくちゃいけないところなの!?

「主さまは、兄上さま方とはお仲がよろしくはないご様子ですわね」

「長ちよう兄けいは女によう御ご腹、次じ兄けいは中ちゆう宮ぐう腹だ。身分の劣おとる更こう衣い腹の弟など、目め障ざわりなだけなのだろう」

　幼いころから宮きゆう廷てい内の行事などで顔を合わせるたびに厭いやみを言われ、階きざはしから突き飛ばされたり、ものを壊こわされたりした。

　それで黙だまって耐えるような性格ではないので、そのたびごとに全力で反はん撃げきしてしばらくは音おと沙さ汰たもなかったのだけれど。

「父ちち帝みかどより節刀を賜たまわったときから、一気に激化した」

　兄たちの焦しよう燥そうや状じよう況きようは、理解している。だからといって諾だく々だくと受け入れるつもりはないのだけれど、兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやとしての務めのいちいちに邪じや魔まをされ、政務に滞とどこおりが出るようになったのはいい迷めい惑わくだ。

　そのため、紅迅は仮面を着けることにした。

　放ほう蕩とう者で遊び好きな、政まつりごとになど興味のない仮面を。

　敵として認にん定ていできないほどの能なしだと思わせれば、余計な手出しはされなくなるだろうと踏ふんだのだ。

　紅迅にはここ数年というもの、どうしても身軽に動ける自由を確保しておきたい理由があった。

　異母弟の四の宮はまだ幼すぎて、身を守る術すべがない。中宮を母に産まれただけに、四の宮が紅迅以上に冷たいあしらいを受けるであろうことは想像に難かたくない。

　朝ちよう廷ていの争いに巻きこんで、自分と同じような哀かなしみを味わわせたくはなかった。

「この礼は、倍以上にして叩たたき返してやる。要いらぬ怪け我がを負わされたそなたの分も、きっちりと落とし前をつけさせてやろう」
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「猪いのしし娘むすめからの連れん絡らくは滞りないか？　元気にしているかな？」

　背後から不意打ちのようにして轟木に訊たずねられ、宵待は微み塵じんも動どう揺ようすることなく平然と答えた。

　ちょうど手にしていた葉桜からの連絡文ぶみを、背後からひょっこり顔を覗のぞかせてきた轟木に向かってぱらりと広げてみせる。

「来てますよ。父者。気配もなく人の背後を取るのはやめてくださいと何度言えば」

「だってお前は昔から、ちっとも驚いてくれないじゃないか」

　赤狐堂の夜は静かだ。

　養子の中にはまだ幼い子供も多いので──轟木は大家族となった今もなお、困っている捨て子を見かけると連れ帰ってくる──必然的に夜は早くなる。

　誰か大人がそばにいないと眠ねむれない暫ざん定てい末すえ娘むすめを独自の独創的な寝ね物もの語がたりで寝ねかしつけてきた轟木は、こきこきと首を鳴らした。

　轟木の創作物語は展開がはちゃめちゃでおもしろいが、刺し激げき的すぎてなかなか寝つけないという難点がある。

「幼子を寝かしつけると、どうも睡すい魔まに襲おそわれてしまっていけないねえ」

　赤狐堂の主あるじである轟木には、まだまだやることがたくさん残されている。

　宵待は、轟木が初めて保護した子供だ。

　轟木に庇ひ護ごされて初めて都へ足を踏み入れたころ、宵待は泣けない子供だった。

　流行はやり病やまいで両親が突とつ如じよ帰らぬ人となり、生まれ故郷の村人たちに、流行病を鎮しずめるための贄にえとして山奥に捨てられたのだ。

　自力で山の反対側に下りたところで旅の途と中ちゆうの轟木と出で逢あったとき、瘦やせ細った宵待の素す足あしは枝に引っかけたりひび割れて裂さけたりしてぼろぼろで、傷ついた茫ぼう洋ようとした目をしていた。

「行くところがないんだったら、うちに来るかい？　俺もね、家族がいないんだよ。きみが一いつ緒しよに来てくれたら、嬉うれしいんだけどね？」

　当時二十歳はたちを迎むかえたばかりだったという轟木は、無責任なのではないかと思うくらいあっさりと、気軽に宵待を拾った。だがその直後から始まった過保護と溺でき愛あいっぷりは、荒すさんでいた宵待の心を徐々に癒いやしていった。

　そして轟木に連れられて赤狐堂に来た宵待には、息つく間もないほど瞬またたく間に、血の繫がらない弟妹が増えていった。

　抱かかえる人数が増えれば当然費用がかかるようになったけれど、轟木の子供を拾ってくる癖くせはいつになっても治らない。

　不足のない衣食住を与あたえ、後日、亡なき両親のために心のこもった供く養ようもしてくれた恩を、宵待は決して忘れない。

「知っているでしょう。俺は、驚いたりするのは苦手なんですよ」

「つまらない。お前が派手に驚いて飛び上がってくれるまで、何度だって背後を取ってやるからな」

「無む茶ちやな要求をしないでくださいよ……」

　それはそうと、と、轟木が葉桜からの連絡文に目を落とす。

　轟木と宵待が居る部屋は、赤狐堂の母おも屋やにある居間だ。紙し燭そくの小さな灯あかりしかないが、文ふみは充じゆう分ぶん読める。

「邸内部の構造に、使用人たちの配置と人数……こまごまとしたことまで綿密に知らせてきているね。あの子は直情型だから、こういう情報収集には向いていないと思っていたんだが、嬉しい誤算だね」

「ひとつのところに閉じこめられて、暇ひまを持て余しているんですよ。よほどやることがないんでしょう。でも、これだけ細かいことがわかれば充分ですね」

　宵待と轟木は視線を切り結び、軽く頷うなずく。

「それじゃあ、明日の夜決行することにしようか」
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　──どこをほっつき歩いているのかしら。やっぱり宮中でまじめにお勤めしているのかしら。

「……のようには、とても見えないのが問題なのよねえ。どこかの女人のところに通っているにしては、残り香がとか紅とかの痕あとが全然ないし」

　第一咲染御前を寵ちよう愛あいして邸やしきに囲っている分際で他ほかにも通いどころがあるとなると、葉桜としては俄が然ぜんおもしろくない。

　白しら拍びよう子しとしての誇ほこりが傷つく。

「吞のんで帰ってくるわけでもないし、それにしては帰宅時間がまちまちで、仕事に精を出しているようにも見えない。大体あの人、兵部卿宮なんでしょ。武芸の鍛練とかはしなくていいの？」

　そこまで言って、ふっと思い出す。

　──あの腕うでがあるのなら、通り一いつ遍ぺんの鍛練なんて必要ないのかもね。

　紅迅は日中留守にすることがほとんどだから、葉桜は暇だ。

　邸の中を探さぐり歩きたいところだが、人目について怪あやしまれては元も子もない。

　だから陽ひが高いうちはできるだけ普ふ通つうの白拍子のように今様舞まいの稽けい古こをしたり、こうして琵び琶わを弾ひいたりして過ごしている。

　刃やいばで切ってしまった傷口はもうすでに癒いえて、特に軀からだに不調が残ることもなかった。

　──ふふん。伊達だてにたくましく育ってないのよ。

　変装の要かなめの鬘かもじはもちろん外さないが、着ているものは水すい干かん烏え帽ぼ子しではなく、緋ひ色いろの袴はかまにほど良くやわらかくなった袿うちぎを重ねている。昼日中から水干烏帽子では少し堅かた苦くるしいし、化け粧しようはしない代わりに、なるべく顔を袖そでや扇おうぎで隠かくすようにしている。

　──陽の高いうちからきっちり白粉おしろいしていたら、そのほうがかえって不自然でしょ。

　葉桜の琵琶は繊せん細さいな音色を奏かなでて心地ここちよいので、使用人たちが聞き惚ほれていることもある。

　そういうとき、やめたりせずに葉桜は存分に聞いてもらうようにしている。

　客人としてもてなされているものの、あれこれ注文をつけたりわがままを言ったりしないでありがたく世話を受けているので、使用人受けも悪くない。

「なかなかの腕うで前まえですね。白拍子のお嬢じようさん」

　奥庭に面した障子の向こうから不意に声をかけられて、葉桜は飛び上がりそうなほどにびっくりした。

　思わず、琵琶の音も乱れる。

「わわわっ」

　撥ばちを落としそうになり、慌あわてて受け止める。

　気配もなく敷しき居いの真下に佇たたずんでいた男は、何度か顔を見たことがある。

　目立つ紋もん様ようのある、黒い武官装しよう束ぞくを着ていた。

　武官の服装は、洗練された上に実用にも富んだ作りになっているので、一目見ただけですぐわかる。

　──袖についてるあの紋様……うわ、衛え門もん府ふの紋様だわ。

　衛門府といったら、宮中を警備する武力部門だ。宮中だけでなく都の治安にも目を配り、ご下命があれば各地の騒そう乱らんを鎮ちん圧あつしに出向いたりもする。

　腕に覚えのある、精せい鋭えい部隊。

　葉桜たち風子にとっては、できるだけ関かかわり合いになりたくない人種だ。

　──いやだなー。衛門府の武官なんかが、なんでこのお邸にいるのよー。

「驚おどろかせたようで、申し訳ありません。このお邸では普ふ段だん、琵琶などという優ゆう雅がなものは聞こえてこないものですから、ついふらふらと寄ってきてしまいました」

　武官の青年は丁てい重ちような物言いをしているが、目の奥が笑っていない。

「お嬢さんが、近ちか頃ごろ宮がご執しゆう心しんの白拍子でしょう？　そういう格好をしていると、とてもそうは見えませんね。思っていたよりお若くて居おられる。素す顔がおだからでしょうか」

　琵琶を抱えていたせいで少しの間素顔を隠し損そこねた葉桜は、ゆっくりと袖をあげて形ばかり顔を隠した。

「どなた？　何度かお目にかかったように思いますけど……このお邸の方ですの？」

　葉桜が招きもしていないのに室内に入ってきた男は、簡単に名乗る。

「これは失礼致いたしました。星影と申します。宮の護衛を仰おおせつかっております」

「護衛の方なのに、今日はあの方についていらっしゃらないの？」

「ご自分で身を守る術すべをお持ちですからね」

　こういう人間は、大体信用できない──と、葉桜は心の中で思う。

　こんなふうにあからさまに探る目をして、頭の先から爪つめの先まで、初対面の人間をじろじろと眺ながめ回すような人間は。

「失礼ですが、お嬢さん。どこかでお会いしたことはありませんか」

「さあ……お座ざ敷しきでお見かけしたことはないように思いますわ」

「俺はただの武官ですから。白拍子を呼べるほど羽は振ぶりは良くありません。ですが、お嬢さんのことは、絶対どこかで知っていると思います。衛門府のようなところに勤めていますと、自然と嗅きゆう覚かくは良くなりますから」

　葉桜は悟さとる。全身の肌はだが粟あわ立だつような感覚と共に。

　──この人、気づいているんだわ。私の正体に。

　顔に出したら負けだ。

　──今こそ、咲染御前で培つちかってきた演技力の出番だわ！

　星影を見つめて、にっこりと微笑ほほえむ。

　星影も、葉桜を見つめてにっこりと人好きのする笑えみを浮うかべた。

　表向きは仲の良い友人同士のように、中身の殺さつ伐ばつとした会話を続ける。

「お言いになる？　あの方に」

「……さあ？　わかりませんね。あの方のお考え次し第だいです。俺の余計な手出し口出しを、お好みになりませんから」

　星影が一呼吸置いて、場を離はなれる気配を見せた。

　ほっとして思わず気を抜ぬいた瞬しゆん間かん、抜く手も見せずに抜かれた短たん剣けんを、目の前に突つきつけられる。

「ですが、これだけは覚えておいていただきたい。身みの主あるじはあの方です。あの方を傷つける者は、何なん人ぴとたりとも許すつもりはありません」

　──そういう人種ね。

　葉桜は納なつ得とくする。

　主と定めた人のためなら何も厭いとわず、命さえも投げ出して忠誠のみにひたすら身を捧ささげることを望む──星影は、そういう人間だ。

「わたくしを殺すおつもりなの？」

「いいえ。今は」

「今は？」

「あの方が貴女あなたを気に入っておられる以上、手出しするつもりはございません」

　──いやな人だわ。私たちにとって……たぶん、とても……怖こわい、人。

　葉桜は認にん識しきを改める。

　星影はただの目め端はしの利きく護衛ではなく、それよりももっと熱く激しい、狂きよう気きのようなものが透すけて見える。

　──でも、今は。

　星影が紅迅への忠義を第一に据すえているのなら、確かにまだ殺されはしないだろう。

　──赤狐堂へ連れん絡らくを取るときも、もっと気をつけた方がいいかもしれないわ。この人がいつあの方に真実を告げるか、わからないもの。

「……お話は、終わり？」

　平然を装いながら葉桜がまた琵琶を奏で始めると、短剣を収めた星影は桟さんの下で振ふり返った。

　含ふくむところの多い、煩はん雑ざつな笑みを浮かべて。

「この邸に出入りしている以上、交流を深める機会は多そうです。これから、どうぞよろしくお願い申し上げます」

　心の中で叫さけぶ。

　──絶対、よろしくしたくないっ！
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　その途と端たん、撥をさばく力を入れすぎたのだろう。

　琵琶の弦げんがばちーんと勢いよく切れて、星影はぷっと吹ふき出した。
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　気温がぐっと低くなってきた、秋も半ばの昼下がり。

　葉桜は先日顔を合わせた星影のことを考えていた。

　──いつ、あの護衛が本当のことを告げるかわからない……もしかしたら、この人だってもう知っているのかもしれない。私がしっぽを出すのを待っているだけなのかもしれないわ。

　もしそうだったら、どうやって逃にげよう──そんなことを、ぼんやりと考える。

　香こうはあまり多用しない質たちなのか、紅迅の邸やしきは貴族の邸特有の、空そら薫だき物ものの残り香ががない──寛くつろぎたいときや、客人をもてなす際などはもちろん例外だ。

　その代わりといってはなんだが常に風が吹き抜けて爽さわやかで、庭先の木々や花の気配が感じられる分、深呼吸をするとすっと胸がすくようだった。

　いつのまにか雨が降り始めていて、しっとりと空気に水気が混じる。

「今年の秋は、雨が多いこと……」

　心の中でだけ呟つぶやいていたつもりが、知らず声に出てしまっていたようだ。

　雨の匂においが、葉桜は好きだ。

　雨の匂い、雨にぬかるんだ土の少し甘い匂い。

　雨が止やんだあとの、少し水っぽさが残る木々の匂いも。

　木々は雨が降れば潤うるおってやわらかく香かおり、日に照らされれば強く煌きらめくように匂い立つ。そういう自然の匂いが好きなので、人工的に作られた調ちよう香こうは良い匂いだとは思うものの、いまいち肌に合わない。

「そなたは、白しら拍びよう子しには向いておらぬな」

　やわらかな膝ひざを枕まくら代わりに貸した葉桜は白く細い指先で、仰あお向むけになった紅迅の髪かみを撫なでていた。今日は外出する予定はないようで、日がな一日、葉桜を相手にだらだらしている。

　──私が、向いていないですって？

　紅迅は乙女おとめの手を摑つかみ取り、自らの頰ほおにあてがわせる。

　白拍子の爪つめ先さきは、昨夜爪紅でほのかな薄うす桃もも色いろに染め直したばかりだ。

　爪紅を濃こくはなく、粋いきに薄うすく延ばして塗ぬるのが当代風だ。

　爪を染めるのは白拍子特有の化け粧しようで、普ふ通つうの娘むすめたちは爪を染めない。

　──この、私が？

　大きな声をあげて笑い出したいくらいだった。

「そんなことを言われたのは、初めてですわ」

　当たり前だ。

　葉桜にとって白拍子とはしごく身近なものだった。ごく当たり前に白拍子を見て育ち、自然のなりゆきで自身も白拍子となることを選んだ。

　白拍子になる以外の道を選んだ義姉あねもいるけれど、葉桜は轟木に一番近いままで居られる位置を選んだ。

「主さまって、おかしな方ですのね。……ふふ」

　怒おこっているのではなく、さりとて笑っているのでもなく。

　曖あい昧まいで不可思議な、底なしの沼ぬまにも似た魅み惑わくの微笑で葉桜が小首を傾かしげる。耳もとに小指の先ほどもある大おお粒つぶの真しん珠じゆでできた耳みみ飾かざりがつけられていて、それが小さな耳みみ朶たぶには少し重そうだった。

　紅迅が、出入りの商人に言いつけて作らせたものだ。

　京紅はおろか白粉おしろい、髪かみ飾かざりに椿つばき油、白拍子の白い水すい干かんに緋ひの袴はかまの一枚に至るまで、葉桜が身に着けているものはすべて紅迅から贈おくられたものだ。

　──贈られたというか、いつの間にか用意されていたというか。

　気に入りの白拍子の気を惹ひきたいばかりに、貢みつぎ物をしてくる客は結構いる。それは白拍子としての勲くん章しようで、悪い気はしない。

　けれど、大粒真珠の耳飾りは、葉桜の小さな耳には少々重すぎる。

「何故なぜ白拍子になろうと思った？」

　返答を紡つむぐまでの間が、一いつ瞬しゆん遅おくれた。

「咲染？」

「え……っ！」

　葉桜は、心の中で舌打ちする。

　──しまった…………！

　星影への対処法を考えていて、返事をするのが遅れてしまった。

　葉桜らしくない──否いな、咲染御前らしからぬ失態だ。

　咄とつ嗟さに、『葉桜が考えた答え』を口にしてしまう。

「──白拍子に過去を聞くのは、御ご法はつ度とでしてよ」

　こんな直接的な答えを、平静の咲染はしない。『咲染の考えた答え』はいつもお伽とぎ噺ばなしめいた、曖昧で浮うき世よ離ばなれしたものばかりだ。

　大たい抵てい悲しい過去を背負っている場合が多いから、夜に棲すむ女たちは過去を捨て去ることを許されている。そういった湿しめっぽい話は、客もあえて聞かないのが不文律だ。

　大体、酒の席で他人の苦労話など聞きたいという酔すい狂きような客は滅めつ多たにいない。

「野や暮ぼでもなんでも、知りたいのだから仕方なかろう。それにしても、そなたらしくないな」

　紅迅が身を起こす。

　起き上がりざま、不意打ちのように、顎あごをくい、と長い指先で摑まれる。

　加減がされているから痛くはなかったが、目の前の睫まつげが触ふれ合うような位置にいきなり紅迅の荒あら削けずりな魅み力りよくに溢あふれる顔が迫せまり来る。

　葉桜の心臓が、怯おびえるように激しく高鳴った。声が震ふるえそうになるのを、必死に押し止とどめる。

「わたくしらしくない？」

「ああ、そなたらしくない。そなたはわざと噓うそと誠まことを真逆にして口にするだろう。何に警けい戒かいしているのかは知らぬが、決して俺に本心を覗のぞかせようとしない。その魔ま性しようめいた辛しん辣らつな物言いが気に入ったんだ。俺が今までに逢あったどの女とも違ちがう、謎なぞめいたところがな」

　単に、身体からだを売らない葉桜を物もの珍めずらしさだけで召めしていたわけではないらしい。

　紅迅なりに葉桜に執しゆう着ちやくする理由があるのだとわかって納なつ得とくしたが、その言葉の意味を考えると空そら恐おそろしくもあった。

　この青年が評判通りのうつけ者でないことを、葉桜はよく知っている。

　──何をどこまで知っているのか、全然読めない。

　ついでに、何を考えているのかもわからない。

　──謎めいているのはそっちのほうでしょうに……まったく、やりにくいったらないわ。

　天敵、というものが存在するのなら。

　それは紅迅のことを指すのではないかとさえ思う。

　紅迅は葉桜の細い顎を摑み、視線をそらすことを許さない。

　漆しつ黒こくの闇やみの滾たぎるようなこの双そう眸ぼうに射い貫ぬかれるのが、葉桜は最近苦手だ。

　心臓がどきどきと脈打ち、頰が熱くなる。

　この気持ちの正体に、葉桜は自身でもまだ気づいていない。

「咲染御前ともあろう者が、他ほかの白拍子たちと同じようなありふれた答えを口にするなど、本当にそなたらしくもない。どうした。まさか、昨夜の酒でも残っているのではあるまいな？　うわばみに等しいそなたが」

「……わたくしだって、酒に酔ようことくらいありましてよ」

「ぬけぬけと、よく言った」

　いささか不ふ審しんそうに葉桜を凝ぎよう視ししていた紅迅が、おもしろそうに目もとを緩ゆるめる。

「そなたに匹ひつ敵てきするのは俺か、八岐やまたの大蛇おろちくらいだ。弱いなどとは言わせぬぞ」

　そんな顔をするのは反則だ、とできることなら喚わめきたかった。

　──口もとだけで笑うときは、ものすごく性格の悪そうな顔になるくせに！

　本当に反則だ。卑ひ怯きようだ。ひとでなしだ。

　葉桜は身み動じろぎひとつせずに、心の中だけでじたばたする。

　普ふ段だんが少し荒あら々あらしすぎて猛たけ々だけしい印象を与あたえる分、意志の強そうな目が和やわらぐと、とても優やさしい笑え顔がおになるのだということを初めて知った。

　この人のこんなにも優しげな笑顔を見たことがある人間は、今までどれくらい居たのだろう。その笑顔を、こんなにも近い距きよ離りで見たことのある女によ人にんは。

　またしても胸がとくんと高鳴ったような気がして、葉桜は心底首を傾げた。

　──私の心臓、どうかしたの？

「申せ。偽いつわりは許さぬ」

　苛か烈れつとも取れる言葉に促うながされ、葉桜は不意に吐はき出したくなった。

　重い話だが、紅迅になら、教えてもいい──そんな気分だ。

　朝ちよう廷ていに関かかわる宮中人として、民たみ草ぐさの真実を知っておいて欲しい。

　星影の采さい配はいひとつで首が刎はねられるかもしれない不安定な立場なら、話すのは早いほうがいい気がした。

「──わたくしが覚えている最初の記き憶おくは、両親が惨ざん殺さつされる場面でしたわ」

「咲染？」

「それ以前の記憶はないんです。幼すぎたからなのか、衝しよう撃げきが大きすぎてそれ以前のことを忘れてしまったのか……わからないんですけれど」

　ぽつぽつと、雨だれのように言葉が滑すべり落ちてゆくのを、葉桜自身どうしようもなかった。

　今まで誰だれにも教えたことのない、葉桜だけが抱かかえてきた過去だ。

　それを今、何故か紅迅に聞いてもらいたいと思った。知っていてほしいと、願ってしまった。

「わたくしはやわらかいものに必死に抱だきかかえられて、守られていました。その中だけが、安心できるたったひとつの場所だったのに……」

　紅迅は、葉桜の声に真しん摯しに耳を傾かたむける。

　悲鳴は聞こえなかった。

　両親は最後の最後まで葉桜を守ろうとしたのか、腕うでの中に抱えこみ、そのせいで幼い葉桜には何も見えなかったし聞こえなかった。

　だから葉桜は、両親がどんな声で葉桜のことを呼んでいたのか知らない。覚えていない。

　そのことを思うと、いつも葉桜の喉のどはひりつく。泣きたいのか叫さけびたいのかわからない、いたたまれない気持ちになる。

「血の、においがして。おそらく、夜盗か何かに襲しゆう撃げきされたんだと思います。気がついたときには辺り一面血の海でしたわ」

　両親が何を生業なりわいにしていたのか、何故殺されたのかもさだかではない。

　幼すぎたころの記憶は断だん片ぺん的にしかなくて、それと偶ぐう然ぜん旅路の途と中ちゆうに通りすがって助けてくれた轟木と宵待の話を繫つなぎ合わせて、数少ない両親の記憶を大事に大事に、宝物のように胸の奥底に秘ひめ続けてきた。

　たとえ、幾いく度ど悪夢に魘うなされようとも忘れるつもりはない。

「そなたの両親は、命がけでそなたを守り抜ぬいたのか」

　紅迅は、命が助かっただけでも儲もうけものだ、と薄うすっぺらなことは言わなかった。たまにいる心ない人のように、葉桜ひとりだけが助かって不公平だ、とも言わなかった。

　ただ、事実だけを述べた。

　それがひどく心地ここちよかった。

　物心つくと同時に孤こ児じとなった葉桜がどんな思いをして生きてきたか、それを知っているのは当の本人だけでいい。

　記憶は宝だ。悲しい記憶であってもそれがたったひとつの両親の思い出なのだから、葉桜は終生その記憶を大切に抱えて生きていく。

　踏ふみ入ってほしくない箇か所しよまで踏み込むことなく、淡たん々たんと事実だけを受け入れてくれるのはありがたかった。

「力があればと思いましたわ。わたくしがもっと大きければ、力があれば。……両親を守り抜くことだってできたかもしれませんのに」

　葉桜ひとりが生き延びたことは、同時にひとりきりで取り残されたということでもあった。

　庇ひ護ごのない幼子が生きてゆけるほど、この世は甘くない。

　──轟木父者が助けてくれたし、私はすごく運が強いのかもしれないわ。




　たどたどしいほどにゆっくりと語られる話に、紅迅は痛ましげな面おも持もちで耳を傾けている。たおやかな白しら拍びよう子しが背負うには、この過去はあまりにも痛々しい。

　今まで優しい噓で身を固め、しなを作って男たちに甘く媚こびを売る白拍子たちしか見たことがなかったから、あまりの痛ましさに少なからず驚おどろく。

　宮中と京の狭せまい世界しか知らずに育ってきたから、紅迅が内心受けた衝撃は大きかった。

　──この国には、そのように凄せい惨さんな過去を持つ者が多いのだろうか。宮中に育った俺がそれを知らずに生きているというのは、間ま違ちがったことではないだろうか。

　宮中には宮中での生き馬の目を抜くような争いがあるが、だからといって民草のことを気にかけないのは違うだろう。

　政まつりごとというものが、宮中だけで執とり行われていると思うのは宮中人の思い上がりだ。

「優しい養父に恵めぐまれたおかげで幸せですけれど、父と母を殺した人は、わたくしの家族も記憶も奪うばっていったのですわ。時折、ふと心に影かげがさしたときにしみじみと思いますの」

　両親を失った──あれは、凍いてつくような寒さの冬の夜。

　白い雪が血を吸って、しんと静まり返って時間すら凍こおりついてしまったようにゆっくりと。

「何をだ？」

　葉桜は長い睫の奥、茫ぼう洋ようとした眼まな差ざしを虚うつろに散らしたまま、赤い唇くちびるをぽつりと動かした。

「わたくしは、何故なぜ生き残ったのだろう、と」

　両親が惨殺されてなおも庇かばってくれたおかげで葉桜は生き残った。

「あとになって聞いた話では、わたくしの育った土地は今も重い税が課せられて、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわに追い詰つめられ、心が荒すさんだ者が自じ暴ぼう自じ棄きになって強ごう奪だつ行こう為いを繰くり返しているそうですわ」

　ひどい話だ。

　救いのない話だ。

　甘く優しい、砂糖菓が子しのような噓うそを紡つむぐことが許されている白拍子の語る仮かり初そめのお伽とぎ噺ばなしなら、最後には心の清き者が救われて幸せになれるのに。

　現実はそう甘くはない。

　泣いたあとに自力で立ち上がらなくては、前に進むことができなくなってしまうから。

「──この場合、一番悪いのは一体誰なのかしら」

　たったひとり生き延びたことで、彼女の心の中には大きな傷がある。生き延びたことに対する罪悪感がくっきりと刻み込まれ、その傷は未いまだ癒いえない。

　永遠に癒えることのない傷口は、血の代わりに涙なみだを流す。

　そのことに、葉桜自身気づいていない。

　気づいているのは過去を知っている轟木と、その場に居合わせた宵待と。

　そして今、もうひとりの青年がその傷の深さと痛みを知る。

　黙もくして眉み間けんに深く皺しわを寄せた紅迅が、葉桜の肩かたに手を回して自分の胸むなもとへと引き寄せた。

　何と言えばいいのかわからなかったが、こういうときのぬくもりは、千の言葉にも勝まさる。




　こんなふうに紅迅に抱き締しめられるのは正直意外だったが、葉桜はあえてじっとしていた。

　艶なまめいた下心が一いつ切さいなく、穏おだやかに優やさしく、慰い撫ぶするように──大切なもののように抱き寄せられるのは、心地よかった。

　こんな風に紅迅が触ふれてくるなんて、考えた事もなかった。甘えているような甘やかされているような空気がくすぐったい。

　いつもの皮肉たっぷりな様子がないと、紅迅の声は低くやわらかく、耳に深く染しみ入るようで悪くなかった。

　頭上から、少し声量を絞しぼってくぐもる声で静かに囁ささやかれる。

「そなたは、涙を流さずに泣くのか」

「……？　わたくしは、泣いてなどおりません」

　葉桜は、紅迅の胸に両手を押し当てるようにして顔を上げた。白粉おしろいと紅で武装した可か憐れんな面おもてには、涙の一ひと粒つぶも滲にじんではいない。

「充じゆう分ぶん幸せですのに、どうして泣かねばなりませんの？」

　本気で不思議そうに訊たずねる葉桜の黒くつぶらな瞳ひとみを見下ろして、紅迅は深く息を吐く。

「自分がどのような顔をしているのかもわからぬのか？　化け粧しようで誤ご魔ま化かしてはいても、俺にはそなたの心が泣いているように見えるが」

　葉桜はむきになって繰り返す。

「わたくしは、泣いてなどおりません」

「では、そういうことにしてやろう。しばらくこうしていよ。慰撫してやる」

　再び、青年の腕の中に閉じこめられる。

　──このままおとなしくしているのは癪しやくだわ。

　葉桜は紅迅の胸から逃にげようとした。本当は怖こわかったのだ。

　──この人には。

　星影の云うん々ぬん以前に──葉桜の、咲染御前としての演技が通用していないのかもしれない。

　化粧で、あでやかな微笑ほほえみで、華はなやかな装しよう束ぞくで大たい抵ていの男たちを華か麗れいに欺あざむき通してきた葉桜だが、紅迅が相手だとどうも調子が狂くるう。

　らしくもなく過去を打ち明けてしまうなど、いつもの葉桜では考えられないことだ。

　何もかも見み透すかされているようで、そのくせ紅迅の心の底は見えない。ちらりと垣かい間ま見みることさえできない。

　総合して考えると、紅迅は危険人物に他ほかならない。

　裏稼か業ぎようのことがある以上、葉桜は紅迅に心のうちを読み取られてしまうわけにはいかないのだから。

　急に空そら恐おそろしくなり、葉桜は必死に紅迅の腕から逃のがれようとした。

「なにを暴れている」

　だが、力任せに逃げることは不可能だ。

　葉桜と紅迅には、男女の違ちがいという明確な差がある。

　ただでさえ鍛きたえられた紅迅には、葉桜の抵てい抗こうなど無に等しいらしい。逃げようとして暴れても暴れても、その抵抗すら難なく封ふうじ込められてしまう。

「おとなしくせよ」

　ほど良くやわらかく身に沿う装束の中にともすれば埋うずもれてしまうほど、葉桜の肢し体たいは華きや奢しやだ。紅迅は、抱だき締める腕うでの力を加減する。

　葉桜を逃がさないようにするよりも、うっかり骨を折ったり怪け我がをさせてしまわないよう気を配ることのほうが問題だ。

　──女に手加減するのは当たり前のことだが……それにしても、細すぎる。

「何だ、この軽さは」

　腰こしに手を回して、一層拘こう束そくを強くする。この腰の細さ、膝ひざに乗せた身体からだの軽さがまた紅迅を驚かせた。

「まるで子供ではないか」

　揶や揄ゆするのではなく、純じゆん粋すいに心から驚いて目を瞠みはる。

　成熟した女性はそれなりに肉がついて、腰にも胸にもやわらかな丸みを帯びるものだ。腕の中にいる白拍子にはその円熟さが微み塵じんもなく、ただただひたすらに軽い。

「咲染御前は、この世の者ではないようだな。背中に羽でも隠かくし持っているのではあるまいな。それともよもやまさかそなた、本当に花はな露つゆの化け身しんか？」

　ふとそんな戯たわむれを口にしたら、不意にそうなのではないかという思いに囚とらわれる。

　──そんなはずはない。

　そう思いながらも、紅迅は確かめずにはいられない。

　黒くろ髪かみを唇で撫なでるように触れながら、細ほそ腰ごしに腕を回して引き寄せ、懐ふところに強く抱き寄せる。

　膝に乗せている白拍子が息を吞のんで身を硬かたくしたことにも気づかず、紅迅は小さな白い頰ほおにも唇で触れ、薄うすい背中に、まろやかな太ももに、躊ちゆう躇ちよなく手を這はわせた。

　この少女が花露の化身などではなく、生身の人間だとしっかり納なつ得とくするために。

　──大体、この白拍子が悪い。

　謎なぞめいた曖あい昧まいな雰ふん囲い気きを漂ただよわせているくせに時折、ふっとかき消えてしまいそうなくらい儚はかない表情をするからだ。

　だから、捕つかまえたくなってしまった。

　この急せき立てるような熱い感情の名前を、紅迅はすでに知っているような気がする。










　一方葉桜は、紅迅が何をしたいのかがわからず、混乱していた。

　きらきらと瞳に怒いかりを溢あふれさせて、紅迅を睨にらみつける。

　咲染ではなく素すの葉桜としての感情が隠しようもなく溢れ出て、化粧などでは到とう底てい隠かくしきれない眩まばゆいほどの生命力が、紅迅の目をまともに射た。

「……うむ。それでこそ、そなたという感じがするな」

「何を仰おつしやってますの。お放しくださいませ。花の刺とげで刺さしてしまいましてよ」

　葉桜は今まで、客の男にこういう触れ合いを許したことはない。

　清らかな身体を黄金で穢けがされたことがないのは、身の誇ほこりだ。

　紅迅の膝から下りて逃げようとするが、腕を摑つかんで引き戻もどされる。

「俺はまだ気が済んでいない」

「主さま！」

　紅迅に不意にじっと瞳を覗のぞきこまれ、声を荒あらげかけた葉桜はうっと息を詰つまらせた。

「……まだだな。まだ溶とけて消えそうだ」

「え？」

「しばらく俺の腕の中に居よ」

　傲ごう慢まんにそう言い置いて、紅迅はなおも突つっぱねようと抗あらがう葉桜を満足そうに見つめ返す。

「活いきの良い子こ鹿じかのようだ。そなたはそれくらい手て応ごたえがあった方が良い」

　──この白しら拍びよう子しの、このような表情は初めて見るが……悪くない。

　悪くないどころか、興味を強く搔かきたてられる。おとなしくしとやかな仮面の下に隠された、これがこの白拍子の本来の輝かがやきなのだとさえ思う。

　──以前、どこかで逢あったような気がするのは何故なぜだ……？

「腰こし巻まき一枚残さずに、着ているものを剝はぎ取られて素す肌はだを晒さらされたいか？　此こ度たびは前回のように加減はしない」

　唐とう突とつに言われた言葉の内容が理解できずに、葉桜は、え、と目を瞠った。

「主さま？」

「裸はだかに剝むかれたくなければ、おとなしくしていよ。俺としては暴れられたほうが楽しめそうだが」

　理解した途と端たん、葉桜はぱっと全身から力を抜ぬいた。そうせざるを得なかった。

　紅迅は、こういうことを冗じよう談だんで言う人間ではない。一度口にしたら有言実行、最後まで意志を通す気がする。たとえ、葉桜が泣こうと喚わめこうと。

　そこの辺りを一いつ瞬しゆんで見み抜ぬく程度の洞どう察さつ眼は、客商売で充じゆう分ぶん培つちかってきた。

「よし」

　機き嫌げん良よく頷うなずいた紅迅が、さらに葉桜を抱き締しめる。抱ほう擁ようは力強くて痛いほどだったが、今度は文句ひとつ言わず、ただ黙だまって紅迅にされるがままにしていた。

　──この人、根本的なところで何でか物ぶつ騒そうなのはどうしてなの……!?

　確か、慰い撫ぶすると言っていたはずだ。

　──慰撫っていうのは、慰なぐさめて労いたわるっていう意味なのよ!?　それなのに、どこをどう押せばこんな物騒なことこの上ない展開になるの!?

　このあとをどう切り抜けたらいいのかわからずに考え込んでいると、あやすように耳に唇くちびるをつけて、小さく囁ささやかれる。

「そんなに警けい戒かいするな。俺に身を預けて、何も考えずに楽にしていればよい」

　──それができたら苦労はしないっ！　これ以上何かしてきたら、顔に爪つめを立ててやるんだから……！

　葉桜がひそかに指先に力を込めたちょうどその時、異変を知らせる笛の音が鳴り響ひびいた。







　時は少々遡さかのぼり、紅迅の邸やしきの屋や根ね瓦がわらの上で。

「行くぞ。準備はいいか？」

「ああ。いつでも」

　ふたつの大きな黒くろ影かげが、短く言葉を交かわす。

　わらわらと飛び出して来たいくつもの人ひと影かげが、そのふたりの後に続いた。




　邸の内外で異変を知らせる衛え士じたちの笛の音が響き渡わたったのは、その直後のことだった。
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　ぴーい。

　衛士の吹ふく笛は、闇やみと平和を切り裂さくように鋭するどく。

　ぴーい。

　夜の静せい寂じやくを引き裂いてゆく。

　葉桜を胸に抱だき寄せたままの紅迅は、衛士たちから、節刀が盗ぬすまれたとの知らせを受けた。

　件くだんの節刀は寝しん殿でんの座所に安置して、十と重え二十はた重えに衛士たちに守らせていたはずだ。

「ほう……星影の采さい配はいをかいくぐって逃にげおおせたか。なかなかやるな」

「……よろしいんですの？」

　紅迅の反応は、あまりにも葉桜の想像とかけ離はなれていた。

　慌あわてふためくどころか、眉まゆひとつ動かさない。

「構わぬ。やつら風子が本物の心ある義ぎ賊ぞくだというのなら、いずれ節刀は戻ってくる。戻って来ぬようであれば、都中家や捜さがししてでも取り戻すことになるが……おそらく、そうはならぬだろうよ」

　紅迅は、あの少女のことを思い出していた。

　わざわざ弟宮の作った護ご符ふを返しに来た。

　──……盗とう賊ぞくらしさがかけらもない女であったな。

　隙すきのない身ごなしと威い勢せいの良さだけは一人前だったが、それにしても。

　──人が好いいにもほどがある。単に愚おろかとしか思えぬ。

　白拍子に聞こえないようひとりごちる。

　節刀のゆくえが、特に気にならないのは本当だった。

「でも、主上うえさまからの賜たまわり物なのでございましょう？　盗まれたということがわかったら、それこそお咎とがめがありましょうに」

　盗んだ品は、足がつく前に売り飛ばす。

　盗とう品ひんだと律りち儀ぎに言わなければ、大たい抵ていの故買屋はすぐに買い取ってくれる。

「もし、その風子という義賊が節刀を売り払はらうようなことがあったら」

「金子目的なら売り飛ばすだろうが、節刀の特とく徴ちようは予告状の件で都中に知れ渡った。隠かくし持っていても金子にできぬのなら、盗賊が後生大事に持っている必要もあるまい。故買屋たちにも、前もって触ふれを出した」

　──色々手はずは整えているわけね。

　そこで葉桜は、あれ、と首を傾かしげる。

　──これ、いったい誰だれが得をするの？　風子は全然得をしていないどころか、わざわざ節刀を盗まなくちゃいけない羽目になったんだもの。私たちに、利益はない。

　ということは。

「節刀を盗まれることで、なにか得をすることがおありですの？」

　紅迅はうっすらと微笑ほほえんだ。

「世よ迷まよい言を申すな。至宝たる品がまんまと盗み出されたのだぞ。これ以上の災わざわいはないではないか」

　紅迅の、してやったりという顔を見て、葉桜は確信した。

　絶対に、彼はなにかを企たくらんでいる。
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　翌朝、赤狐堂ではちょっとした騒さわぎが起こっていた。

　珍めずらしいことに、声を張り上げているのは日ごろから冷静沈ちん着ちやくな宵待だ。

「父者！」

　念願の、長男の慌てふためいた顔を轟木は初めて目まの当たりにすることになった。

「おー、お前が心底驚おどろくとそういう顔をするのか。へえ……なかなかにものすごく驚いているようだが、何かあったのかい？」

「見てみろ、これを！」

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべている上に怒いかり狂くるっている宵待に、例の節刀をずいと突つきつけられる。

　昨夜奪うばい取ってきたばかりの品だ。

　本来欲しくて奪ったわけではないので、適当にほとぼりが冷めたころに返へん却きやくしに行くつもりでいる。

「節刀がどうかしたのかい？　返しに行く前に、じっくりと拝んでみたいと言っていたじゃないか。止めないから、好きなだけ見分するといいよ」

「真っ赤な偽にせ物ものだぞ、これ！」










　紅迅が咲染御前の部屋で朝あさ寝ねを決め込んでいたところへ、前さき駆がけの慌ただしい知らせが届いた。

「大変でございます、紅迅さま……！　異母兄上あにうえさま方が、ただいまこちらへ向かわれているとの前駆が参りました！」

　家けい司しが渡わた殿どのを駆かけつけてきて、その物音で葉桜ははっと目を覚ました。

　あのあともとりとめのない話をしているうちに、いつのまにか寝ね入いってしまったらしい。

　慌てて顔を上げると、すぐそばに紅迅の寝ね顔がおがあった。

　紅迅の腕うでを、枕まくら代わりに貸し出されていたようだ。

「紅迅さま、いずこにおいででございます!?」

「こちらにいらっしゃいますわ、家司どの」

　寝ね床どこを隠すように立ててある几き帳ちようの帷子かたびらから白い手を差し出して、家司に居場所を知らせる。

　その間に几帳のかげで手早く髪かみを整え、葉桜は少し寝ね乱みだれていた着物も直した。

　袖そでをたぐって、素す顔がおを隠すことも忘れない。

　すっかり明るい陽ひが射さす部屋の中で、水すい干かんを乱した白しら拍びよう子しの姿はひどく艶なまめかしい。

　一方の紅迅は時ならぬ騒がしさに目は開けたものの、まだのんびりと横たわったままだ。

　髪は寝乱れ、胸を緩ゆるく寛くつろげて楽そうな出いで立ちだ。

「……さっそくのお出ましか。こういうことばかり、耳が早くていられる」

「わたくし、どう致いたしましょう。どこか、適当なところに退さがりますわ」

　特になにもないとはいえ、白拍子と朝を迎むかえたところなどを見られるのは体てい裁さいが悪いだろう。

　気を利きかせて退がろうとした葉桜を、紅迅が引き留とめた。

「その必要はない。ここに居よ」

　がやがやと騒がしい音がして、車宿りに牛ぎつ車しやが着けられたらしい気配もする。

　どかどかと足音が迫せまってきたのは、そのすぐ後だった。

　案内役も介かいさず、主あるじの許しも得ず、一直線に奥座ざ敷しきにまで上がり込んできたふたりの青年を見て、葉桜は心の中で悲鳴を上げた。

　まだ少し眠ねむ気けの残っていた頭が一気に覚める。

　まずは怒ど気きを漲みなぎらせ、一足先に入室してきたひとりめ。

　──ひいい！　金ぴか！　ぴっかぴか！

　金きん箔ぱく、金粉、金糸。

　身だしなみのあちらこちらに金細工を用いた拵こしらえは確かに裕ゆう福ふくそうではあるものの、『もうちょっと全体的な印象を整えた方が』と助言したくなってくる。金持ちであることは言わずともわかるが、同時に頭の悪そうな印象がどうにも拭ぬぐえない。

　──あああ、物のひとつひとつは良いのに～……もったいない！　金細工をひとつだけに絞しぼってさりげなく使ったら、絶対すてきに見えるのになあ。

　蹴け鞠まりや乗馬、狩かりなどがいかにも得意そうに見える大おお柄がらな長身でもともとの貌かお立だちは決して悪くはないだけに、惜おしい。

　先人よりは静かに入ってきたもうひとりの方も、同じようなものだった。

　こちらはすらりと瘦やせて、頭脳明めい晰せきな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。一度怒おこったらぐちぐちぐちぐち、いつまでも文句を並べてきそうな感じというのだろうか。なんとなく、葉桜としては近づきになりたくない感じだった。

　──全身唐から渡わたりの品で固めてるし……あんたは唐から人びとか。

　唐渡りの品々は珍しいこともあり高価だが、上から下まで揃そろえられると、途と端たんに陳ちん腐ぷになるのは何故なぜだろう。

　使い方が悪いからだわ、と瞬しゆん時じに答えを導き出した葉桜は、つくづくと珍ちん客きやくふたりを眺ながめた。

　──おふたりとも見目は良いのに、本当にもったいないわ。

　その眼まな差ざしをきっぱりと無視して、青年ふたりは紅迅に摑つかみかからんばかりの勢いで嚙かみつく。

「紅迅、そなた！　父ちち帝みかど下か賜しの節刀をむざむざ奪われたそうではないか！　どういうことだ！　簡を削けずられても仕方ないほどの失態であるぞ！」

　殿てん上じよう人びとにとって、簡を削られるというのは耐たえられないほどの恥ち辱じよくだ。事実上宮中を追放され、身分を剝はく奪だつされるということでもある。

　その上引き籠こもった家いえ屋や敷しきが不当な出火によって灰となったり、一族の者すべてが都を落ちざるを得ないような状じよう況きように追い込まれてもおかしくない。

　節刀を奪われたのはそれほどの重罪だ、と言いたいらしかった。

　紅迅の許しなしに邸やしきに上がり込んだり、ぞんざいな言こと葉ば遣づかいを躊ちゆう躇ちよなくすることのできる人間は限られている。

　──さすがは、噂うわさの兄皇子みこさまたち。

　先に入ってきたほうが第一皇子なのだろう。唐人皇子が、わずかに譲ゆずる気配を見せているから。

　──ふうん。今までこのお邸で見かけたことはなかったけど……『節刀が盗ぬすまれた』ことで、『わざわざ駆けつけてきた』わけね？

　ここ数日の紅迅をよく見ていれば、誰だれが彼にとっての敵で誰が味方なのか、大体葉桜にもわかってくる。

　──兄上さま方は母親が違ちがうって、前に言っていたものね。

「おや、異母兄上方。お揃いでどうなさったのです？　こんな賤しず家やに、ようこそお運びくださいました」

　落ち着き払はらった紅迅は、わざとらしい丁てい寧ねいな言い回しでゆっくりと身を起こし、慌あわてた様子の女によう房ぼうたちに目配せした。

「すぐに酒を参らせましょう」

「朝っぱらから飲んだくれておるのか、そなたは！」

　我先に文句を言わずにはいられないのは長ちよう兄けいの澄良親王だ。帝の皇子たちは全員親王宣下を受けているので、親王を名乗ることができる。

　澄良親王の後を追うように、いかにも追つい随ずいするように見せかけている次じ兄けいの名は覚明親王という。

　元服したのち、得意の司法分野を活いかして実質的な長おさを担になっている。形けい部ぶ卿きようの宮みやと呼ばれないのは、先代の形部卿宮が未いまだ健在だからだ。

　母親の違う義ぎ兄けいたちは仲が良くはないのだが、紅迅を責めるときだけは鬱うつ陶とうしいほどに結束が固い。

　澄良親王が、控ひかえている葉桜の繕つくろわない姿に目を留めて、雄お々おしく切れ上がった目じりを吊つり上げた。

「ふらふらと腰こしが定まらずに遊びほうけているかと思えば、よりによって白拍子などを囲うような恥はじ知しらずな真似まねをしおって！」

「──よりによっての白拍子で悪うございましたわね」

　葉桜が紅迅の耳にしか聞き取れないくらいの小さな声で呟つぶやいたので、紅迅がたまらずにぶっと吹ふき出した。

「何を笑っておる！　大体紅迅、そなた、節刀が盗まれたということの重大性がわかっておらぬのか!?」

「そうだぞ、紅迅。これは父上たる主上うえに対しての不敬罪を問うことができる。私としては、可愛かわいい弟にそのような嫌けん疑ぎをかけたくはないのだが」

　──よく言うわよ、なにがなんでも罪を押しつけたくて喜び勇んで駆かけつけてきたくせに。

　考えていることが、とてもすなおに顔に出てしまったらしい。

　覚明親王が、葉桜に対して侮ぶ蔑べつの眼差しを向けた。

「なんだ、この下げ賤せんの女は。我らを前にして、平へい伏ふくすることもできぬのか。よほどの田舎いなか者で、わきまえるべき礼れい儀ぎを知らぬと見える。紅迅。このような女を相手にして、己おのれの品格を貶おとしめるものではないぞ」

　──よ、け、い、な、お、せ、わ、よっ！

　一言一言区切って叫さけびそうになった葉桜を、紅迅の手がぱっと摑んで抱だき寄せた。

　わざと淫みだらに抱き締しめられて腰に腕を回されたが、その意図がわかったので葉桜はじっとしていた。

　紅迅が、見せつけるように葉桜の黒くろ髪かみを指先ですくって口づける。

「異母兄上方と違ってはかばかしい縁えん談だんも紛まぎれ込んでこない身の上でしてね。このような女を相手に自分を慰なぐさめるしかないのですよ。それに、こういう女たちは堅かた苦くるしく気取っていなくて気楽です。兄上たちも政務の息いき抜ぬきに、白拍子を盛大に招いての宴うたげなどいかがです？」

「──話にならん！」

　澄良親王が湯気を立てそうな勢いで顔を赤くし、激げつ昂こうする。

　彼自身、正式な妻である北の方の他ほか、宮中の女房たちにもあちこち手出しをしているが、自分のことは綺き麗れいに棚たな上あげしている様子だ。

「父帝によく奏上しておいてやる！　そなたは反省するどころか身分の低い女とうつつを抜ぬかしておると！」

「まったくだ。見み損そこなったぞ、紅迅。たかが盗人ぬすつとごときにかような失態とは」

　紅迅が皮肉たっぷりに笑う。

　笑いながら、相手を見下しながら言ったほうが皮肉が効果的になることを、紅迅は本能的に知っている。活用術も、兄たちのおかげで生まれてこの方、上達する一方だ。

「そうですね。どうせ俺は、身分の低い女から生まれたのですしね？　異母兄上方とは、価値観が違うようですから」

「悪びれもせず……その減らず口、一度叩たたき斬きってやりたいわ！」

　思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを言い立てて気が晴れたのか、兄皇子ふたりが去っていく。彼らは結局盃さかずきを受けるどころか、座ざ敷しきに腰を下ろしもしなかった。

「……撒まいた餌えさに、呆あきれるくらい簡単に引っかかってきたな。見ていて恥はずかしくなるときがある」

「本当に。宮相手に鬱うつ憤ぷんを晴らすくらいで我が慢まんなさっていればよろしいのに。藍清さまの身辺も、危あやうくなる一方です。毒入りの食事や菓か子し、呪まじない札に呪いの人ひと形がたとかが山ほど出ました。お命を狙ねらわれたあと、せっかく住み替かえをなさったばかりだというのに」

　すっと姿を現した星影を、紅迅は鋭するどく睨にらみつけた。

　星影は近ちか頃ごろは紅迅の命令で、主に藍清の身辺に張りついていることが多い。

「気がついた分だけは、すでに処置して参りました。食事係にもよく言い含ふくめてあります。あとは、藍清さまの資質次し第だいかと存じますが」

　節刀の件で、兄たちは徹てつ底てい的に紅迅を追い落とそうとするだろう。

　身分の高い親王といえども、年下で格下に見ている弟が兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやを名乗るなど許せないに違いない。ずっと、その位を剝奪する機会を窺うかがっていたようだ。

　紅迅だけが相手なら、一いつ生しよう涯がい耐たえ忍しのんで受け流すことも──紅迅の性格上無理なこととはいえ──不可能ではなかった。

　だが、澄良親王と覚明親王は紅迅の地じ雷らいを踏ふんだのだ。

　紅迅の逆ぎやく襲しゆうが始まることを知っているのは、今のところ星影のみだ。

「藍清には銀器を贈おくる。蔵くらから見み繕つくろうから一式持っていけ。今日中にだ」

　銀には、毒に触ふれると変色するという性質がある。それと同時に、銀器を贈られるということは、身辺に気をつけろという符ふ牒ちようとしても使われる。

「それが一番無難ですね。承知」

　星影がさっさと姿を消す。

　兄皇子たちが去るや否いなやでどこかに行っていた葉桜が駆け戻もどって来た。肩かたで息を切らしながら手にしているのは塩壺つぼだ。

　どうやら、かなり遠く離はなれた厨ちゆう房ぼうまで行って戻って来たらしい。

「主さま、塩撒きましょ、塩！　ちょっともったいないですけど、塩は穢けがれを祓はらうっていいますから！」




　その夜、都の深遠の闇やみの中で、またしても黒くろ影かげが蠢うごめいた。

　まんまと盗んだはずの節刀が、真っ赤な偽にせ物ものであることを葉桜に知らせるために。










　左右と背後を取られた、と気づいたときにはすでに遅おそかった。

　星影は先ほど銀器を持って藍清のもとへ向かわせたので居ない。

　時刻は夜。

　藍清のための銀器を自ら選んだ直後なので、邸やしきに続く蔵の中だ。

　室内と違って灯あかりがなく、周囲に使用人が控えているわけでもない。

　──一人、二人……三人いるな。

　冷静に、眼まな差ざしだけで周囲を確かく認にんする。

　左右に男がひとりずつ、そして背後に覚えのある気配の少女がひとり。

　紅迅が本気になれば三人程度の相手は撃げき退たいできるが、それは相手が自分より弱い場合だ。忍び装しよう束ぞくに身を固めて気配を殺す術すべを心得ている三人は、あきらかに素人しろうとではないだろう。

　──まあ、やってみるか。

　紅迅が深く息を吸いこむ寸前のところで、背後から紅迅の背中に抜き身の懐かい剣けんを突つきつけている少女が、不意に口を開いた。

「貴男あなたは知っていた？　あの節刀が偽物だということを。答えて」

　触れるか触れないかという位置に、刃やいばを押し当てられる。

　その脅おどしよりも紅迅は、聞かされた言葉に驚きよう愕がくした。

「偽物だと……？　何を馬ば鹿かなことを」

　あれは父帝から賜たまわったものであり、紅迅にとって唯ゆい一いつ無二の品だ。

　今回風子に狙わせはしたが、丁てい寧ねいに、丁てい重ちように扱あつかってきたものだ。今まで常に紅迅の邸でもっとも格式の高い座敷の上座に安置して、手入れも自身で行ってきた。紅迅以外、誰だれにも触さわらせたことはない。

「冗じよう談だんにしても質たちが悪い。さっさと去いね」

　鼻先で笑い飛ばすと、右側に控えていた大おお柄がらな影かげが、くぐもる声で告げる。闇に慣れた目を凝こらすと、義ぎ賊ぞくたちが着けている狐きつねの面が朧おぼろ気げに見える。

「斬れたぞ」

「──なんだと？」

　紅迅を包む空気が一いつ瞬しゆんにして凄すさまじく荒あれても、宵待は動じなかった。

　ただ神経を尖とがらせて、いつどこから誰に攻こう撃げきされても逃にげ切れるようにはしている。それは葉桜と轟木も同じだ。

　ぴりぴりとした緊きん迫ぱく感かんの中で、宵待は冷静に続ける。

「ぱっと見にはわからないくらいの巧こう妙みような模造品だ。かなり気合いを入れて作ったんだろうよ。材質や細工の細かいところまで器用に模してあった」

　そう。

　斬れないのだ、本物の節刀は。

　そして、節刀が実戦の役に立たない、刃を潰つぶされた刀だということは、贈り主である今きん上じよう帝ていや紅迅、その他宮中でも重要な位置を占しめる殿てん上じよう人びとたちしか知らない事実である。

「節刀は人を斬らないよう、刃を潰して贈る──どうやらこの模造品を作った相手は、そのことを知らなかったらしいな」

　咲染が紅迅から聞き知っていることは、当然轟木たちに筒つつ抜ぬけだ。

「さあて、それは誰なんだかねえ？」

　それまで沈ちん黙もくを守っていた轟木がややのんきに言い、紅迅は怒いかりに瞳ひとみを燃え上がらせた。

　うかうかと背後を取られた上に、節刀が偽物呼ばわりされる。

　二重の屈くつ辱じよくだった。

「なにが言いたい。そなたらの目的はなんだ」

　その問いかけには、忍び装束の少女が口を切る。

　甘い響ひびきの声を、わざと素っ気なく聞こえるように低く作って。

「貴男が望むなら──私たちは、本物を取り戻してみせる。今度こそ、風子がただのこそ泥どろじゃないってことを、証明してあげる」

「この国に賊ぞくなど要いらぬ」

「私たちより、偽物を作ったほうがよっぽど悪くない？」

「それとこれとは話が違ちがう。罪は罪だ。そなたらの首には賞金がかけられている。いずれ捕とらえられて処しよ刑けい場送りになる。温情を与あたえることはできぬ」

「そんなの、義賊になろうと思ったときから覚かく悟ごしてる」

　葉桜の迷いのない言い方に、轟木の肩が、ほんのわずかにぴくりと動く。

「『風子』が奪うばうのは、金子だけじゃないの。貧しい人から貧しさを盗ぬすみ取り、困っている人からは悩なやみを盗む。それも立派な盗とう賊ぞく行こう為いだと思うし、私はそれを恥じたことはない」

「青あお臭くさい理想論だ」

　紅迅は吐はき捨てる。

　──宮中でそんなことを言っていたら、すぐさま息の根を止められる。

　政まつりごとの世界がいかにどろどろとして複雑な人間関係が渦うず巻まいているか、紅迅は骨身に染しみてよく知っている。表の顔と裏の顔がまったく異なる化かし合いの世界で、陰いん湿しつで陰いん険けんでなければ到とう底てい生きてゆけない。

　それでも風子はめげなかった。

「貴男には貴男の理想があるんでしょ。私には私の理想がある。だから努力するし、覚悟もしてる。他ほかの誰でもない、私自身が決めたことなの。口出しされる筋合いはない」

　こざっぱりと歯切れの良い物言いが誰かに似ているような気がして、紅迅はふと思い当たった。

　咲染だ。

　妙みようなところが妙な相手に似ているものだ、と紅迅は心の中でおかしかった。

　見るからに跳はねっ返りのこの少女とたおやかな白しら拍びよう子しほど、相あい容いれないものはない。

「……口だけならなんとでも言える。盗人ぬすつと風ふ情ぜいを信用できるものか。今ここでそなたらを捕らえれば済むことだ」

「そうしたら、本物の節刀は二度と戻って来ないでしょうね」

「そなたらは、節刀の在あり処かを知っていると？」

「さあ、それはどうかしら。でも、捜さがせば見つかるかもしれない」

　紅迅が考える時間は短かった。

　抜ぬき身の刃の上を歩くような拮きつ抗こうが崩くずれ、紅迅から発せられる殺気がやや弱まる。

　交こう渉しようにどうやら成功したらしいと悟さとり、葉桜は狐の面の裏でそっと冷や汗あせを拭ぬぐった。

　──やっぱり、私ひとりで出てこなくて良かった……！　父者や兄者が一いつ緒しよじゃなかったら、雰ふん囲い気きに吞のまれていたかもしれないわ。

　葉桜は用心しながらも、紅迅に突きつけていた刃を下ろした。

　まだ鞘さやには収めない。それは早すぎる。

「灯りをつけ参らせようか？」

　轟木が訊たずねる。

「無用」

　馴なれ合うつもりはないと、紅迅が言外に告げる。

　まだ、お互たがいに信用しきるわけにはいかない。うかうかと乗せられた挙げ句、背中から斬きられるのはごめんだ。

「そなたらは、俺を助けようとでもいうのか？　何の見返りがある。首にかけた賞金は取り消せぬ」

「私たちは、兄皇子みこさま方に用がある」

「用？」

「あのふたりは私たちの標的なの。たっぷりと奪い取りたい。領地に重税を課して民たみ草ぐさから巻き上げている分までね」

　規程以上の重税を強要し、宮中でも陰かげでこっそりと好き放題している澄良親王と覚明親王は、以前から轟木の粛しゆく清せい対象だった。

　相手の身分が高すぎて機会をなかなか摑つかめなかったのだけれど、今回の件は充じゆう分ぶんな引き金になる。

　重税をかけられた民たちは満足に食べていくこともできなくなって荒すさみ、夜や盗とうに身を堕おとす者も多い。葉桜の両親も、そういう輩やからに襲おそわれて殺されたのだろう。

　生きていくことも難しいほどの税を取り立てておいて、宮中に罪がないとは言わせない。

「そのためになら、私たちは貴男に協力してもいいわ」

「……筋立ては理解した。だが俺は異母兄たちの罪の証しよう拠こなど持ち合わせてはおらぬ。第一俺には、宮中での発言権などかけらもないぞ。何故なぜ俺に与くみしようとする？」

　──風子の美意識で協力するって言っても、この人、絶対に納なつ得とくしないよね……？

「……ある人に頼たのまれたの」

「誰だ」

　詰きつ問もんは容よう赦しやがない。

　どうしよう、と目を泳がせた葉桜は、必死に考えを巡めぐらせる。轟木が狐の面越ごしに、心配そうにこちらを見ていた。

　宵待も、息を詰つめてことの次し第だいを見守っている。

　だがこのふたりは、この場を葉桜に任せると約束してくれている。それにいささか性格の癖くせが強い紅迅の扱あつかいは、葉桜に一いち日じつの長がある。

　──ええと、今までの経緯いきさつを知っていて、この人の味方だと言って信じてもらえそうな人って誰だれか居る？

　適当に出任せを言って、他人を巻きこむわけにもいかない。

　──居るわ、ひとりだけ……！

　ひとりだけ、名前を出しても他人に迷めい惑わくをかけない人物の名前を、行き当たりばったりで思いつく。

「貴男あなたのお気に入りの白拍子が、貴男のことを心配している」

　白拍子、と口にした途と端たんに轟木と宵待の咎とがめるような視線を感じたが、もう手て遅おくれだ。

　それに。

　──咲染なら、あとで私がどうとでもできる。

　万が一あとで紅迅から咲染へ、『風子の正体を教えろ』との揺ゆさぶりがあったとしても。

　──逃げ切ってみせるわよ……！

「咲染か。なるほど」

　並々ならぬ人脈を持つ白拍子なら、義ぎ賊ぞくに頼む伝つ手てもあるのかもしれない、と。

　紅迅は意外なほどあっさりと首を縦に振ふった。

「あの謎なぞめいた白拍子なら、さもありなん」

　葉桜が警けい戒かいしていたほど、紅迅は葉桜と咲染の関係には執しゆう着ちやくしなかった。

　──咲染御前、案外信用されてるのねー……まじめに仕事していて良かった、か、な……？

「義賊と取引をすることになるか。宮中に露ろ見けんしたら、俺は都落ちでもする羽目になるだろうな」

「本物の節刀を取り戻もどせたら、報ほう酬しゆうをちょうだい。成功報酬でいいわ。このことは誰にも他言しないし、貴男も私たちのことは他言無用」

　これは善意の申し出ではなく、あくまで仕事としての取引だということを互いにしっかりと認にん識しきする。

　本当なら、風子はどんな『仕事』に対しても報酬など求めないのが鉄則なのだけれど、今回ばかりは例外だ。

　──この人は、報酬を目に見える形で介かい在ざいさせない限り、私たちのことを信用しないもの。

　この件に関しては轟木が最初いやがったが、受け取った報酬を貧しい人たちに分配するということで最終的には妥だ協きようした。

「良かろう。契けい約やく成立だ」

　節刀と、その背後にいる兄皇子たちに対して、葉桜たちと紅迅は共同戦線を張る。

「できればその間だけは、衛え門もん府ふを貴男が抑おさえていてくれると助かるのだけど？」

「そうそううまくいくものか。それくらいは自分たちで処理しろ」

　葉桜の一応言ってみた提案はあっけなく却きやつ下かされる。

「すぐに節刀のゆくえを追ってみるわ。貴男はまだしばらくの間、偽にせ物ものにすり替かえられたことには気づかない振りをして、適当に私たちを追う真似まね事ごとでもしてて」

　紅迅が心底いやそうに顔をしかめる。

「茶番を演じろと？」

　しかも観客はあの異母兄あにたちだ。到底、芝しば居いに熱が入りそうにない。

　話が終わったので、葉桜たちが帰ろうとする。

　その寸前のところで、紅迅が呼び止めた。

「女。そなたの顔を見せろ」

「何のために？」

「約定の証あかしだ」

　宵待と轟木が身構える中、葉桜は狐きつねの面の奥で鮮あざやかに微笑ほほえんだ。

「女っていうのは、すべてを見せないものなのよ」







　紅迅の要求をさらりと躱かわして、黒くろ影かげは三つともが瞬しゆん時じに消えた。

　忍しのびの技わざではなく、体術を相当に鍛たん練れんしているようだ。紅迅も体術には覚えがあるし星影も得手だが、風子の用いる技は彼が知っているものとは少し違ちがうらしい。

　夜風が、蔵くらの明かり取りの格こう子しの隙すき間まからわずかに吹ふきこんだ。

　その風で、今し方まで残っていた残り香がもすべて消える。

　完全に風子の痕こん跡せきが消えた蔵の中に、襲芳舎から戻って来た星影がそっと姿を現した。

「よろしいのですか、あんな約束をして」

「構わぬ。おとなしくしていろとは確かに言われたが、それを守ると公言した覚えはない」

　邸やしきに戻り、咲染を呼べと命じると、家けい司しが申し訳なさそうな顔をして薄うす様ようの紙を差し出す。

　月見草に結びつけた白く透すけるように儚はかない漉すき紙には、白しら拍びよう子しらしい流れるような女文字でこう記してあった。

『しばらくの間、争いのない平和な月に戻ります。月の宴うたげが終わりましたら、またお召めしくださいませ』
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　夜の都に、風子たち特有の連れん絡らくが次々と駆かけ巡る。

　影かげから影へと秘密が耳打ちされ、葉桜たちは疾しつ風ぷうのような速さで節刀の在あり処かへと辿たどり着いた。

「拍ひよう子し抜ぬけするくらい簡単にわかったね……罠わなっぽいけど、父者、兄者、どうする？」

「行くしかないだろ。ここ以外にどこも出てこなかったんだから」

「できれば遠えん慮りよしたいところなんだけどねえ……まあ、仕方ないか。この際、背に腹は代えられないよ」

　風子の仲間たちが情じよう報ほう網もうを駆く使ししたり、あるいは他人の家いえ屋や敷しきに忍び込んで捜そう査さした結果、浮うかんできたのは都の外れにある邸のひとつだった。

　紅迅の邸とさほど変わらない、壮そう麗れいな寝しん殿でん造りの邸ではあるが、普ふ段だんはあまり人が住んでいないような気配の佇まいである。

　人が住んでいるかどうかは、一目見ればすぐにわかる。

　生きた人間が住んでいる家屋敷には空気が流れて時間も流れるが、誰も居ない邸には時間が溜たまって澱よどむ。

　ここもきっと貴族の持ち物ではあるものの本ほん邸ていとしては使われず、使用人たちだけがひっそりと住みながら管理しているのだろう。

　主あるじに打ち捨てられたような扱いで、手当も充分に渡わたされていないに違いない。

　世話をする手が行き届かないようで、邸をぐるりと囲む垣かき根ねのあちこちに綻ほころびがあったり、庭に名も知らぬ草が生おい茂しげっているにもかかわらず、警戒だけは充分過ぎるほどしていたようだ。

　邸てい内ないに忍び込んだ途端、ものものしい警備をした男たちに待ち受けていたように取り囲まれる。

　瞬時に邸内に灯あかりが煌こう々こうと照らされ、鎧よろい甲かつ冑ちゆうのほか、鼻から口もとまでを大おお仰ぎように覆おおい隠かくした兵士たちの構える槍やりの切っ先が鈍にぶく油光りした。

「現れたな、こそ泥どろめ！」

「……やっぱり罠だったじゃない。この邸中に兵士を隠れさせていたの？　虫が湧わくみたいにすごい人数出てきたわね」

　黒と白の忍び装しよう束ぞくに身を包み、狐の面をつけた三人の男女。

　唇くちびるを尖とがらせる葉桜の隣となりで、鎖くさり帷子かたびらをまとった宵待が嬉うれしそうに、実に嬉しそうに拳こぶしになにかを装着する。

　──うわあ、拳けん鍔つば……宵待兄者が本気だわ。

　拳鍔は文字通り拳に嵌はめるようにして着けるもので、殴なぐり合いのときなどにこれを使用すると、人間の骨など簡単に砕くだけてしまう。武器を使うよりも拳のほうが使いやすいと主張する宵待のための、特別製の得物だ。

　真しん鍮ちゆうでできていて、これを取り出すということは、宵待が本気だということだ。

「父者、暴れていいか？　いいな？　いいんだな？」

「ほどほどにね」

　轟木も宵待の本気度を感じ取ったらしく、一応という感じで言い添そえる。

「死人はもちろん、できるだけ重傷者も出さないように」

「わかっている。行くぞ！」

　宵待の叫さけびに呼応するかのように、兵士たちも鬨ときの声を上げて襲おそいかかってきた。

「風子が義ぎ賊ぞくとして成り立っているのは、宵待兄者のこの無類の喧けん嘩か好きのせいもあるかもしれないわね……」

「教育方針をちょっと間ま違ちがえたかな？　俺としてはただ、立派に育ってほしかっただけなんだけどねえ」

　数本まとめて目の前に突つき出された槍をひょいと屈かがんで器用に避さけて、轟木がぼやく。

「のんきなことを言っている場合じゃないでしょ、父者！」

　柱や御み簾す、格子などがたちまちのうちにめちゃめちゃになったが、それは葉桜の知ったことではない。

　兵士たちの意気込む声や物の壊こわれる音、怒ど号ごうが飛び交かって、邸内は戦場のごとき有様となった──実際に、戦せん闘とうの場なのだけれど。

　葉桜も、脚あしに帯びていた懐かい剣けんを勢いよく引き抜ぬく。敵を撃げき退たいする程度の武術なら、葉桜も使える。

　軽さ重視で誂あつらえた、お気に入りの懐剣を右手にしっかりと固定して、警備の兵士たちの攻こう撃げきを跳はね返す。

　力では到とう底てい及およばないが、身軽さでは葉桜のほうが断然有利だ。

　狐の面はきっちりすべての視界を見通せるように細工してあるから、分が悪いということもない。

　壊かい滅めつ的にめちゃくちゃになった座ざ敷しきから庭先へと続く階きざはしへと場所を移した宵待は、鮮やかかつ見事な脚さばきで並み居る男たちの足もとを乱れさせてから、流れるような動作で効果的に拳を叩たたき込んでゆく。

　なんだか楽しそうに見えるのは、葉桜の気のせいだと思いたい。

「宵待兄者って、日ごろの鬱うつ憤ぷんがよっぽど溜まっているのかしら。拳鍔なしでも、あの手で拳げん骨こつされると痛いのよねえ……」

　顎あごに壊滅的な一いち撃げきをくらった兵士が、呻うめき声を上げながら葉桜の方に倒たおれこんでくる。顎の骨は、たぶん粉々に砕けているだろう。

　巻きこまれないように一歩横にずれて避けながら、合がつ掌しようする。

「お気の毒さま」

　独自の嗅きゆう覚かくで、葉桜は素す早ばやく節刀の在り処を捜さがし当てる。兵士たちの相手は轟木と宵待に任せておけば安心だ。葉桜の役割は、節刀を見つけ出すことだ。

「父者。あの几き帳ちようの裏が怪あやしいわ」

　こそっと耳打ちし、身の軽さを活いかして、即そく座ざに座敷の隅すみに隠すように立てられていた几帳の裏に飛びこむ。見覚えのある宝ほう剣けんは、質素な剣けん置おきに設置されていた。

「あった、節刀！」

　次の瞬しゆん間かん、舌打ちする。

　──きな臭くさい。火のにおい!?

　ぱちぱちと、すぐそばで火の爆はぜる音がする。

　兵士たちがなにかに火をつけたのだ。

　──爆ぜる音がする……爆ばく発はつする!?

　一いつ瞬しゆんでそこまで判断し、葉桜は声を張り上げた。

「父者、兄者！　退たい避ひ！」

　満ちる怒号にかき消されて、その声が届いたかどうかはさだかではない。










　節刀まであと一歩というところで、爆ばく音おんが邸を揺ゆらした。

　火の手が上がる代わりに、もうもうとした煙けむりに視界を阻はばまれて、葉桜たちはいっせいに咳せき込んだ。

「何これ……っ！　煙玉……っ!?」

　ただびとには生しよう涯がい縁えんも所縁ゆかりもないであろう火薬を使って、几帳の裏に仕し掛かけられていたらしい。

　──煙玉使うなんて、卑ひ怯きよう～……！

　咳き込み過ぎて喉のどが痛い。

　腹部が痙けい攣れんして、吐はき気がする。

　煙が目に染しみて涙なみだが溢あふれるが、狐きつねの面を着けているので顔を拭ぬぐうこともできない。

　──もうちょっと方法は選べなかったわけ!?　室内で煙玉を爆発させるなんて……！

　せめてもの抵てい抗こうで、着物の袖そでを口もとに押し当てる。

　少しは呼吸が楽になるが、そうすると今度は片手しか使えない分、攻撃に綻びが出る。

　形勢は、一気に逆転した。

「く……っ！」

　さしもの葉桜たちも、煙責めには耐たい性せいがない。

　咳き込みながら、壁かべ際ぎわにじりじりと追い詰つめられる。兵士たちは煙玉を計算に入れて、あらかじめ風上に陣じん取どっていたから少しはましなようだ。

　口もとに薄うすい布を張っているのも、その用心のためだったのか。

　──甘く見過ぎだったわ……！

　端はし近ぢかにいたせいで少しはましだったらしい宵待がひとりで奮ふん闘とうするが、呼吸もままならない状態の葉桜と轟木を背後に庇かばいながらでは、さすがに無理があった。

　葉桜は悔くやしそうに唇を嚙かむ。

　──煙玉を出された時点で、退たい却きやくするべきだったわ……！

　退路を塞ふさがれる。

　室内の一角に、じりじりと追い詰められる。

「捕とらえろ」

　一ひと際きわ目立つ大きな槍を持った兵士たちの長おさが、自らの勝利を信じて高らかに命令する。

　宵待と轟木の背中に隠された葉桜が、壁かべに背中を押しつけられたそのときだった。

「人にはおとなしくしていろと大口を叩いておいて、このざまか」

　しゃっと、抜ばつ刀とうする音が空気を切り裂さく。

　よく鍛たん練れんされてすっかり身体からだに馴な染じんだ刃やいばを抜刀する音よりも、飛び散る氷のかけらのように鋭するどい声こわ音ねよりも先に、ふっと葉桜の鼻先を覚えのある香かおりがよぎった。

　煙玉のきな臭いにおいの中に混じってなお、すっと清せい涼りよう感かんのある香りだ。

　本人はぎらつくほどに眩まばゆい圧あつ倒とう的な存在感を放つくせに、まとう香りは風のように爽さわやかで。

「兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやさま!?」

　兵士たちは宮中に所属する武士たちのようで、紅迅の顔を見知っているらしい。

　彼らが驚きよう愕がくする。

　葉桜は、うんうんと頷うなずいた。

「……まあ、そりゃあね。主上うえさまの皇子みこさまが風子側に立ったら、そりゃあ驚おどろくわよね」

　宵待と轟木も紅迅の出方を息を吞のんで見つめていたが、葉桜にはなんとなくわかっていた。

　──今この場では、多分、この人は味方。

「今きん上じよう帝ていの第三皇子、紅迅親王さまが、なにゆえに邪じや魔ま立だてをなさいます!?」

　葉桜も紅迅も、兵士たちの驚愕など耳に入っていない。

「──それにしても、一応世せ間けん体ていを気にするとか、顔だけでも隠かくすという考えはなかったわけ？」

　いっそ潔いさぎよいほどに、紅迅はいつものままだ。

「隠す必要などあるまい。どうせ節刀を取り戻もどせば、俺の差し金だということは自然と知れる」

「それはまあそうなんだが、皇族の建て前っていうもんはないのか、建て前っていうもんは」

　乱らん闘とうの興奮が未いまだ鎮しずまりきらず、瞳ひとみを爛らん々らんとぎらつかせたままの宵待が眉まゆをひそめる。

「あ」

　紅迅の背後に立つ葉桜が、ふと気づいて顔を上げる。

　屋根裏の板を一枚外したそこには、見覚えのある男がしっかりとその場を睥へい睨げいして抜かりなく見守っていた。

　──あの人だ。護衛で、ええと……名前は確か、星影さん、だっけ。

「先ほどまでの威い勢せいはどうした、小こ娘むすめ。たかが煙けむり攻ぜめくらいで後おくれを取るとは情けない。仮にも賊ぞくと名乗っておきながら」

「誰だれも、貴男に助けに来てほしいなんて言ってない！」

　冷ややかな眼まな差ざしで虚こ仮けにされ、葉桜の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぷっつんと切れる。

　どうやっても相あい性しようが悪いとしか言えない。

　葉桜の言葉を聞くや否いなや、凄すさまじいまでの気き迫はくで剣を構えて兵士たちを牽けん制せいしていた紅迅が、不意に刀を鞘に収める。

「ほう……この期ごに及およんで、まだそのような減らず口をたたくか。わかった」

　にやりと笑って、紅迅は兵士たちの前から退ひいた。

　部屋の壁にもたれ、完全に傍ぼう観かん者の体勢を取る。

「助力なしで、どう切り抜ぬける気だ？　お手並み拝見させていただこう」

　これには、兵士たちのほうが啞あ然ぜんとした。

　この青年親王は、果たしてどちらの味方なのか。

「兵部卿宮おれのことは気にするな。存分にやれ」

　兵部卿という役所は、この国のすべての衛え士じ、武官を統とう率そつする身分である。

　その紅迅に、くい、と顎をしゃくられて、どうしていいのかわからなくなった兵士たちはたじろぎつつも命に従う。

　再び剣を交える音が響ひびき、それを紅迅は宮中で行われる賭のり弓ゆみの試合でも見るような顔つきで見物している。

　もともと、多勢に無勢だ。

　一番華きや奢しやな葉桜が疲つかれを見せて動きが鈍にぶり、それを補うために轟木と宵待の足並みが乱れる。

「わ……！」

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「大丈夫じゃなかったら、とっくに死んでいるわよ！」

　それぞれに数人を束にして相手にしている轟木と宵待から声がかかり、息を切らしながら葉桜が答える。

　面の前すれすれのところを槍やりが交差し、短く切り整えた黒くろ髪かみをかすっていった。間断なく襲おそい来る切っ先を、渾こん身しんの力で懐かい剣けんで受け止める。

　足を捕らえようと鎖くさりが投げかけられてくるのを、瞬しゆん時じに飛び上がって避よける。

「本当の戦場であれば、今の一いち撃げきでそなたは死んでいる」

「……」

「そら、次が来た。早くなんとかしないと、今夜が年ねん貢ぐの納め時になるぞ」

　──む、か、つ、く～っ！

　斬きりかかってくる兵士の槍を押し戻し力比べをしている最中に、横からいちいち茶々を入れられる身にもなってほしいものだ。

「いちいちやかましいのよ、貴男あなたはっ！　あんたも邪じや魔まっ！　どきなさい！」

　すらりとしなやかな脚あしを伸のばして、兵士の胴どうを蹴けり飛ばす。その隙すきに槍も弾はじき返し、指笛でぴゅうっと合図を送る。

　その瞬しゆん間かん。

　わっと室内の至るところに、黒い影かげが振ふり落ちてくる。

「うわ……！　こいつら、まだ仲間がいたぞ！」

　外にいた見張りの兵士を昏こん倒とうさせ、星影の目を盗ぬすんで、風子の仲間たちが続々と。

　ほんのわずかに息を吐くことができ、葉桜はほっと肩かたの力を抜いた。

　──よく、ここを突つき止めて来てくれたものだわ。

　そもそも風子の仲間は多い。特に指示はしていなかったけれど、異変を感じたら駆かけつける程度には結束が固いのだ。

　狐の面を着けた黒くろ影かげたちが次々と兵士たちに襲いかかり、おまけにどこから盗んできたのか、手にした丸いものに火を付ける。

　手のひらにすっぽりと収まる丸いものが、先ほど几き帳ちようの裏でちらりと見た煙けむり玉だまと同じものだと気づき、葉桜は大きく目を瞠みはった。

「ちょっと、それ一体どこから盗んできたのよ……！　ていうか風上！　風上に回ってからにしなさいっ！」










　先ほどより数段派手な爆ばく発はつ音と共に、一気に煙が溢あふれ出る。

　結局葉桜たちは節刀を目前にしておきながら、手ぶらで逃とう走そうするしかなかった。悔くやしいが、仕方がない。

「ちょっとは逃にげる算段つけてからにしなさいよねえっ！」

　葉桜が、ぴょんと室内を飛び出し、高こう欄らんから飛び降りて玉砂じや利り敷じきの庭に出た。

　逃げ足と腕うでに自信のある黒影が数人残り、兵士たちの足止めを買って出る。

　その隙に逃げろ、と小声で耳打ちされたのは、仲間たちが煙玉に火をつけた直後だ。

　轟木はこういうとき意地でも逃げようとしないので、宵待が引きずって帰っているはずだ。

　轟木を無理にでも引きずることができるのは、宵待しかいない。

　──兄者たちは、わざと追っ手を引き受けて風下から逃げたわね。それじゃあ私は風上こつちから。

　宵待の、少し癖くせのあるかすかな足音を聞き分ける。

　追っ手が多いから、自分たちも散らばって逃げろと、仲間内にのみ通じる口笛の合図が届く。

　──了りよう解かい！

　ぴゅ、と鋭するどく返事の合図を返して、葉桜も玉砂利の上をひた走る。

　相変わらずの宵よい闇やみだったが、雲がない分、幾いく分ぶん明るい。

　兵士の激げつ昂こうした声が追いかけてきた。

「おのれ、賊どもめ……！　兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやの御ご前ぜんでまんまと逃げられてなるものかぁっ！」

　弓を引くぎりぎりと張り詰つめた音がして、同時になにか大きなものに不意に覆おおい被かぶさられる。

「ちょ、何……!?」

「騒さわぐな！」

　口を大きな手で押さえつけられ、鼻にはあの清せい涼りような香かおりが届く。

　──なんでこの人がここにいるのよ！

　背中からのしかかられて玉砂利とこんにちは状態だったが、思いっきり身を仰のけ反らせて逃げようとした。

　そこを、力ちから尽ずくで押さえこまれる。

　懸けん命めいにもがくと、苛いら立だたしそうな声に耳打ちされた。

「じっとしていろ。毒矢だ」

　──へ？

　暗くら闇やみの中、足もとに突き刺ささっている矢を眼差しだけで示され、それにつられるようにして目線を移す。

　一いつ瞬しゆん前に射られたらしい矢が一本、すぐそばの地面に突き刺さっている。黒曜石のかけらを尖とがらせた矢や尻じりの先せん端たんが濡ぬれ光っているのが見えて、葉桜は狐きつねの面の奥で思わずぞっとした。

　──矢尻に毒を塗ぬっているの!?　陰いん険けん～！

「早いうちに退散したほうが良かろう。来い」
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　ろくに右も左もわからないまま手を摑つかまれて、邸やしきの壁かべを乗り越こえ、生け垣がきを幾いくつもかき分けかき分けして外に出る。

　仲間たちはそれぞればらばらに逃げ切ったらしいが、葉桜は依い然ぜんとして紅迅に手を摑まれたまま、仕方なしにあとをついてきていた。

　──土と地ち勘かんがいいの？　私より、この辺のことに詳くわしいみたいだわ。

　おそらく、今無断で侵しん入にゆうしているのは他人の邸の敷しき地ち内だろう。かなり寂さびれて、人が住んでいる様子はない。この辺りはこういう閑かん散さんとした地域のようだ。

　兵士たちの追つい跡せきはしつこく、あとからあとから笛の音が追いかけてくる。

「……しつこいな」

　紅迅が鋭く舌打ちし、その見知らぬ邸の階きざはしに足をかけた。

　葉桜を連れたまま階を上がり、賤しず家やの中へと遠えん慮りよもなく上がり込む。庭から座ざ敷しき周りの高欄へと上がる階はところどころ床ゆかが抜ぬけていて、座敷の中もうっすらと塵ちりが積もっていた。

「ちょっと！　ここ、他人ひとの家じゃないのっ!?」

　上げっぱなしの格こう子しの下を突っ切り、ぼろぼろに色いろ褪あせた御み簾すの垂れている壁かべ際ぎわまで上がり込む。

「今は誰だれも住んでいない。見ろ。荒あれ放ほう題だいだろう」

　促うながされて、葉桜は狐の面の奥から目を凝こらした。

　寂れた木製の家屋の中は縦じゆう横おう無む尽じんに蜘蛛くもの巣が張り、埃ほこりだらけで、あちこちの柱や屋根が崩くずれ落ちていた。

　それでも元はそこそこの人の住まいだったようで、古びた御簾や几帳などが、そのままに打ち捨てられている。この雰ふん囲い気きは、幽ゆう霊れいが住んでいると言われても驚おどろかない。

　──さっきまでのお邸のほうが、掃そう除じが行き届いている分ましだったわね。

「確かに、人の住める環かん境きようじゃ……」

「しっ」

　ぴくりと目め尻じりを吊つり上げた紅迅が、一瞬の迷いもなく葉桜を座敷の一番奥の壁際に押しつけた。

　両りよう腕うでを壁につけてその中に葉桜を囲い込み、あまつさえ身体からだで押しつけるようにして、葉桜のすべての動きを素す早ばやく封ふうじる。もちろん声もだ。

　何するのよ、と言いかけた葉桜は、紅迅の警けい戒かいしているものに気づく。

　──兵士が、来てる……っ！

　自分たちの居場所を知らしめるだけの笛を止め、そこら中をしらみつぶしに当たっているのだろう。

　がさがさと、雑草を踏ふみ分ける足音が幾つか聞こえた。

　二人組で動いているらしい。

　身を固めた鎧よろい甲かつ冑ちゆうが、がちゃがちゃと不規則にぶつかる音がする。

「居たか？」

「居ない。そっちはどうだ？」

「こっちもだ。だがまあ、この辺りはすっかり包囲している。必ず見つけ出してみせるさ」

　──まったくもう、嫌いやになるくらい仕事熱心だわね！

　葉桜ははっと気づいた。

　──この人に引っ張られてそのままここへ来ちゃったから、今私がここに居ることは、風子の誰も知らないはず。

　今ここで、紅迅が葉桜を兵士たちに突き出したら。

　──逃げ切ることは、難しいかもしれないわ……！

　普ふ段だんならともかく、先ほどまで一戦交えたあとなので、あまり体力に自信がない。

　そう思うと、突とつ然ぜん怖こわくなった。

　目の前で、自分に覆い被さるようにして息を殺している青年。

　この青年が完全に味方だとは思っていない。

　契けい約やくしている間だけ、あくまで協定を結んだだけの相手に過ぎない。

　ここで葉桜を兵士たちに引き渡わたしても、何の不思議もない──節刀など、紅迅が本気で宮中を動かせば、どうにでもできるような気がする。

　見上げるほど大きな体たい軀くも、長ちよう剣けんを息を切らさずに振ふり回すことのできる腕わん力りよくも、葉桜の手首を摑んでまだ余りあるほどの長い指先も。

　全部、葉桜にはないものだ。

「中を見てみるか？　確かここは廃はい墟きよになっていて、誰も住んでいないはずだ」

　ぎし、と軋きしむ音を立てて、兵士のひとりが高欄に上がる階に足をかける。

「ずいぶん傷いたんでいるな」

「気をつけろよ。こういう場所には不ふ心こころ得え者ものが棲すみ着いていることがよくある」

「ああ、わかっている」

　紅迅が黙だまったまま葉桜のほうへと強く身を押しつけた。兵士たちが、室内の様子を覗のぞきこんでいるのだ。

　胸がどきどきして息苦しくなって、葉桜は思わず目の前にある青年の衣服の胸の辺りをぎゅっと摑んでいた。

　一瞬不思議そうにそれを見下ろした紅迅が、口もとをわずかに綻ほころばせる。

　少女の小さな白い手は、震ふるえていた。

　少し身を屈かがめ、仮面から剝むき出しになっている耳みみ朶たぶに唇くちびるを押し当て、わざと熱っぽく囁ささやきかける。

「……案じるな。もうしばらくの辛しん抱ぼうだ。すぐに済む」

　──この状じよう況きようで、普ふ通つう、喋しやべる!?　見つかりかけているっていうのに、何考えているの、この歩く迷めい惑わく伊達だて男おとこは！

　葉桜は唇を引き結んだまま、声に出して応じることはできない。女性の声は男性の声とは違ちがって、ひそめていても通りやすい。

「何か見つかったか？」

　兵士の片割れは階の下に待機して、もうひとりの方が階を一段、また一段と上がってくる。

　高こう欄らんへと上がる階は、十五段ほどはあっただろうか。手を引かれるままに夢中で駆かけ上がったから、あまりよく覚えていない。

「いや……蜘蛛の巣だらけだな。階も、ところどころ腐くさり落ちているみたいだ」

「賊ぞくどもが逃にげこむにしても、もうちょっとましな場所を選ぶだろう。もう下りて来いよ」

「まあな。でも一応、中の様子を確かめておこう。お前はそこで、周囲の様子に気を配っていてくれ」

「わかった。油断するなよ？」

　どきどきどきどきと、心臓が早はや鐘がねを打つ。

　──来ないで……！

　全部上がりきって高欄に来てしまったら、見つかってしまうのも時間の問題だ。

　──今逃げることは、無理。無理無理無理。

　今できることは、できる限り気配を殺してこの場をやり過ごすことだけだ。

　早く兵士たちが諦あきらめて去ってくれますように、と葉桜は全身全ぜん霊れいで祈いのる。兵士たちの追跡も嫌だけれど、この青年とふたりきりというのが何より心臓に悪くて嫌すぎる。

　白しら拍びよう子しの咲染御前ならともかく、風子の葉桜と兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやでは、取り合わせが悪すぎるのだ。

　兵士の気配に敏びん感かんに神経を研とぎ澄すませつつ、紅迅がひそひそと耳打ちしてくる。

　──この神経が理解できないのよ、この神経が……っ！

　見つかるか見つからないかの瀬せ戸と際ぎわに追い詰つめられているというときに、何故なぜそんな真似まねができるのか。

　多少どころでなく荒あら事ごとや修しゆ羅ら場ばに慣れている葉桜でさえ、今の状況には心臓が縮み上がりそうなほど緊きん張ちようしているというのに。

　──一体何食べてれば、そんなふうに図太くなれるの!?

　葉桜が身み動じろぎひとつできない状況に、紅迅の悪戯いたずら心が刺し激げきされたらしい。

「今だったら、お前のこの仮面を外して素す顔がおを拝めそうだな……この間はうまく逃げられた」

　ぎし、ぎし、と、底板を踏み抜かないように注意しながらゆっくりと、階を上る音は近づいている。

　紅迅の手が狐きつねの面に伸のばされたので、葉桜は抜く手も見せずにその手をがっしと摑つかんだ。

　──顔を見るって……冗じよう談だんじゃないわっ！

　面を結ぶ紐ひもを解ほどこうとする指を、ぐぐぐっと力ちから尽ずくで引き剝はがす。紅迅は諦めるどころか、更さらにおもしろそうな顔をした。

　時間をかけるつもりなどないのだろう。紅迅の腕うでで厚い胸の中にすっぽりと抱だき込まれ、葉桜は必死に仰のけ反って抗あらがった。無言の抵てい抗こうを、紅迅はやすやすと封じる。

　素顔を見られるわけにはいかない。

　素す性じようを知られるわけにはいかない。

　それは葉桜だけでなく、風子の仲間すべてを守るための鉄則である。

　──正体を、知られるわけにはいかないのよ……っ！

「抵抗しないほうが身のためだ」

　紅迅に、自分の正体が咲染だと知られてしまったら。

　そう考えると、訳がわからないくらいに胸がきゅっと締しめつけられた。

　咲染は仮の姿で、葉桜の本当の姿ではない。

　でも咲染のときは、紅迅が優やさしく接してくれる。笑え顔がおを見せてくれることもある。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくな態度が恨うらめしくて憎にくらしくて、葉桜は紅迅の指に思い切り嚙かみついた。

「……っ！」

　驚おどろいた紅迅の手から力が抜ぬけたのを機に、後先考えず、ぱっと逃げ出そうとする。

「──暴れるな」

　紅迅が少しばかり慌あわてた様子で葉桜の肩かたを摑み、物音を立てない慎しん重ちようなしぐさで、古びた御み簾すをそっとめくった。

　華きや奢しやな少女の身体からだを、逃がさないようにしっかりと長い腕でくるみ込む。そのさまは、なにか大切なものを守ろうとしているようにも見えた──逃げることに必死な葉桜は気づかなかったけれど。

　するりと滑すべり込むようにして紅迅たちが御簾の裏に入ると同時に、階の最後の一段を残して上り切った兵士が槍やりを構え、注意深く室内の中を覗きこむ。

　床ゆかには塵ちりがうっすらと積もり、少しの風が入るだけでももうもうと埃ほこりが舞まい上がって、どうにも凄すさまじい。

「こりゃあ酷ひどいな。埃だらけ、蜘蛛くもの巣だらけだ」

「おい、何か見えたか？」

「ちょっと待ってくれ。埃が舞っていて、よく見えないんだ」

　先ほどまでと同じ壁かべ際ぎわにいたら、今いま頃ごろ見つかっていただろう。

　室内に踏み込まないことには、ところどころ破れた御簾の奥までは見通せない。

「放して……！」

　葉桜は紅迅の顔を押しのけようと、彼の頰ほおに手を当てて突つっぱねる。これには紅迅もいささか困こん惑わくを隠かくせなかった。兵士がすぐそばにまで迫せまってきているのだ。

「おとなしくしろ。兵士たちに見つかりたいのか」

　そう言って葉桜を鎮しずまらせようとする紅迅の手が滑り、葉桜の狐の面の下半分が不意にずれた。

　唇に冷たい空気が触ふれ、葉桜の限界が訪おとずれる。

「助けて、宵待兄…………！」

「馬ば鹿か、声を立てるな！」

　紅迅が咄とつ嗟さに葉桜の口を塞ふさいだ。

　唇に熱いものを押し当てられ、葉桜はびっくりして目を瞬またたかせた。

　鼻から上は狐の面がまだしっかりと顔を覆おおっているので、目の位置に空けた穴から、紅迅の眼めとまともに視線がぶつかり合う。
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「何か音がしたぞ！」

「まさか、風子が隠れているのか!?」

　兵士たちが緊きん迫ぱくした声を上げたそのとき、室内に突とつ如じよ現れた星影がわざと音を立てて駆け抜けていった。

「そっちだ！」

「庭に下りたぞ！　呼び笛を吹ふけ！」

　星影が囮おとりになって兵士たちを引き寄せ、紅迅はほっと息を吐はく。

「星影のおかげで命拾いしたな、風子の娘むすめ」

　狐の面を着け直した葉桜は、ものも言わずに青年の頰を引っぱたいた。

　ぱっと身を翻ひるがえして駆け去る。

　紅迅は、その後を追おうとはしなかった。










　本来なら、兵士たちに突き出してもいいと思っていた──邸やしきに戻もどって湯ゆ浴あみをし、埃を落としてさっぱりとした紅迅は、自室の端はし近ぢかなところで物思いに耽ふけっていた。

　紙し燭そくをひとつだけ点つけて傍かたわらに置き、遮さえぎるもののない夜空を見上げる。

　髪かみは面めん倒どう臭くさかったので結ゆわずにそのまま背に流し、寝ね間ま着き代わりの単衣ひとえだけをしどけなく羽織る。朝晩はどんどん気温が低くなっていく季節だが、少し頭も身体も冷たい風に当て、何故か身のうちに籠こもる熱を冷ましたかった。

　あのあと兵士たちを完全に撒まいたらしい星影もいつのまにか戻って来ていて、ふっと気配を漂ただよわせた。

「帰き還かん致いたしました」

　一言告げたきり、姿を消そうとするのをしぐさで止とどめる。

　一いつ瞬しゆん意外そうな顔をした星影は、それでも静かに紅迅の部屋に入り、片かた膝ひざをつけて控ひかえた。

　護衛に身辺に張りつかれることを極きよく端たんに疎うとましがる紅迅のために、星影は平素、なるべく気配を殺している。

　さすがに宮中武官の中から勅ちよく命めいを受けて紅迅のもとに使わされただけあって、その辺りの星影の手しゆ腕わんは見事だった。

　紅迅に鬱うつ陶とうしがられずに護衛の任を果たすなど、誰だれにでもできることではない。

「逃にげたか？」

　何の脈みやく絡らくもなく訊たずねられたが、星影には誰のことかわかっていたので率そつ直ちよくに答える。

　あの風子の少女のことだ。

　娘と呼ぶにもまだ差し支つかえがあるような、華奢な軀からだつきの。

「はい」

「そうか」

　紅迅がひとりきり、酒を嗜たしなむでもなく、ぼんやりとしているなど珍めずらしい。

　星影は思わず口を開いていた。

「宮は、あの風子の娘が気にかかるのでしょうか？」

　いささか踏ふみ込んだ問いかけに腹を立てるでもなく、紅迅は一いつ瞬しゆん黙だまり込んでから穏おだやかに答える。

「そう見えるか？」

　最初は暇ひま潰つぶしのつもりだった。

　ただの退たい屈くつしのぎのおもちゃとして弄もてあそぼうと思っていた少女は、しかし彼の予想をことごとく裏切り、まっすぐで一本気、気っ風ぷが良くてはきはきとして、きらきらとした生命力に溢あふれていた。

　気の強い女は嫌きらいではない。

「あれは賊ぞくです。あまり気をお許しにならない方が」

「わかっている」

　わかっているはずなのに。

　他人のことなど誰も信用しないと心に決めていたはずなのに──父ちち帝みかどの寵ちよう愛あいが深かった母親が毒を盛られ、突如この世を去ってしまったときから。

　それなのに、あの少女に毒矢が放たれたとき、咄嗟に紅迅は庇かばっていた。考えるよりも先に身体が動いた。

「危なっかしくて、時折見ていられぬ」

　兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやたる紅迅と堂々と渡わたり合うほど度胸があるくせに、時々ひどく脆もろく危あやうい。

　目が離せない。

　その感情に気づいて、紅迅はいらいらした。

　苛いら立だちに任せて、髪を片手で乱暴にかきあげる。

「恐おそれながら、兵部卿宮殿でん下か。御おん身みの務めは都の治安を守ることでございます。風子などにお心を寄せられては」

　星影の諫かん言げんは、耳を素通りしていった。

「俺に？　異母兄上方が、俺に兵部卿宮としての仕事をさせたことがあったか？」

　そう嘯うそぶきつつも、そろそろ、薄はく氷ひようを踏むようなこのぎりぎりの安あん寧ねいも終わりにしなくてはならないことを、紅迅はよくわかっている。

「四の宮さまのこともございますれば」

　そうなのだ。

　今まで権力争いから外されていた末の弟宮が、そろそろ異母兄たちにとって邪じや魔まになってきたらしい。

　まだ七つに満たず元服には遠い年ねん齢れいだが、もし有力な後こう援えん者が現れたら──充じゆう分ぶんに敵となる。

　無論今までも警けい戒かいはさせていたのだが、一度隙すきを衝つかれて曲くせ者ものに襲おそわれて以降、紅迅は弟宮を保護下に置いている。

　異母弟ではあるが人ひと懐なつこく両親と疎そ遠えんな藍清を、紅迅はできる限りのことをして世話してきた。紅迅にとって家族のあたたかみを感じられるのは、この弟宮だけだ。

「……因果なものだな。実の兄ですら、野心のためには弟の命を持ち駒ごま扱あつかいとは」

　澄良、覚明両親王の顔を思い浮うかべ、星影は返事に詰つまった。

　あの皇子みこたちは東とう宮ぐうの地位に執しゆう着ちやくしすぎている。もっと他ほかに、皇族として果たすべき務めはあろうものを。

　星影としては、紅迅には政務に身を入れてほしいし、都の治安を乱す風子も捕とらえて処しよ罰ばつしてほしい。

　だがそれを口にすることは、彼には許されていない。

　紅迅が黙だまり込んだので、星影はそっと御ご前ぜんを辞した。今度は紅迅も引き留めない。

　ひとりになり、なおも紅迅はつらつらと考えごとに耽る。

　夜風がひどく強くなり、黒くろ髪かみを乱し、紙燭の灯ひが消えても、微び動どうだにしない。

　──何故なぜあの少女は、わざと危ない目に遭あおうとする。何故安全な場所にいない。何故、自分のそばにいない。

　そこまで考えても、彼は自分が葉桜に惹ひかれていることは認めなかった。

　紅迅は、気に入りのものをそばに置かないことにしている。ただひとつの例外が、咲染だった。

　昔から、気に入ったもの、大切なものほど身近に置くと兄皇子たちの毒どく牙がにかかって危ない。

　母親の形見の品は目の前でわざと壊こわされたし、先日はとうとう咲染本人に被ひ害がいが及およんだ。

「あれには、済まぬことをしたな」

　わざと咲染に執しゆう心しんしていることを公おおやけにして、兄皇子たちの出方を探さぐった。あくまでどう出るかを知りたかっただけで、よくよく用心するように使用人たちに言い含ふくめてあったのだが、結果として怪け我がを負わせてしまった。

　あれは、紅迅の本意ではない。

　咲染のことは気に入っている。これは彼自身隠かくすつもりもなかった。

　持ち重りすることなく、紅迅に対して寄りかかることなく、根がからっとしていて煩わずらわしくない。

「あそこまで毅き然ぜんとしているには、並々ならぬ誇ほこりを胸に秘ひめているのだろう……そこがおもしろい」

　それなのに、紅迅の脳のう裏りから風子の少女の面おも影かげが消えない。

　紅迅を引っぱたいたあのとき、名前も知らない少女の狐きつねの面から、きらきらと煌きらめく雫しずくがいくつもいくつも溢れ出てきていた。

　あれは涙なみだ。

「男に口づけられたのは、初めてだったのか……？」










　節刀の刀身が、蠟ろう燭そくの灯あかりを浴びて強い光を放つ。

　外は夜半から急に風が荒あれてがたがたと格こう子しを揺ゆらすが、彼はそんなことは微み塵じんも気にならなかった。もともとここは、本来の住まいではない。

　国宝と呼んでも差し支えのない刀身の優美な美しさを存分に目で堪たん能のうしつつ、第二皇子は能面のように整った顔に、ほんのわずかに笑えみを滲にじませる。

　感情を殺し、心こころの裡うちを他人に悟さとらせてはならない──母中ちゆう宮ぐうの強い希望により、生まれながらにして帝てい王おう学を受けて来た覚明は、感情を露あらわにすることをあまり好まない。

　だが、今は嬉うれしさを少々隠しきれなくて難なん儀ぎだ。

「これで、邪じや魔ま者ものをすべて排はい除じよできる」

　覚明親王が常つねの住まいとしているのは、麗れい景けい殿でんの一角だ。格式の高い麗景殿を華はなやかに飾かざり立て、何不自由なく暮らすことは彼の当然の権利である。

　帝の中宮、女によう御ごたちが寵愛を競きそう宮中で育てられた。

　母である中宮は、覚明が東宮になることを望んで優ゆう秀しゆうな教師をつけ、さまざまな教養を身に着けさせた。

　我が子が東宮に、ひいては帝に即そく位いすれば、自分こそが一番愛された妻だと自信を持つことができる。

　東宮争いは殿てん上じよう人びとたちばかりではなく、女たちの骨肉の争いでもある。

『貴男あなたこそが次の東宮にふさわしい。次なる冠かんむりを戴いただくのは、覚明。そなたしか居ないのですよ』

　中宮たる母が一番初めに覚明を産んでいれば、すぐに東宮の地位に定められていたはずだった。ところが帝には女御がお産み奉たてまつった男皇子がすでに居おり、中宮には及ばぬもののそこそこの家いえ柄がらの出自であり、当然のことながら一族の支し援えんも強かった。

「──女性の怨おん念ねんとは、凄すさまじいものだ」

　中宮でありながら満たされない母を憐あわれだと思いはするが、女の争いに参加するつもりはない。彼は彼で、野心のためにその争いを利用するだけだ。

「女性には女性の、男には男の争いがある」

　紅迅が節刀を取り戻もどそうとすることくらい、覚明には予測がついていた。

「あの痴しれ者の兄は、それすら考えつかなかったようだが……私は違ちがう。それほど凡ぼん庸ようではない」

　正統なる血を受け継ついだ矜きよう持じ、帝の中宮を母に持つ誇り。

　なにがなんでも、彼は帝てい冠かんを戴かなくてはならない。この世に生を受けたときから、運命はそう決められている。

　否いな。

　自分こそが、次なる帝てい位いにふさわしい。

　それゆえに、邪魔者をすべて排除するのは、覚明にとって当然の務めだった。

「四の宮も、目め障ざわりだ。紅迅に懐なつきすぎている」

　呟つぶやくだけで、どこにともなく潜ひそんでいる配下が手を下す。

　それが覚明の日常だ。

「今はどこかに雲くも隠がくれしているようだが……捜さがし出し、すぐにも滅めつせ。父ちち帝みかどには、紅迅の仕し業わざだと奏上しておく」
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　昨夜からの強い風がそのまま野分を呼び込んだのか、今日は早朝から強い雨風に晒さらされる、なんとも心細い天候となった。

　ざあざあと篠しの突つく雨あめが降りしきり、風が格子を外す勢いで吹ふきつける。

　その宮中の──ごく例外を除いて──あらゆる場所に、今上帝の第三皇子たる紅迅は自由に出入りする許可を与あたえられている。

　この日紅迅は、父帝から至急参さん内だいするようにとの勅ちよく命めいを受けた。

　一の宮である澄良親王と二の宮の覚明親王から何かを伝えられたのか、それとも他の殿上人たちから余計な事こと柄がらが耳に入ってしまったのか。

　父帝からは、「節刀を佩はい刀とうして参内するように」との常ならぬ一言が勅ちよく使しによって付け加えられた。それが大おお騒さわぎになったことは、想像に難かたくない。

　身なりを申し分なく調ととのえ、少しの間自分に与えられた襲しゆう芳ほう舎しやに立ち寄ったあと、お召めしのあった清せい涼りよう殿でんに昇しよう殿でんする。

　紅迅の腰こしに、佩刀するようにと命じられた節刀の姿はない。

　紅迅の参内は滅めつ多たにないことなので、清涼殿のみならず、宮中に仕える女によう房ぼうたちは野分にもかかわらず、皆みなひそかに胸をときめかせている。

　宮中に出仕しているだけあって女御や更こう衣いの一族に連なる高貴な出自であったり、楽や書などの素す晴ばらしい才能を持っている女性や、もの慣れた慎つつましい女房が多いが、それでも女性たちの間で噂うわさ話ばなしが駆かけ巡めぐる速さだけは、どこの世界でも変わらない。

「兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやさまがお成りだそうですわ」

「まあ、紅くれない兵部卿宮さまが？　お珍めずらしいことですわね」

「兵部卿宮さまとご一いつ緒しよの若君は、四の宮さまでいらっしゃいますわ。まあ、ご兄弟お揃そろいなんて本当にお珍しいこと。おふたりとも、折々の儀ぎ式しきの際にしか参内なさらないのに」

「ええ。特に兵部卿宮さまは御ご元服も済んで官位を賜たまわっていらっしゃるのに、参内がないなんて、前ぜん代だい未み聞もんのことですわ」

　若い女房と古参の女房たちが、長い渡わた殿どのを優ゆう雅がに渡わたってゆくふたりの皇子みこの姿を御み格こう子しの奥から眺ながめつつ、こっそりと扇おうぎの陰かげで囁ささやきを交かわす。

「兵部卿宮さまもそうですけれど、四の宮さまの御参内のなさも、おかしくはございません？　お母上さまの里邸さとで御養育されているとは伺うかがっておりましたけれど、宮中にはいつも一の宮さまと二の宮さまばかりで。いくらおふたりが次の東とう宮ぐうに目されているとは申しましても、ねえ……」

「それは仕方ありませんわよ。主上うえさまが、前東宮──弟宮さまの喪もが明けても、未いまだ次の東宮をお定めにならないのですもの。一の宮さまも二の宮さまも、ご親族含ふくめて気がかりで仕方ないと思いますのよ」

　宮中の女房たちは、それぞれの目で実際に見聞きしているので、情勢には明るい。どこそこの息がかかっている女房も多かった。

「それにしても、どうして主上さまは次の東宮さまをお決めにならないのでございましょう？　それが一番の問題かと思われますのに」

「しいっ。滅多なことを仰おつしやるものではありませんわ。主上さまのお考えは、わたくしどもには到とう底てい計り知れないことですもの」

「三の宮さま四の宮さま、お渡りでございます」

　慌あわてて口を噤つぐみ、女房たちが平へい伏ふくする部屋の前を、紅迅と藍清が颯さつ々さつと歩んでゆく。ふたりともに異なる香こうを焚たきしめていたが、その香かおりが合わさって、残り香ががなんとも言えず高貴で清すが々すがしい。

　秋を彩いろどる紅くれないと黄色の紅葉が芳ほう香こうを放つとしたら、きっとこんな香りだろう。




「……紅迅兄上」

　清涼殿への道を歩みながら、藍清は表情を曇くもらせる。何の気負いもなさそうに先を歩いていた紅迅が、その声の調子に気づいてつと足を止めた。

　ちょうど打うち橋はしの真ん中で、周りの目も少ない。

　被おおう屋根は大きく、雨は中までは吹きこんでこない。

「どうした」

　藍清は、大きな目を瞠みはって異母兄を見上げる。母を同じくする覚明よりも、半分しか血の繫つながっていない紅迅のほうが藍清にとってはずっと親しく慕したわしく、頼たよりになる存在だ。

　母親は覚明のことしか気にかけていないし、父帝には滅多に会うこともできない。

「節刀を取り戻せないうちに参内なさって、本当に大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」

「心配か？」

「はい。他ほかの兄上方は厳しく追及なさるでしょう。やはり、偽にせ物ものを誂あつらえてでも形を整えたほうがよろしかったのではありませんか？　紅迅兄上が節刀をお持ちにならないと、父帝も何と仰おおせになるか……」

　紅迅は、うっすらと笑えみを刷はいて首を横に振ふった。

　滅多にしない正装の上、今日の紅迅は女房たちだけでなく藍清も圧あつ倒とうされるほどの凄せい惨さんな美しさを漲みなぎらせている。

　生憎あいにくの天候だというのに髪かみの乱れは寸分もなく烏え帽ぼ子しも形良く調えられ、直衣のうしは皺しわひとつなく、身分ある皇子の参内にふさわしい礼節のあるものをまとっている。

　色合いも若々しく洒落しやれた二ふた藍あいではなく、やや淡あわい縹はなだ色いろの、実直なものを選んでいるのが清せい冽れつだった。

　藍清は元服していないので童わらわ直衣のうしで、青地と蘇す芳おうを組み合わせた秋らしい装いをしている。

　宮中は身分や行事によって装いを定められているが、ふたりとも皇族なので、いかなる場合でも、各好みの直衣の着用を許されている。

「この俺が、まがい物を持って出仕などできるか」

　長ちよう兄けい、次じ兄けいよりも三兄のほうがはるかに誇ほこり高いことを、藍清は知っている。

　今朝はあまりに慌ただしくてすぐさま伺し候こうすることになったから紅迅にはまだ話せていないが、昨夜、藍清は就しゆう寝しんしているところを誰だれかに襲おそわれた。

　荷物かなにかのように担かつぎ上げられて拉ら致ちされかけたのだが、そこへほぼ同時に、黒装しよう束ぞくの大おお柄がらな青年と宮中武官の青年とが駆けつけて、あっというまに曲くせ者ものを薙なぎ払はらい、窮きゆう地ちを救われた。

　武官姿の青年は軽く会え釈しやくしただけで一言も言葉を発さずに姿を消し、黒装束の男も藍清になにも言わずに踵きびすを返そうとしたので、慌てて呼び止める。

「待って。そなたは誰ぞ。なにゆえに僕を助けた？　どなたの所縁ゆかりか。答えよ」

　拉致されかけたということよりも、何故なぜ助けられたのかのほうが不思議だ。

　藍清は育ち方が複雑なせいか怜れい悧りで、姿に似合わずわりと豪ごう胆たんな性格をしているようだった。

　さすがは血筋かな、とぼそっと呟つぶやいた宵待は、短く答える。

「時間がないので説明はまた後日改める。今夜は守りを固めておくゆえに、心やすく御ぎよ寝しんなさるがよい」

　子供の聡そう明めいな瞳ひとみで藍清がじっと宵待のことを見つめていると、狐きつねの面で顔を隠かくした男は、ふっと微び笑しようしたようだった。幼い子供に弱いのは、養父譲ゆずりの癖くせだ。

　その朴ぼく訥とつとした気配のやわらかさと優やさしさに、藍清は安心する。

　──この男は、僕の味方だ。

　宮中は藍清が拉致されかけたことなど知らず、寝ね静しずまっている。

　藍清は双そう眸ぼうをきらきらさせ、宵待の着物の袖そでをつんつんと引っ張った。

「ねえ。名前はなんていうの？　僕はそなたを何と呼べばいい？」

「俺はこれでも、結構忙いそがしい身なんだが……」

　こうして年上の頼たのもしい友達ができたことを、いつか紅迅にゆっくり伝えられたらいいなと、藍清は思った。

　今はそれよりも先に、この野分を乗り越こえなくてはならない。
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　謁えつ見けんの間である南みなみ廂ひさしの間に紅迅が藍清を伴ともなって伺候すると、あまたの殿てん上じよう人びとがすでに揃っていた。

　格こう子しをきっちりと下ろして野分の気配を遠ざけてあるので、廂の間に焚かれている灯あかりひとつ取ってみても、そよぎもしない。

　父ちち帝みかども南廂の間の上座に位置する昼御座ひのおましに出しゆつ御ぎよし、すべてが透すけて見えるように薄うすい御み簾す一枚だけを隔へだてにしていた。

　父親である今きん上じよう帝ていは孤こ高こうを愛して、あまり人前に出ることをしない。

　だから、今日のような采さい配はいは珍しい。

　政まつりごとは紫し宸しん殿でんの執しつ務むの間で執とることが多く、神事や行事の際にも御簾の奥に居いられることが多い。

「お召めしにより、参上仕つかまつりました」

「よく、来た。しばらくぶりではないか」

　平伏した紅迅は父からの許しを得て、久方ぶりに父の顔を仰あおぎ見た。

　まともに顔を合わせるのは、紅迅の元服の時以来のような気がする。

「息災にしていたか」

「はい。おかげをもちまして、何事もなく」

「それは重ちよう畳じよう」

　実の親子ではあっても、その関係はぎくしゃくとしてよそよそしい。

　ろくに言葉を交かわしたことはないし、第一父親が何を考えているのか、紅迅にはわからない。

　寵ちよう妃ひであった母が世を去ったときも、誰の差し金か明白でありながら、ろくな手を打たなかった。

　紅迅にとって今上帝は誰よりも近しいはずでありながら、誰よりも遠い存在だ。

「してそなた、節刀は持参致いたしたか」

　すると、南廂の間の上座に位置を占しめていた澄良親王と覚明親王が、ここぞとばかりに口を開いた。

「佩刀しておらぬようだな。父帝の命に背そむくとは、なんという不敬な真似まねを……！」

「我が弟宮は、主上うえの命に従う意志がないと見える。愚おろかしいことだぞ、紅迅」

　普ふ段だん仲が良くはないくせに、こういうときばかり口裏を合わせたように似たようなことばかりを繰くり返す異母兄たちの奏上を、紅迅はしばらく黙だまって聞き流していた。

　紅迅の斜ななめ後ろにちょこんと座した藍清は心持ち青ざめ、他の殿上人たちは戸と惑まどいつつも、黙ってことのなりゆきを見守っている。

「ひいては父帝に背く心づもりやもしれませぬ」

「それはとんでもないことですな」

「もともとこの弟は何かと小こ賢ざかしくて困っているのです。身分低い女から生まれたことを恥はじともせず、挙げ句堂々と夜遊びを放ほう埒らつに繰り返し……成り上がりたいがために何をしでかすかわかりませんな」

「いやいや、澄良兄上。御お母上のことを引き合いに出されることはありますまい？」

　覚明親王が皮肉気に口を挟はさみ、澄良親王は、自分の母親が覚明の母親より身分が低いことを思い出してかっと顔を赤らめた。

「覚明、そなた……！」

「おや……いかがなさったのです、澄良兄上。私はただ、弟宮の出自を貶おとしめる必要はないと申し上げたかっただけのことですよ。それよりも兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやという地位にありながら、執務を行おうとしないことのほうが問題だと思われますが」

「……まあ、そうだな」

　ぎりっと歯は嚙がみして覚明親王を睨にらみつけてから、澄良親王が先を引き取った。

「務めを果たす気がないのなら、名を返上するべきであろうな」

　異母兄たちが仲なか違たがいしながらもねちねちと責め立てているのを、余計な口を挟むことのできない殿上人たちははらはらしながら見守っている。

　紅迅が務めを果たしていないことは周知の事実だが、それをかすめ取るようにして奪うばったのが異母兄たちだということも、皆みな知っている。

「兄上方、それはあまりにも」

　たまりかねたように藍清が口を開きかけるのを、紅迅は小さな所作だけで抑おさえた。

「藍清。言いたいように言わせておけばよい」

　傍はた目めからは針のむしろに座っているように見えるかもしれないが、紅迅本人にとっては別にこの程度、痛くもかゆくもなかった。

　耳を素す通どおりさせて適当に聞き流しているだけなので、頭に入ってこないのだ。

「そなたも聞き流せ。まともに請うけ合っていると、こちらの頭までおかしくなるぞ」

　ひっそりと藍清にだけわかるように唇くちびるを動かすと、泣き出しそうな顔をしていた藍清も、やっと愁しゆう眉びを開ひらく。

　そういえばこの三の宮は、おとなしくいたぶられているような人ひと柄がらではないのだ。

　今上帝は、しばらくの間それらの会話に静かに耳を傾かたむけているようだった。薄い御み簾す越ごしで、その表情はわからない。

　やがて、重々しい口調でゆっくりとご下問がある。

「紅迅。兄皇子たちがそのように申しておるが、そなたは如何いかに」

「主上、そのようなものに直々にお尋たずねになる必要はございませぬ！」

「一の宮と二の宮は控ひかえよ」

　今上帝が、手にした檜ひ扇おうぎをぱちりと鳴らした。

　普段は物静かだが、その反面、決然とした帝てい王おうである。

　軽く睨みつけられて、澄良親王と覚明親王が渋しぶ々しぶと口を噤つぐんだ。

「紅迅。そなたに与あたえた節刀はどこにある」

「…………」

　紅迅がひとつゆっくりと息を吐はくのを、藍清は息を吞のんで見つめていた。

　紅迅がそういう行動をするときは、らしくもなく緊きん張ちようしているときだ。

　さすがの紅迅も、父帝の前ではいつもの調子がなかなか出ないらしい。

「紅迅兄上……！」

「節刀をご覧に入れる前に、ご報告申し上げたき儀ぎがございます」

「何ぞ」

「私の与あずかり知らぬところで、まがい物が誂あつらえられておりました模様にございます。これは、とんだ不敬罪にございますれば」

「はっ、だから持参しなかったとでも申すつもりか？　大体、まがい物だなどという証しよう拠こがどこにある？」

　覚明親王が異を挟むが、紅迅は威い風ふう堂どう々どうと背を正し、御簾越しに今上帝をまっすぐに見つめる。

　紅迅の眼まな差ざしの強さ、深さは、御簾を隔てた今上帝にもしっかりと届いていたようだった。

「まがい物が誂えられた、と……？　誰だれが、そのような真似をした」

　──さて。どうしたものか。

　節刀が偽にせ物ものとすり替かえられていたこと、偽物を誂えたのが覚明親王だということ──確信はあっても、証拠がない。

　──本物の節刀が今ここにあれば、証明は簡単に済んだのだが……。

　こればかりは、紅迅にもどうしようもない。

「出で鱈たら目めな話をして主上を御おん惑まどわせ申し上げるものではない。控えよ、兵部卿宮──否いな、紅迅」

　澄良親王はいつのまにか気け圧おされて黙り込んでいた。

　覚明親王は、己おのれの勝利を信じて疑わない。

「紅迅兄上…………」

　鋭するどい緊張が南廂の間いっぱいに広がって、ぎりぎりにまで張りつめられていた危あやうい均きん衡こうが破られようとしたそのとき。










　ぴかっと雷らい鳴めいが轟とどろいて、南廂の間は一いつ瞬しゆん、真夏の昼間よりも白く強く照らし出された。

　誰もが驚おどろいて息を吞んだ直後に、耳をつんざくような轟ごう音おんが鳴り響ひびく。




　控えの間に詰つめている女によう房ぼうたちからは怯おびえた悲鳴が上がり、内だい裏りの警備を守る滝たき口ぐちの武士たちが、雷かみなりがどこに落ちたか、火事になってはいないかと走り回る。

　その隙すきを衝ついて。

　雷鳴にも眉まゆひとつ動かさなかった紅迅の手に、何かを押し付けるようにして渡わたしてくる手があった。

「……っ!?」

　女房装しよう束ぞくに身を包んだ少女は半分伏ふせるようにしているので顔は見えない。

　けれど。

　細長い包みを渡してきたその手は紅迅に対して誇ほこらしげに、携たずさえてきた一輪の撫子なでしこの花を小さく揺ゆらしてみせた。




　雷鳴はまだ続いている。

　そのどよめきが鎮しずまらないうちに、本当ならそっと退出するつもりでいた葉桜の着物の袂たもとを、彼女よりも小さな手が押さえた。

「貴女あなたはこちらに。僕付きの女房の振ふりをして」

　まだ幼い声にそっとそう耳打ちされ、葉桜は衣きぬ擦ずれの音を立てないように注意しながら、藍清の背後に平へい伏ふくした。滝口の武士たちが南みなみ廂ひさしの間の近辺を固めているので、どのみち今すぐには出て行けそうにない。

「謁えつ見けんの行われている南廂の間に紅一点の女房あなたがいるのは不自然だけど、僕の付き添そいという形でなら、なんとでも誤ご魔ま化かせるから。何かを聞かれたら、雷を心配して来たって話を合わせてね」

　幼い藍清が、葉桜が何を持ってきたのかを見、一瞬でそこまで判断したことに、舌を巻く思いだった。

　彼女はようやくのことで手に入れたものを宮中まで運ぶことに気を取られていて、そのあとの対応までは考えていなかったのだ。

　否、考える余よ裕ゆうもなかった。風子が節刀を奪い返したのは、ほんの一刻ほど前のことだ。

　それから宮中へ駆かけつけ、装束を取り替えて、ここまで飛びこんで来たのだ。それ以降のことを考えているのはきっと、轟木と宵待のふたりだけだっただろう。

　──さすが、この兄にしてこの弟ありね。頭の回転が速いんだわ、きっと。

「……ほう。持参致いたしておったか」

　雷らい鳴めい騒さわぎが一段落ついたところで、今きん上じよう帝ていからの一言がある。

　葉桜は平伏しながらも、全神経を張り巡めぐらせてことのなりゆきを見守っていた。

　──私たちができるのはここまでよ。あとはしっかり引き取ってちょうだい……！

　あのあと、風子は再度襲しゆう撃げきを仕し掛かけた。

　三々五々に散って敵を惑わせ、その隙に忍しのび込み。

　夜を徹てつして衛え士じたちと戦い、とうとう節刀を奪だつ還かんすることに成功したのだ。

「……あとは任せよ」

　紅迅が、藍清に向けて小さく呟つぶやく。

　正確には、藍清の後ろにいる葉桜に向けて、だ。

　葉桜はなんだか嬉うれしくなってきてしまった。

　──この人のことだもの。きっと、鮮あざやかな巻き返しをしてくれるわ。

　敵に回すと厄やつ介かいだが、味方をするなら紅迅のはったりの利きく性しよう分ぶんは頼たのもしい。

　紅迅はいつのまにか両手に掲かかげるようにして節刀を捧ささげ拝しており、ぴしっと背筋に一本の筋が通ったように背筋を伸のばし、いかにも堂々とした風ふう采さいだった。

　殿てん上じよう人びとたちが感かん嘆たんの吐と息いきを零こぼす。

「あれが、件くだんの節刀ですかな…………？」

「間ま違ちがいありませんな。兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやさま御ご元服の折に、主上うえが手ずから賜たまわったものです」

　今上帝に促うながされ、紅迅が数歩進んで、御み簾すの間近に近づいて節刀を差し出す。

　御簾から差しのべられた手がしっかりと節刀を受け取り、眺ながめ、そして満足したように紅迅に返す。

「──よくぞ、持参致した」

　半ば感服したような今上帝の言葉の響きに、紅迅を含ふくめ、数人が気づいてはっと息を吞んだ。
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　もしかしたら今上帝は。

　──ご存じだったのかも、しれないわ。

　今上帝は一度深く頷うなずいたのち、毅き然ぜんとしたしぐさで立ち上がった。

　南廂の間にいるすべての人間が、主上に対して平伏する。

「これにて謁見を終える」
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「紅迅兄上！　一時はどうなることかと思いました……！」

　藍清が、心底ほっとしたように感嘆の吐息を零して駆け寄る。

　澄良親王と覚明親王はそれぞれ黙だまって引き上げてゆき、葉桜の目には、それはそれで誇り高い引き際ぎわのように見えた。

「……ああ。そうだな」

　初めて父親とまともな言葉を交かわした余よ韻いんの醒さめやらない紅迅のそばを何気なく通り過ぎる風を装って、女房姿の葉桜は、広げた扇おうぎの陰かげからぼそりと告げた。

「……これで、借りは返したわよ」

　宮中の誰だれにも見み咎とがめられないうちに、綺き麗れいさっぱり姿を消さなくてはならない。夜や陰いんに乗じて潜もぐり込むのとは訳が違ちがい、正せい攻こう法ほうで入り込まなくてはならないから、昼間は面めん倒どうだ。

　轟木が伝つ手てを総動員して、やっとのことで葉桜ひとりが入り込めた。

　──私に装束を貸してくれた女房と、早く入れ替わらなくちゃね。

「おい、そなたは」

　紅迅のその言葉が追いかけてくるか来ないかのうちに、葉桜はさっさと廂の間から退出した。

　その夜、澄良親王と覚明親王が荘しよう園えんで無体を働いているとの書状と証しよう拠こが撫子の花を添えて届き、宮中は再度混乱した。










　結果として澄良親王と覚明親王は数日宮中の自室に留め置かれた後、厳しい取り調べを受けた。

　節刀に対してはどこまで問い詰められたのかはわからない。この件に関かかわった誰もが口を噤つぐんでしまったためだ。

　荘園の国司は急きょ任を解かれ、新たな国司がすぐさま任地に旅立つ。

　実質的には兄皇子みこたちは数日間の謹きん慎しん処分だけで表立った処しよ罰ばつはなかったが、それでも充じゆう分ぶん過ぎるほど重い処罰となった。

　不ふ祥しよう事じの記録がある以上、東とう宮ぐうとして立つのは難しい。

　荘園の件も節刀をすり替かえたり偽にせ物ものを作った件も、ことごとく兄皇子たちは自身に関わりのないことだと反論した。

　一体いつの間に本物の節刀と偽物の節刀を入れ替えたのか、果たしてどういう方法を取ったのか。それは今でもわからない。

　だが、紅迅が宮中に参さん内だいする前日──節刀を巡って都の外れで騒さわぎが起こったその夜に、四の宮たる藍清が何者かに拉ら致ちされかけたと証言したことで、事態は一気に明るみに出ることとなった。

　藍清を拉致しようとしたのは、紅迅が節刀を取り戻もどした際のための保険である。藍清を拐かどわかした犯人に紅迅を仕立て上げるつもりだったと露見したことで、今上帝の怒いかりが爆ばく発はつしたらしい。

　紅迅を追い落とそうとした兄皇子たちには、因果応報の結果となった。

　その諸もろ々もろの騒そう動どうを、遺い憾かんながら──本当に遺憾だった──取り仕切ることになった紅迅は、ぶつぶつと首を振ふる。

「解げせぬ。なにゆえに、俺が巻き込まれなくてはならぬのだ」

「それは仕方ありませんよ。今までは宮が参内しなさ過ぎたから、人となりがわからなくて誰も味方をしようがなかったんですから。今では宮が有能で武芸にも秀ひいでていると評判ですから、これからきっと、ますます取り巻きが増えていくことと存じます。以降は身を慎つつしみ、都での遊ゆう蕩とうなどもお控ひかえ下さいますよう」

　星影が、紅迅宛あてに回ってきた書類を忙いそがしく整理しながら言う。

　異母兄たちの件の処理の他ほか、本来の兵部卿宮としての務めも一気に流れ込んできて、紅迅は襲しゆう芳ほう舎しやにある自分の住まいで寝ね泊とまりする日々が続いている。

　忙しすぎて、六条の邸やしきに戻る暇ひまもないのだ。

　だがそのおかげで、滞とどこおっていた政まつりごとは正しく回るようになってきた。

　今まで重税に喘あえいでいた荘園にも、きちんと措そ置ちが取られるようになったのは喜ばしい。

「梅うめ壺つぼの住み心地ごこちはどうだ、藍清」

　藍清は紅迅と同じ襲芳舎に居たがったが、今上帝によって新たに梅壺を住まいとして賜った。清せい涼りよう殿でんとも襲芳舎とも近い場所にあるので、妥だ当とうな判断である。

「蹴け鞠まりの練習ができるようになって、不自由はありません。母中ちゆう宮ぐうさまに依い然ぜんとしてお会いできないのは残念ですけれど……」

　中宮は覚明親王のことばかり気にかけて、藍清をほとんど顧かえりみない。

　それでも紅迅や乳母めのとや女によう房ぼうたち、それに最近新しくできたばかりの友人もいるので、あまり寂さみしさは感じない。

「そういえば、新しい友人ができたと言っていたな。どこの殿てん上じよう童わらわだ？」

　宮中に上がって雑用などをこなすのは、名家の元服前の子息たちだ。

　将来殿上人となる少年たちが宮中に上がって行ぎよう儀ぎ作法や行事のあれこれを実地で学ぶのだ。

　紅迅は藍清の友人を、その殿上童の誰かだと思っているらしかった。

「兄上にも、名前を明かすことはできないのです。内密にしてほしいと言われておりますから」

　それは、藍清と宵待の秘密だ。

「そうか」

　紅迅も、それ以上突つっ込んでは聞かない。

「はい」

　藍清がここで随身に付き添そわれ、梅壺へと戻る。

　宮中に引き取られてからというもの、藍清も文武の勉学を始め、さまざまなことを教師について学んでいる。

　蹴鞠の練習は、宵待が折を見て相手をしてくれることがある。さすがに大人なので技わざが巧たくみで、ついていけるように後でひとりで鍛たん練れんを積むのも楽しかった。

　元服したら、武術の鍛練も始める予定になっている。

　藍清を渡わた殿どのの端はしまで見送った星影は、ふと思い出したように紅迅に向かって言う。

「夜になったら、主上の思おぼし召めしで内密の宴うたげが催もよおされるそうです。宮には是ぜ非ひ出席するように、との仰おおせでした」

　今きん上じよう帝ていとも、顔を合わせる機会が格段に増えた。

　とはいえ今いま更さら急に打ち解けるわけもなく、会話は途と切ぎれがちだ。

　紅迅は露ろ骨こつに顔をしかめる。

「また黙ってふたりきりで酒を吞のむ気か、父ちち帝みかどは。……何が楽しいと言うのだ。理解に苦しむ」

　まだ正直わだかまりはあるが、父子の間に空いた距きよ離りは段々と縮まっていく予兆がここにある。

　こそばゆいような奇き妙みような気持ちを持て余しながら、紅迅はふと部屋の外に目をやった。

　秋はいつしか深まって、燃え盛るように色いろ濃こい紅葉もみじが目に痛いほどだ。

　野の分わきはあの日のうちに去って、季節は間ま違ちがいなく進んでゆく。

　鮮あざやかな紅くれないの軌き跡せきを双そう眸ぼうに映しながら、紅迅は風子の少女の姿を思い浮うかべていた。

　一いち陣じんの風のように、ひたすらに鮮やかだった。

　あの、風子を名乗る少女たちは。

「ただの賊ぞくではないことだけは、認めてやっても良いな」

　顔も知らない。

　名前も知らない。

　けれど、どこかでいずれまた逢あえると──そのことだけは、確信していた。
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　秋も終わりという時季に、咲染御前は久ひさし振ぶりに紅迅の邸に招かれた。

　宮中のように格式ばった直衣のうしではなく、それよりも気軽な狩かり衣ぎぬを着き崩くずして烏え帽ぼ子しも取っている。

　──こういう、砕くだけた格好のときのほうが直衣姿より高貴に見えるんだから、おかしな人よね。

　白粉おしろいを叩たたいた念入りな化け粧しように、唇くちびるには京紅をたっぷりと差して、気合いを入れて変装した葉桜はこっそりと紅迅の様子を観察する。

　一ひと月つきほどの宮中暮らしで疲つかれが溜たまっているのか、少し頰ほおが削そげて、端たん整せいな面おも持もちが更さらに精せい悍かんになった気がする。

「それで、結局どうなりましたの？　お伽噺の、その続きは」

　夕刻からゆっくりと酒を酌くみ交かわし、一連の騒動を紅迅は葉桜に話して聞かせている。葉桜は──否いな、咲染御前は甘えるように紅迅の肩かたに身をもたせかけ、おもしろそうに耳を傾かたむけている。

「どうもこうも」

　紅迅が、盃さかずきを一気に呷あおる。

　宮中で吞む酒は味がしないと文句を言っていたが、これはさすがの葉桜にも意味がわからなくて首を傾かしげる。

　──宮中で用意されるお酒なんて、すっごく上等なもののはずなのに。私も話の種に吞んでみたいくらいよ。

「この俺が後処理をすべて任される羽目となった。とんだ貧びん乏ぼうくじだ」

　不満たっぷりな表情をしているが、瞳ひとみだけがそれを裏切ってほのかに笑っているのがわかる。

　くすくすと笑いながら、葉桜は先を促うながす。

「風子には約定通り、報ほう酬しゆうを支し払はらった。後日、都の貧しい民たみたちに大量の金子や米などの食しよく糧りようが配られたそうだ」

　萩はぎ、薄すすき、桔き梗きよう、撫子なでしこ、女郎花おみなえし。葛くず、藤ふじ袴ばかま。

　夜半に人目を忍しのんでそっと配られた品々にはどれにも秋の花が一輪ずつ添えてあったから、風子の仕し業わざだとすぐにわかった。

　──天晴あつぱれな手並みだと、褒ほめてやっても良い。

　思いを馳はせる紅迅の腕うでの中で、葉桜はじっと物思いに耽ふけっていた。

　──兄皇子さまおふたりが事実上失しつ脚きやくしたということは。

　その意味を、紅迅はきちんと理解しているだろう。

　うつけ者の振ふりなど、もう演じる必要がない。

　──この人は、遠からず次の東とう宮ぐうになる。いつまでも私がそばに居られるような人じゃないわ。

　この六条の邸やしきではなく、紅迅の居場所は段々と宮中に移っていくはずだ。

　今はまだ襲芳舎であっても、いずれは清せい涼りよう殿でんへ。

　宮中の奥おく津つ城きの、紫し宸しん殿でんへと。

「しばらく寂しい思いをさせたが、今日からはまたそなたと」

　その先を聞きたくなくて、葉桜は人差し指で紅迅の唇を封ふうじた。

　今日、この夜が終わったら。

　咲染御前は姿を消す。

　紅迅の前から潔いさぎよく、跡あと形かたもなく消えるつもりだ。

　咲染御前は夢か幻まぼろしだったのではないかと後になって紅迅が首を捻ひねるくらいに綺き麗れいにさっぱりと、足あし跡あとひとつ残さずに存在を消したかった。

　──東宮になったら、妃きさきを迎むかえ入れなくてはならなくなる。

　摂関家の出身の、身分が高く美しく、申し分のない姫ひめたちが紅迅のもとに送り込まれることだろう。

　あまたの花のような姫たちに囲まれる紅迅など見たくない。

　それが、咲染御前の最後の願いだ。










「今が引き時だと思うよ、葉桜」

　そう言われたのは今朝方だ。

　紅迅からたっぷりとふんだくった金子は、綺麗にすべて品物に変えて、貧しい人たちに分配した。

　それは手数があっても意外と手間がかかるから──一気に大量に品物を購こう入にゆうしたりしたら目立つし足がつくので、そのためにも色々と小細工が必要だった──、葉桜たち風子の一族は今日までほとんど休みなしで動いてきた。

　ようやく終わったと思った矢先に、それまで音おと沙さ汰たのなかった紅迅から咲染御前の召し出しがあった。

「彼のような人間と、我々はわかり合うことはできない。しょせん、別の世界の住人なのだから」

　養父は、葉桜の小さな胸の中の葛かつ藤とうをどこまで知っていたのだろう。

　どこか痛ましそうにそう言う轟木の顔を真っ正面から見つめ、葉桜はきっぱりと頷うなずく。

「わかっているわ、轟木父者。今晩でお終しまいよ。それ以降は、あの人とは縁えんを切るわ」










　その遣やり取りがあったから、葉桜の心は最初から決まっていた。

「どうした。何を弱気な顔をしている。そなたらしくもない」

「わたくし、月に帰ることに……」

　戯たわむれごとを言いさして、不意に改める。

　もう二度と会わないのだから、最後くらい、咲染御前ではなく葉桜の言葉を伝えたい。

「都を去ることになりましたの。御ご縁えんはこれっきり。もう、二度とお目にかかることはないと存じますわ」

　そうか。

　息災で過ごせよ。

　そんな風に、綺麗にさっぱりと、後あと腐くされなく別れることができるような、そんな関係で居たいとずっと願っていた。そうでないと、別れる時につらすぎるから。

「何を言っている。俺はまだ約束を果たしておらぬ。俺から離はなれるなど許さぬぞ」

　意外なくらい怒いかりにぎらついた面持ちで紅迅が言い、葉桜の手首をきつく摑つかむ。決して放すまいとでもいうような振る舞まいに、葉桜は心底驚おどろいて目を瞠みはる。

「主さま？」

「風子を召めし捕とり、その後そなたを手に入れる──俺はそのつもりでいる。よく覚えておけ。逃にげることは許さぬ」

　傲ごう慢まんな物言いが、いかにもこの人らしい。

　葉桜は紅迅に見えないように、ぺろりと舌を出す。

　風子を召し捕る？

　逃げることは許さない？

　──誰だれに向かって言っているつもりなのかしら。

　風子は義ぎ賊ぞく。

　義賊の命は逃げ足。

　風子の一族の中で一番逃げ足が速いのは、この葉桜だ。

　──やれるものならやってみなさい。どこまでだって、逃げてやるから。

　紅迅の腕が伸のびて葉桜の顎あごを摑むなり、ひょい、と口づけられる。

「何をなさいますの！」

　反射的に引っぱたこうとした手をあっさりと摑み取り、紅迅は秋の夜空のような深い色を双そう眸ぼうにたたえて、葉桜の顔をじっと凝視みつめた。

「殴なぐる際には左手を使うのが、そなたの癖くせか？」

　利きき手は右手のはずだが、紅迅は近ちか頃ごろ、同じように左手で少女に引っぱたかれた記き憶おくがある。

　風子の少女が初めてこの邸に忍び込んできたときを始め、何度か。

「あの風子とお前はよく似ている」

　肌はだの香かおりも、唇くちびるの感かん触しよくも。

　紅迅はゆっくりと唇を動かした。

「何故なぜだろうな……？」










　逃げる少女と、追う青年。

　葉桜の正体が風子だということを紅迅が知るまでには、あと少しばかりの時間を要する。







　あとがき







　皆みなさま、こんにちは。着物を着て出かけたいなと思うことがあっても、なかなかその機会が見つからない河合ゆうみです。

　きっちりとした正装の着物も素す敵てきですが、適度に着き崩くずした着物もお洒落しやれですよね。可愛かわいくて、自由な感じで。

　なので登場人物たちには、それぞれの性格に合わせて好きな服装をしてもらいました。某ぼうヒロインなんかは、ちょっと自由過ぎるんじゃないかという意見もありますが（笑）。

　今回のイラストは、Ｌａｒｕｈａ先生にお願いすることができました。平安ものといっておきながらショートヘア＆ミニスカ指定で、さぞ困こん惑わくされたことだろうと思います。

　爽さわやかでいて色いろ香か馥ふく郁いく、まさに吹ふき抜ぬける一いち陣じんの風のような美び麗れいイラストをありがとうございます！　やわらかな色使いも素敵で、本当に嬉うれしいです。

　また、編集は初代ももんがさまにまた担当していただくことになりました。今後とも、どうぞよろしくお願い致いたします。

　それでは、願わくは、皆みなさまにまたお目にかかれますように。
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